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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　人に逢うを逆にして




　真ま宮みやは慌あわてて店を飛び出した。

　すぐに左右を見て、それを見つける。向かって右。走り去っていく一人の男の背中。

　真宮は即座に走りだす。同時に頭の頭ず巾きんを掴つかみとり、握りしめたままアスファルトの歩道を全力疾しつ走そうする。どれだけ洗っても落ちないシミがついた黄ばんだエプロンはつけたままだ。けれども彼は構わず腕を振り、膝ひざを前に突き出すように走った。

「待てコラ！」

　そう叫ぶ。しかし店から逃げるべく、はるか前方を走る男は当然待つわけがなかった。

　真宮の前方約五〇メートル。走る男は黒いキャップを深く被かぶっており、安っぽい薄うす手でのくたびれたジャンパーを着ている。

　男は食い逃げだった。

　それを追う真宮は、食い逃げされた食堂のアルバイト店員だった。

　背は一八二センチと高く、体重は七〇キロ程で引き締まった筋肉質の体をしており手足は長い。髪は黒く短い。睨にらみつけるような鋭い目をしており、眉まゆも同様に鋭い。その眉み間けんには全力疾走の最中である今だけでなく普段からシワが刻み込まれており、不機嫌そうな顔をしていた。口も普段は常に真ま一いち文もん字じに結ばれており、どこか近寄りがたいオーラが出ている。大人びた強面こわもての少年。それが真ま宮みやであった。




　真宮は歯を食いしばり、眉み間けんに力を入れる。食い逃げされようとしているのだから頭には当然血が上っていた。けれども走ることで、体を動かすことでいくらか冷静でいられた。

　走る。そして捕つかまえる。

　それだけが頭と体を支配していた。

　まだ中学を卒業したばかりと若く体力も有り余っており、なおかつ五〇メートルを六秒四で走る脚力を誇っている真宮。

　対する食い逃げは運動などろくにしていない中年の男。体力も脚力も比較にならない。二人の距離はすぐに縮まっていく。

　真宮は最初に一度叫んだきり、「食い逃げだ！」「捕まえてくれ！」などと叫び周りに助けを求めようとはしない。

　それは彼の性分に近かった。普段から他人に助けを求めようとはしない。助力を申し出られても大抵の場合は断る。いくらか気を許した知人ならともかく、見ず知らずの他人の助力を甘んじて受けることも求めることもなかった。しない、という選択をしているわけではない。初めからそのような選択肢が、彼の中にはなかった。

　ともかく真宮は自力で捕まえるべく走り続けた。距離はみるみる縮まっていく。

　が、食い逃げの男が突とつ如じよ方向転換をする。その先は信号のある横断歩道。信号は赤に変わったばかりだった。

「待てコラ！」

　再び叫び、真宮も慌あわててその後を追う。

　反対の信号が青に変わる。

　クラクションが響く。真宮の行く手を自動車が遮さえぎった。

　間一髪。急停止し、なんとか接触を逃れるが、足が止まる。

　真宮は慌ててすぐに顔を上げた。食い逃げの男の背中が、後頭部が遠ざかっていく。




　――突然その後頭部が、全身が勢い良く右へ傾いた。そのまま引きずり込まれるように、アスファルトの地面の上に崩れ落ちる。

　崩れ落ちた男の向こうに、真宮はそれを見た。

　男の頭があった高さまですらっと伸びた白い脚。

　そしてその大だい腿たい部ぶの先にある、より白い、ほとんど純白といったその布を。

　その布の上方にある彼女の顔を。

　なびく黒いポニーテールを。

　感動すら覚える美しいハイキック。




　真ま宮みやの目はその完かん璧ぺきなハイキックを始まりから終わりまではっきりと捉とらえていた。どこか走そう馬ま灯とうの様にゆっくりと流れる時間の中で。そのハイキックを放った白く長い脚が地についた後もしばらくぼうっと、呆ほうけて眺めていた。

　再びクラクションが響く。ハッと我に返り、真宮は自動車の群れの方に軽く頭を下げ急いで横断歩道を渡った。

「これ大丈夫だった？」

　どこかの学校の制服を着たポニーテールの女子は真宮の目をまっすぐ見つめ、アスファルトの上に倒れピクリとも動かない食い逃げの男を指さし訊たずねた。

「――あ？」

「あんたの格好見て食い逃げだなって思ってさ。反射的にハイキックしちゃったんだけど」

「ああ、大丈夫だ。その通り食い逃げだからな」

「そっか。ならよかった」

　その女子はニッと笑ってそう言った。可愛かわいらしい八や重え歯ばがちらりと覗のぞく。真宮はその笑顔に何な故ぜか気恥ずかしさを覚え慌あわてて視線を逸そらした。

　真宮はしゃがみ込み泡を吹いている食い逃げの顔を見る。男は完全に意識を失っていた。ポニーテールの女子もしゃがみ込み、真宮と一緒に食い逃げの顔に目をやる。

「うわっ、白目むいてるし。ちょっとやりすぎたかな」

　少し気まずそうな表情を浮かべ呟つぶやくように言った。

「完璧に入ってたからな」

　真宮は先程のハイキックを思い出して答える。彼女の右足は吸い込まれるように食い逃げの側頭部にめり込んだ。おそらく最短距離。お手本のようなハイキックだった。

　が、そのハイキックと同時に白い物体も真宮の脳裏にフラッシュバックした。はっきりとした明度をもって。

　うっと喉のどが詰まるような感覚が襲う。すぐにそれを頭から離そうとするのだが、意識すればするほど細胞分裂のように増殖していった。

「確かに。こんな上う手まくいったの久々だったよ」

　彼女がどこか嬉うれしそうに言う。その声は真宮にはずっとずっと近く、耳元で発せられたかのようにはっきりと聞こえた。心臓がバクンと飛び出んばかりに大きく鳴り、ビクッと体もこわばる。

「そ、そうか。いやほんとすげえ蹴けりだったよ」

　真宮は慌てて答えるが、その声はいくらか上ずってしまう。自分でもそれがわかり「しまった」と思う。それに気づいたのか、その女子は目を見開き真宮の顔をじっと見る。

「あっ――もしかして見た？　ていうか見えた？」

「な、何がだ？」

　またも声が上ずる。目は勢い良く泳ぎ、口元はひたすらにひきつっていた。

　それを見て、ポニーテールの女子は吹き出した。

「ハハハハハ！　すげえわかりやす。見えたんだな」

「……見たくて見たわけじゃねえっつうの」

　真ま宮みやはばつが悪そうな顔で言い訳するように返す。

「わかってるって。しょうがないよあんだけ脚上げてたんだし。悪いのこっちだしさ。スカートでハイキックは自重しねえとなぁ」

　女子はそう言ってすっくと立ち上がる。真宮もつられて立ち上がった。

　彼女は女子にしては背が高かった。一八〇以上ある真宮の鼻のあたりに頭がある。一七〇あるかないかぐらいだろう。ハイキックを放った白く長い脚は筋肉質で引き締まっている。全身も細く引き締まっておりスタイルが良い。目は吊つり気味で眉まゆと共に鋭く凛り々りしい。力強く吸い込まれそうな魅力的な目で、どこか中性的で端正な顔立ちであった。




「ともかくあんがとな」

「え？　あ、おう……はは、パンツ見せて礼言われたの初めてだよ」

「バッ、そっちじゃねえし！　てかチラッと見えただけでそんな見たとか大げさなもんじゃ、」

　思わず必死に弁明していた真宮であったが、相手が笑っていることに気づくと途端に気恥ずかしくなり言葉を切る。

「と、とにかくそうじゃなくてこっちだよこっち」

　そう言って地面に倒れている食い逃げを指さす。

「ああ、そっちね。どういたしまして。でも気絶させちまったからなぁ、持って帰んの大変じゃない？」

「そんくらいは大丈夫だ」

「そう？　悪いねなんか手間増やしちゃって。そこまで手伝ってる暇ひまはないからさ」

「おう。止めてもらっただけで十分だよ」

「そうだな。見せるもんも見せたし。あれでプラマイゼロってことで」

　そう言い、彼女はニッと意地悪な笑みを浮かべる。

「じゃああたしは行くよ。悪いけど一人で頑張って運んでな」

「おう。こっちこそあんがとな」

　真宮はそう答え、再びしゃがみ込み食い逃げの男を背中に背負う。そうしてポニーテールの女子の少し後ろに続き横断歩道を渡る。

　横断歩道を渡った先で女子は左に曲がった。

　彼女は一瞬だけこちらを向き――「じゃあ」といった具合に笑って手を上げた。

　そして二度と振り返らず、真ま宮みやに背を向け歩いていった。真宮もすぐに右に曲がり彼女に背を向ける。そうして食い逃げを背負い食堂を目指した。




　高校の入学式を数日後に控えた四月の上旬。

　季節は出会いの春だった。





　　　　＊






　入学式の日。

　真宮は自分が新しく通う学校にやってきていた。

　彼が進学した学校は電車で一駅隣の街にあった。桜のつぼみはすでにいくらか桃色をのぞかせており、もうすぐその姿を弾はじけさせることだろう。

　真宮は事前に通知されていた自分のクラスである一年六組の教室に向かう。

　教室の戸に貼はられている座席表を見て自分の席を確認する。一番後ろの席だったのでそのまま後ろの戸から教室の中に入った。

　確認してあった自分の席にドサッと腰をおろし、鞄かばんを机の横のフックに掛け、背もたれに体重を預けて一息つく。




　――真宮の目に、見覚えがある黒いポニーテールが飛び込んできた。

　目の前にポニーテールがある。正確には前の席。数日前に見たあのポニーテールとそっくりなそれが、手を伸ばしたら届くすぐそこで、引っ張ってくれと言わんばかりに微かすかに右へ左へと揺れていた。




「綾りよう！　やったね同じクラス！」

　すぐ横で女の声がそう言った。

　その声に反応し、前の席のポニーテールが勢い良く翻ひるがえる。

　シャンプーの香りがふわっと辺りに広がった。すぐ後ろの真宮の鼻にも即座に届く。

　その横顔は、紛れもなくあの時のポニーテールの少女のものだった。

「あ」

　無意識のうちに声が漏もれる。それにポニーテールの女子が反応し、真宮の顔を見る。そして彼女もまた、

「あっ！」

　と驚きが混じった大きめ、いくらかハスキーな声を漏もらした。

「えっ、てか同い年だったのかよ」

　彼女は目を見開き、苦笑いを浮かべて言った。彼女に声をかけた友人と思おぼしき女子はきょとんとして二人を交互に見ている。

「別に留年とか浪人じゃないよね？」

「ああ。普通に一五、じゃなくて一六だけど」

「え？」

「いや、もう誕生日来たからさ」

「ああ。早いな誕生日。でも奇遇だなー同じ学校で同じクラスなんて。しかも席前後だし。ま、ま……名前なんだっけ？」

「真ま宮みやだよ」

「そうそう真宮だ。座席表見たときにちらっと見たんだけどさ。まなら前後でもおかしくねえか。下の名前はなんだっけ」

「逢人おうじ。人に逢あうを逆にして」

「へぇ、いい名前だね。王子様って雰囲気じゃないけど」

　そう言い彼女は白い八や重え歯ばを見せて笑った。

　三日ぶりに見た八重歯だった。












「あたしは藤ふじ室むろ綾りよう。よろしくな」

　藤室綾が右手を差し出す。真ま宮みやはその手をちらっと見た後彼女の顔を見、再び手を見た。一瞬だけ逡しゆん巡じゆんし、その手を握る。

「ああ。よろしく」

「はは、こんな早く友達できるとは思わなかったよ。高校第一号、先頭打者の初球ってとこだな」

　真宮の手を握り、なんでもないことのようにそう言った。

　こうしていともたやすく友達ができた。




　四月。春。出会いの季節。

　真宮逢人おうじ、一六歳。




　高校生活が始まった。





一章　季節は春




　高校生活が始まってから一週間程が経たった。

　放課後、真宮はいつも通りアルバイト先の「和泉いずみ食堂」に向かった。

　和泉食堂は学校から徒歩で一〇分ほど行ったところにある。駅からだと三分程度。真宮はそこで中学生の頃ころからアルバイトをしていた。仕事は厨ちゆう房ぼうでの調理が主だ。

　和泉食堂は彼の伯お母ば夫婦が経営する店だ。真宮は親しん戚せきのよしみということでアルバイトをさせてもらっている。彼が通っていた中学はアルバイトが禁止されていたのだが、人手が足りない親戚の店を手伝うという名目で黙って働いていた。たとえ学校の教員などに見つかっても言い訳が利くわけだ。

　しかしそれも高校に進学した今は終わったことだった。真宮が新しく通うようになった北きた高こう校こうではアルバイトをしても良い。もう厨房の奥でコソコソと隠れながら働く必要はなかった。

　駅前の少し寂れた繁はん華か街がい。その一角に和泉食堂はあった。表には「準備中」と書かれた札がかかっている。真宮はいつも通り店の裏に回り、裏口から中に入る。

「ういーっす」

　間の抜けた挨あい拶さつをする。中には店主の社やしろとその妻、伯お母ばの遊ゆう子こがいた。準備中なので夜の分の仕込みをしながら休憩をしている。

「おう逢人おうじくん。おはよう」

　店主の社がおっ、と顔を上げて返す。今は頭に頭ず巾きんをしていたが少し禿はげかかった坊主に近い頭をしていた。恰かつ幅ぷくがよく、少し腹が出ていたが背も高い。眼力が強いはっきりとした顔の四〇代の男だ。

　真ま宮みやはこぢんまりとした事務所に入り調理着に着替え、厨ちゆう房ぼうに戻る。そうしていつも通りに自分の仕込みの仕事に移る。

「葉よう子こ見た？」

　ホールのカウンターに座ってテレビを見ていた遊子が言う。こちらも頭巾をかぶりエプロンをつけたままであったが、すっかりくつろいだ様子で煎せん餅べいをバリボリとかじっていた。

　肩ぐらいまである艶つややかな黒髪を、今は後ろで結い上げている。丁ちよう度ど四〇歳だがそれより五歳は若く見える。はっきりとした鋭く凛り々りしい眉まゆと目。その目は真宮と少し似ていた。キツめの顔だが美人だ。しかしそれも息抜き状態の今はすっかりダラッと崩れていた。「昔はもっとしゃんとしてたんだけどなあ。俺おれもそうだけど歳としかな」と以前社がぼやいていたのを真宮は思い出す。

「見たってどこでっすか？」

　真宮は少し声量を上げて返した。しかし視線と意識は手元、仕込みに向けたままだ。

「授業終わってからここに来るまでの間」

「見てないっす」

「そう。今日は早く帰って来いって言ったんだけどなぁ」

「今日なんかあんすか？」

「あーあんたにはまだ言ってなかったか。新しいバイトの子が来んのよ」

「え、マジっすか？」

「マジっすよー。なに驚いてんのよ」

「いや、うちでバイトしたいなんて人いんだなあって。つかバイト募集してたんすね」

「あんたほんとにうちの従業員かよ。二週間ぐらい前から入り口に張り紙してたでしょうが」遊子は少し呆あきれた様子で言う。

「そうだったんすか。俺あんま店の入口使わないんで。でも別に人手足りてないっすか？」

「まあ今のままでも回せんだけどね。でも葉子が今年三年で受験生だからさ。あんまりこっちの手伝いばっかしてもらうわけにはいかんでしょ」

「ああ、そういうことっすか」

　真宮がそう答えたところで丁度葉子が裏口から入ってきた。

「ただいまー。あれ、あんた一人？」

　葉よう子こは入ると同時に視界に入った真ま宮みやに訊たずねる。

　葉子は真宮の従姉いとこだ。社やしろと遊ゆう子この一人娘である。真宮と同じ北きた高こう校こうに通っていて今もそこの制服を着ていた。真宮の二つ年上で今年三年生だ。

　葉子はほとんど母親の遊子と瓜うり二ふたつだった。遊子をそのまま若返らせたといった具合であり、二人が並んでいれば誰だれでも親子だとすぐにわかるほどだ。母親と同じ黒い艶つややかな髪を、葉子は肩より長く伸ばしていた。ただ背は母親よりいくらか高く一六〇台の後半で、これはおそらく父親譲りのものだろう。

　なにより似ているのはその凛り々りしいはっきりとした目。母親同様、真宮にも似た目をしている。二人でいると姉弟きようだいと間違われることもしばしばあった。

　父親の社曰いわく「ほんとに遊子の若いころそのまんま」らしい。真宮は一度社に遊子が二〇代前半だった頃ころの写真を見せられたことがあったが、服装やヘアスタイルなどで時代の差を感じる以外は本当に葉子そのままだった。

「いや、おじさんは多分便所だけどおばさんはそっちいるよ」

　真宮は顎あごでカウンターの方を指す。二人の声に気づいてカウンターから遊子がひょっこり顔を覗のぞかせていた。

「お母さん今日でいいんだよね」

「うん。まあ着替えて待っててよ。多分少ししたら来るだろうから」

「はいよ」と答え葉子は事務室に入る。そうして制服のシャツにエプロンをつけた形で厨ちゆう房ぼうに戻ってきた。下は制服のスカートのままだ。彼女の仕事はほとんどウエイトレスだけだったので真宮ほど着替える必要はなかった。なにより制服姿は客引きの効果も備えていた。若い女の子、女子高生が制服姿で注文を取ってくれたり料理を運んできてくれたり出前を運んできてくれたり。そういったサービスは特におじさま方に受けが良かった。

「あんたいつも早いね」

　葉子が真宮の横に並び声をかける。そうして真宮がしている仕込みの作業や近くにあった鍋なべの中を覗いたりする。

「そりゃお前と違って仕込みあっからな」

「真ま面じ目めだなぁ。どうよ、高校はもう慣れた？」

「慣れるもなにもねえだろ別に。やっと授業始まったばっかだし」

「おーさすが。友達の一人ぐらいはできたん？」

「いや、特には」

「出遅れてんなぁ。お前顔怖いし無ぶ愛あい想そうだし昔のことあんだから自分から積極的にいかねえとダメだぞ」

「友達作ろうだなんて思ってねえよ。できたらできた、できねえならできねえだろ。別に必要もねえしよ」

「相変わらずだなそこは。でも折せつ角かく高校生になったんだからバイトとボクシングばっかってのもどうかと思うけどねぇ。他にも色々さ」

「気が向いたらな。でも今んとこはボクシングにしか興味ねえから」

　真ま宮みやはそう答えると、切った材料を鍋なべの中にざっと入れた。

「そういやお前受験すんだってな」

「は？　そうだけど、いきなり何」

「さっきおばさんが言ってたからよ。それでバイト募集することにしたって」

「ああ、そうだね。まあ忙しそうなときとかはなるべく手伝うけどな。それがどうかした？」

「いや、受験って大学か？」

「そうだな。とりあえず国公立の大学受けようと思ってるけど」

「でも一年後だろ。こんな早くから受験勉強しねえといけねえのかよ。俺おれ高校入る時は三ヶか月げつぐらいしかしてねえぞ。まあそのせいでかなりやばかったけど」

「じゃあ理由わかってんじゃねえか。一年なんてあっという間だしな。この二年だってあっという間だったし。お前だってすぐに三年になんだぞ。まあ大学行くとは思わねえけど進路は早いうちからたっぷり考えといたほうがいいと思うぞ」

「まだ高校入ってから一ヶ月もたってねえのにかよ」

「だから追い追いってことだよ」

　葉よう子こはどこか意味ありげな表情でそう言った。




　その時ガンガン、という音が突然響いた。表の引き戸が叩たたかれた音だ。その後でゆっくりと、小さくカラカラと音を立てて戸が開けられた。

　一人の少女が恐る恐るといった表情で店の中を覗のぞいていた。そうして「すいませーん……」と控えめに言う。

「あ、ごめん準備中の札かかってたもんね。裏口教えてなかったっけ？」

　カウンターに座っていた遊ゆう子こが慌あわてて立ち上がり、彼女のもとに駆け寄る。

「多分教わってないですね」

「そっか。それはまあ後でってことで、んじゃとりあえず事務室で軽く面接ね。採用は九九パーセント決まってるけど一応。今日いっぺんに研修しても大丈夫なんだよね？」

「はい。そう言われてたんで大丈夫です」

「よし。じゃあ気楽にね」

　遊子はそう言って少女を連れて事務室へと入る。その過程を真宮は葉子と共に眺めていた。少女が葉子と同じ北きた高こうの制服を着ていることに真宮は気づく。

「なんだ、うちの学校のやつかよ」

　事務室の扉が閉まったのを確認した後、真ま宮みやが言った。

「あれ、お母さんから聞いてなかったの？」

「聞いてねえよ。バイトの話だってついさっき初めて知ったし。高校生だってことも女だってことも知らなかったっつうの」

「まあ別にあんたに教える必要もないしね。確かあんたと一緒で一年のはずだよ。ていうかあんたバイト募集の紙見てないの？」

「見てねえから知らねえんだろうが」

「ああ……元々このバイト高校生の女子限定だったんだよ。一応私の後あと釜がまってことだからさ。制服女子高生じゃないとお得意様が減っちゃうかもしんないじゃん？」

「そういうことか。でもそういう話お前とかおじさんおばさんからよく聞くけどほんとなのか？　お前が制服で注文とったり出前届けるだけでそんなに違うのかよ」

「甘い甘い。うちの売上の半分、はちょっと言いすぎかな。まあ三割から四割は私が担になってんだぞ。うちの客なんてほとんど常連だけだしね。働いてるおっさんたちからすりゃ合法的に制服の女子高生見れる数少ない機会なんだよ」

　葉よう子こは軽く胸を張り、したり顔で答える。

「……よくわからん」

「そりゃあんたは高校生だからだろ。毎日当たり前に周りに女子高生いんだしよ。おっさんたちからすりゃやっぱ違うんだよ、多分だけど。ていうかおっさんたちが言ってた話だけどね。ま、あんたも年取りゃいずれわかんじゃないの？」

「別にわかりたくねえけどな」

「ああ、そういやあんたゲイだったもんね」

「勝手に人のことゲイにしてんじゃねえよ」

　真宮は心外だといった具合に顔をしかめ、すかさず返す。

「でもあんた上半身裸で筋肉質な汗にまみれた男たちにしか興味ないんでしょ？」

「そんなんでボクシングやってねえわアホ」

「流石さすがに今のは冗談だっつうの。でもあんた女の子に全然興味なさそうだからさ。昔はあんなんだったし、ボクシング始めてからもそればっかで浮いた話一つもないじゃん。あんた好きな人できたことあんの？」

「……ねえな多分。覚えてる限りでは」

「やっぱゲイだろ」

「だから違うっつうの。男にも女にも特に興味ねえってだけだろ。んなことよりボクシングのほうが大事だってだけの話だ」

「その歳としで人間に興味ないとかどんだけ悟さとってんだよお前。多分他人と関かかわんねえから興味もてないんだと思うよ。順序が逆。興味があるから関わるんじゃなくて関わるから興味が湧わくんだろうし。まああんたにとってはこれもいい機会かもね」

「なにがだよ」

「新しいバイトの子。放ほうっといたら絶対人付き合いなんてしないでしょあんたは。自分から動くなんてことないだろうし。こうやって無理にでも関かかわる人間増えるってのはそう悪いことじゃないと思うよ。高校生になったのもそういう意味では一つのきっかけになるかもね。中学の頃ころのあんた知らない人も沢山いるだろうしさ」

「……かもな」

　だとしても別に俺おれが別の人間になるわけじゃねえけどな、と真ま宮みやは思う。

　過去が消えてなくなるわけではない。あれら全すべてがなかったことになるわけではない。過去が変わるわけでもなく、自分が変わるわけでもない。それは多分この先もずっとついてはなれないし、自分も変わることはないだろう。

　真宮はどこか諦あきらめたように小さくため息を吐ついた。




　以前の真宮は、世間一般から見れば不良と呼ばれるそれであった。

　不良といってもひどく素行が悪かったりしたわけではない。別にタバコを吸ったり酒を飲んだり万引きなどの窃せつ盗とう行為を犯したりなどという、法を犯す行為はしていなかった。

　ただ、一点だけでは別だった。

　真宮は毎日のようにケンカをしていた。本当に毎日、一年三六五日全ての日といっても過言ではないくらいに。ケンカの相手は常に彼同様に不良と呼ばれる者たちであったが、だからといって彼がケンカばかりしていたという事実が変わるわけでもなく、その罪がいくらか小さくなるというわけでもない。

　ケンカ以外にすることがなかった。しようと思えることも、できることも。

　その頃の真宮にとって、ケンカだけが生きる理由であり、生きている実感を持てるものだった。ケンカという名の暴力だけが。




　それが変わったのは、彼が中学二年の頃だった。

　季節は桜咲く出会いの季節春ではなく、暇ひまと暑さを持て余した夏。けれども真宮は、その夏ボクシングに出会った。

　真宮の毎日に確かな変化が訪れた。

　今の彼はボクシングのために生きていた。それだけが生きがいといった具合に。ケンカ以上に確かな生きている実感を持てるものとして。唯一の命を使えるものとして。




　ガチャリという鈍い音とともに事務室のドアが開き中から遊ゆう子こと少女が出てくる。それと一緒にどうやら寝起きらしく寝ぼけた様子の社やしろも出てきた。

「じゃあ葉よう子こ、研修はあんたに任せるから」

「いいけど何教えればいいの？」

「そりゃあんたがしてることだよ。あとはあんたが自分で考えて必要だと思うこと教えて」

「了解」葉子はそう答えて少女の方に向き直る。

「葉子です。一応そこの二人の娘で、あなたと同じく北きた高こうに通ってて今は三年。よろしくね」

「あ、藤ふじ室むろ瑞みず姫きです。北高の一年です。よろしくお願いします」

　そう言って少女はペコリと頭を下げた。

　背は一六〇ちょっと。髪は短くうっすらと茶色がかっていた。ぱっちりとした大きな二重の目をしており、眉まゆの方も濃くいくらか太くはっきりとしていた。顔は小さく整った容姿をしている。あまりこういった食堂には似合わない、可愛かわいらしくいかにも今時の高校生といった女の子だった。

「あと一応こっちも紹介しとくわ。一応私の従弟いとこの逢人おうじ。苗みよう字じは真ま宮みやね。藤室さんと同じ一年なんだけど見たことある？」

「いや、ちょっと覚えてないです。あ、よろしく」

　彼女は真宮に対しても軽くお辞儀をした。

「おう」












　真ま宮みやはそれだけ答えるとそっぽを向き仕込みの仕事に戻る。

　藤ふじ室むろか、と真宮は頭の中でその名前を呟つぶやいた。

　あいつと同苗みよう字じだ。漢字も同じだろうか。多分同じだろう。藤室なんて初めて聞いた時は珍めずらしい苗字だと思ったが、同じ学年に二人もいるとは。もしかするとこの辺じゃそう珍しくもない苗字なのかもしれない。

　彼女の名前を思い出すと共に、当然その顔も真宮は思い出していた。

　あのポニーテールを。

　そしてハイキックと白いアレを。

　チッ、と真宮は一つ舌打ちをした。彼女を見たり彼女のことを思い出したりする度にそれが頭の中に、どこからともなく降って湧わいたかのように現れていた。

　なんでこんなバカみてえに頭から離れないんだ。別段珍しいことでもないし、初めてのことでもねえ。いつもなら「うわっ。見ちまった」程度ですぐに忘れることだ。その光景はおろか見えたという事実すら次の日には完全に忘れているぐらいだ。

　なのに何な故ぜあの時のあいつのあればかり。

　多分あまりに衝撃的過ぎたからだろう、と真宮は思うことにした。なんせあれだけの完かん璧ぺきなハイキックだ。それに状況が状況だった。うちの店で食い逃げした男を捕つかまえてくれた。そういう事実や負い目や感謝があり、簡単に忘れられるようなことではなくなっている。そんな忘れられない出来事の一幕としてくっついて残ってるだけのことだ。

　真宮はそんなふうに思い、深呼吸をして仕込みに戻った。




「んじゃごっそさん」

「ありがとうございましたー」

　会計を済ませ店を出る客の一言に、遊ゆう子こが高い声で礼を返す。

　店の中にはもう一人も客はいなかった。時刻は九時数分前。遊子は外に出てのれんを下ろし、札を裏返し「準備中」にする。

「あーっと今日も一日お疲れさーん」

　遊子はホールでぐうっと大きく長く伸びをして言った。厨ちゆう房ぼうでは皿を洗う際の水の音、食器がカチャカチャと当たる音が響いている。休むことなく回り続けている換気扇の音は開店中より存在感を増していた。

「まあ今日はとりあえず最後まで残ってもらったけど、バイトさんに帰ってもらう時間はその日によってまちまちだから」

　遊子が瑞みず姫きに言う。瑞姫もまた疲れた様子で伸びをしていた。

「疲れた？」

「はい。いや、そんな動いてたってわけじゃないですけどずっと緊張しっぱなしだったんで」瑞みず姫きはどこか照れたように苦笑し答える。

「大丈夫すぐ慣れるって。まあ忙しい時はほんと忙しいけど大たい概がいは今日ぐらいだし。お客もほとんどが常連で別に気張る必要もないしね」

「はは、なんかほんとに大丈夫そうですね。すぐ慣れられるようがんばります」

「慣れはがんばりっていうより気持ちだと思うけどね。適当ぐらいが丁ちよう度どいいんじゃない」

「いいんですか適当で」

「いいのよ適当で。そういえば瑞姫ちゃんは家どの辺？」

「駅越えたとこです。ここからだと歩いて一〇分もかからないですね。多分七、八分」

「結構近いんだね。でも夜道を女の子一人じゃ危ないでしょ。丁度いいし途中まで逢人おうじに送らせよっか。逢人！」ホールから厨ちゆう房ぼうの方に声を張り上げる。

「なんすか？」

「あんた駅まで瑞姫ちゃん送ってって」

「え、なんでですか」真ま宮みやが厨房から顔を覗のぞかせる。

「瑞姫ちゃん家ち駅の向こうなんだって。あんたもどうせ駅行くんだからそこまで送ってきなさい。もう遅いから」

「……それは仕事っすか」

「じゃあ仕事ってことで」

「……わかりました」真宮は渋々了承し、事務室に引っ込んだ。




「んじゃお先失礼します。お疲れっしたっす」

「お、お疲れ様でした」

　適当な挨あい拶さつで店を出る真宮に続き、瑞姫は丁てい寧ねいにお辞儀をしてから店を出た。

　外はすっかり暗くなっていた。けれども周囲は駅前の繁はん華か街がいなので人も音も光もまだ十分にある。

「なんかごめんね送ってもらっちゃって」

　瑞姫が真宮の隣に並び申し訳なさそうにして言う。

「いや、別に」

　何が別になのかわからないぶっきらぼうな返事をする真宮。

　彼は基本的に同世代の女子というものが苦手であった。人見知りをするといったわけではなかったが、そういった女子が何を考えているのかいまいちわからずどこか遠すぎる存在のように感じていた。加えて今までの真宮はその強面こわもてやケンカの日々によって大抵の同世代の女子から怖がられ避さけられていたため、一層苦手意識を強めていた。分かり合えない。住む世界が違う。そんな印象を持っていた。しかしそれらは往々にして関かかわらない故ゆえに知らない。知らない故にどうすればいいのかわからない、といったものだった。

　真ま宮みやは車道を走る自動車のテールランプをぼんやりと眺めながら駅を目指す。普段は大おお股またで歩行スピードも早かったが今はなんとか瑞みず姫きに合わせていた。

　こういうのも一々めんどくせえんだよなあ、と真宮は思っていた。他人といるとどうしてもいくらか他人に合わせる必要がある。歩く場合はそのスピードなどを。そうした他人に合わせるという行為が真宮には面めん倒どうくさくて仕方なかった。

「真宮くんっていつからあそこでバイトしてるの？」

「あ？　大体一年ぐらい前からだけど……」

「え、じゃあ中学の頃ころからやってたんだ。中学どこ？」

「六ろく中ちゆう」

「へー。あそこってバイトしてよかったんだ。うちの中学はダメだったよ」

「いや、うちの中学も一応ダメだったぞ」

「あ、そうなの？　じゃあ隠れてやってたとか」

「まあそんなとこだ」

　沈黙。

「――真宮くんはなんかこう、アルバイトしてる理由とかはあるの？」

「金がいるからだな」

「そうなんだ……何か欲しいものがあるとか？」

「いや、ボクシングやってっからその会費とか」

「ボクシングやってるんだ。私の知り合いも前にやってたなボクシング。でも会費自分で稼ぐなんて偉いね」

「別に偉くねえよ。普通だろ。うち貧乏だから尚なお更さらだし」

「それでも偉いと思うけどなぁ……」

　沈黙。

「――あ、そういえば真宮くんってクラス何組？」

「六」

「六？　じゃあ綾りよう姉ねえと一緒だ。同じクラスに藤ふじ室むろ綾っているでしょ？」

「……ポニーテールのやつだよな」

「そうそう。へーそっか綾姉と一緒か……なんか意外と世界って狭いね」

「……お前あいつの知り合い？」

「え？　いや知り合いっていうか姉きよう妹だいだけど」

「姉妹？」

「うん。あっちが姉で私は妹」

「えっ――浪人？」

「え？」

「いや、あいつお前の姉貴なんだろ？　留年とか浪人なのか？」

「ああ、違う違う。双子、じゃなくて三つ子なんだ。あともう一人いるから」

「三つ子だあ？　マジかよそれ」真ま宮みやはいくらか驚いて訊たずねる。

「マジだよ。結構珍めずらしいだろうけど。まあ三つ子っていっても一卵性とかじゃないからそこまでそっくりじゃないしね」

「確かにあんま似てねえな。けど三つ子かよ。すげえな、初めて見たわ」

「そういう人が大たい概がいだよね。双子は結構いるみたいだけど三つ子はやっぱり珍しいみたい。しかも全員女だしね。おまけに学校も同じだし」

「だろうな。俺おれは双子も見たことねえけど」

　そう真宮が答えた時には、既に駅についていた。

「真宮くん電車だからあっちだよね。じゃあまた次のバイトの時、っていうか明日学校で会うかもしれないけど」

「ああ。んじゃ」

　真宮はそれだけ言って瑞みず姫きに背を向ける。そうしてまっすぐ改札に向かい、ホームに出て電車を待った。

　数分後真宮が立つホームに電車が入ってくる。九時を過ぎているのであまり客は乗っていない。降りる者も乗る者も大抵はスーツ姿の会社員や部活帰りの学生だった。真宮は彼らと共に電車に乗る。

　そうしてこの街での一日を終え、自分の街へと帰っていく。




　時刻は九時過ぎ。外は暗い夜。

　桜がもうすぐ散り始める、四月の真ん中。

　季節はまだ出会いの春だった。





　　　　＊






　翌日の朝。真宮が登校すると教室に続く廊ろう下かに綾りようが立っていた。綾は一人の女子と話しており、なにやら教科書のような本を受け取っていた。綾は近づいてくる真宮に気が付き視線を向ける。

「おう。おはよう」

「おう」

　真宮はそう返し、綾と一緒にいる女子をちらっと見る。女子の方も真宮を見て軽くお辞儀をした。

　背は綾よりだいぶ小さく一六〇あるかないか程度であった。髪は黒くセミロングほどの長さでボブカット。眉まゆはいくらか太く垂れていた。眉同様タレ気味の目は、今にも泣き出しそうな程潤んでいる。弱々しく大人しげで、どこか小動物のような雰囲気があり「美少女」という言葉が似合う女子であった。

「んじゃ次の休み時間には返すから」

「あ、うん」

　少女はそう返し、軽く手を振って教室の中へ戻る。途中一瞬、真ま宮みやの方をチラッと見て、そそくさと消えていった。

「あ、今の妹の雲雀ひばり」

「妹？」

「そ。三つ子のね。んだから一応は次女だな。まあ数分程度の差しかないんだけどね」

　そう言って笑う。真宮は「ふーん」と呟つぶやき、ということはこれで三つ子全員コンプリートか、などと思い綾りようと共に教室へ向かった。

「そういやお前ボクシングやってんだって？」

　後ろの戸から教室に入ったところで、綾が訊たずねた。なんで知ってんだ？　と真宮は一瞬疑問に思ったがすぐに昨日のことを思い出す。

「もう一人の妹が言ってたのか？」

「もう一人って、瑞みず姫きのこと？」真宮を見上げて聞き返す。

「ああ、それ」そうそう、瑞姫だったな、と真宮は頭の中で反復する。

「まあね。てかほんとつくづく縁あるね。あいつちゃんと仕事できてた？」

「俺おれは厨ちゆう房ぼういたからよくわかんねえけど、まあ大丈夫なんじゃねえのか。別にでかいへました感じはなかったし」

「そっか、そりゃよかった。まあ瑞姫もよろしく頼むね」

「おう。まあ俺はあんま関かかわんねえと思うけどな」

「それでもだよ。――あ。で、結局ボクシングやってんだよな？」

「ああ」

「何年くらい？」

「まだ一年半ぐらいだよ」

「ふーん。初心者ってわけではないのか。そういやこの前友達から聞いたんだけど、お前昔はすげえ不良だったんだってな」

　その一言に真宮の心臓が跳ね上がる。

「――まあ、不良っていうか、荒れてたのは事実だな……荒れてたって自分で言うのもなんだけど」

　真宮は辛うじてそう答えたが、内心では焦っていた。何な故ぜこうも心拍数が上がっているのか自分ではわからない。嫌な汗をかいている気もする。ぶわっと体の奥から熱がこみ上げてきたかのような暑さも感じる。

　バレた、という表現が一番的確だった。そういう心境だった。

　別に隠していたわけではない。言っていなかったのは事実だが、話す必要もないことだ。そもそもそんなことわざわざ自己申告するほうがおかしい。それに隠そうと思って隠せるものでもない。それは決して変えられない、消すことのできない事実だったから。

　けれども真ま宮みやにはできるものなら知られたくないという思いがあった。そんなことを思ったのは初めてだったしずっと意識して思っていたことではなかったが、綾りようの言葉を聞いた瞬間にそれは真宮の中にはっきりと姿を現した。ただ今まで気づいていなかっただけで、その芽はずっとそこにあった。

　何な故ぜかは当然真宮にはわからなかった。自分の想おもいであったが、そういうものが存在することにすら気づいていなかったのだから。

　けれども真宮のそんな焦りをよそに彼女は、

「はは、確かに自分で自分は昔荒れてましたって言うのはなんか変だな。『俺おれ昔は結構ヤンチャとかしてたんすよ～』ってのとどっか同じとこがあるっつうかさ、んなだせえこと自分で言うなよ！　って感じだし」

　そう八や重え歯ばを見せて笑って言った。

「でさ、その友達からはめちゃくちゃケンカ強い不良だったとか聞いたんだけど、それもほんと？」

「いや……それこそ自分で言うことじゃなくねえか？」

「それもそうか。なんか噂うわさじゃ一人で八人相手にして圧勝したらしいけど」

「八人は無理だろ。五人ってことはあったかもしんねえけど」

「いや、十分すげえだろそれでも。それならボクシングでもかなり強そうだな。プロ目指してたりはすんの？」

「プロっていうのが何指してんのかにもよるけど、プロのライセンスは取るつもりではいるよ。一七になんねえとプロテストは受けらんねえけど。――ボクシングとか興味あんのか？」少し躊ちゆう躇ちよしたが、真宮はそう訊たずねた。

「ちょっとね。格闘技とか好きだからさ。知識とかは全然ないんだけど、まあ自分も一応似たようなことしてるし」

「ああ、あのハイキック」

「そういやそんなこともあったな」綾は思い出して少し笑う。「昔から空手やってんだ。高校でも部活でやるし」

「空手か……あの蹴けり見るかぎりじゃお前も相当強いんじゃねえの？」

「いやぁ、あれはほんと上う手まくいっただけでさ。ちょっと強い程度だよ。まあ瑞みず姫きから聞いたからちょっとな。応援してっからがんばれよボクシング」

「――おう。そっちも空手がんばれよ」

　真ま宮みやは少しだけ微笑ほほえんでそう返した。

　女子に「がんばれ」などと応援されたことは、初めてだった。
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　どうしたものか、と真宮は思う。

　放課後、学校からまっすぐジムへ向かおうとしていた途中、見覚えがある一人の女子がなにやら不良といった風ふう貌ぼうの男二人に絡まれているところに遭そう遇ぐうした。

　もともと人の顔を覚えるのが苦手な真宮であったが、つい数時間前、今け朝さ見たばかりでありなおかつ友人の妹であるその顔までは流石さすがに忘れていなかった。

　藤ふじ室むろ綾りようの妹。瑞みず姫きの姉。三つ子の次女。藤室雲雀ひばり。

　といってもほとんど知らないも同然の間柄だ。ただ彼女の周囲の人間とはそれなりに親しいというだけであった。今朝、ほんの少しだけ挨あい拶さつのようなものを交わした程度であり言葉は一言すら交わしたことがない。

　どうするべきなんだろうなこれは、と真宮は考える。とりあえず様子を見ようと歩みを遅めているところだった。あれは多分ナンパとかそういうもんだ。見る限り彼女は困っているようではある。けれども別に助けを求めているわけでもないし、しゃしゃり出ない方がいいかも知れない、などと思い悩んでいるうちに通りすぎようとしていた。

　そこで雲雀が真宮の方を見た。

　目が合った。瞬間、真宮は確信する。

　ありゃ助けを求める目だ。肉食動物に襲われかけている小動物のそれと同じような目。彼女が困っているのはまず間違いないだろう。そう思い真宮は方向転換した。

　彼女を、「藤室雲雀」を助けるという意志は真宮にはなかった。あくまで綾の妹を、瑞姫の姉を、今まさに困っているので仕方なく助けようという行為であった。自分の罪悪感をなくすために。

　多分今ここで知らないふりをしたら、この先しばらくいくらかの罪悪感としてそれは残る。それは些さ細さいなものであってもどこか自分らしくない、面めん倒どうで厄介な異物だ。生あい憎にく姉の綾は前の席であり、どうしたってほとんど毎日ほぼ常に目にすることになる。瑞姫の方はバイト先が同じなので、綾を見ていないときにはこちらを見るという場合が多い。その度罪悪感なんてものを一々感じていては身がもたない。そういう可能性があるものはなるべく排除しておこう。そんなことを考えて真宮は一歩を踏み出した。

　雲雀は近づいてくる見知った人間、真宮の方を凝視していた。そのため男二人も真宮の接近に気づき振り返る。

「……よお」

　どうすればいいかわからない真ま宮みやは、とりあえずそう声をかけた。男二人は「お前の知り合い？」といった疑問を顔に浮かべて互いの顔を見る。それによりどちらの知り合いでもないことに気づく。

「なんだお前？」

　と茶髪の男が言う。真宮の顔やガタイにいくらか怯おびえているようだ。身長の差は一〇センチ近くあり、真宮にかなり見下ろされている形になっている。それでも、いやだからこそナメられぬようにと睨にらみをきかせて凄すごむ。

「いや、まあ一応そいつの知り合い……？」真宮は雲雀ひばりを指さして言う。

「なんで疑問形なんだよ。ねえこいつほんとに君の知り合い？」

　もう片方の金髪の男が雲雀に訊たずねる。雲雀は悩みながら、ゆっくりと首を傾かしげた。

「おい悩んでんじゃねーか。お前ほんとは知り合いじゃねーんだろ？」

「……ぶっちゃけどっちかわかんねえわ」真宮は馬ば鹿か正しよう直じきにそう答えた。

「なんだそりゃ。邪魔だからあっち行ってろアホ」

　茶髪の男が真宮の足元に唾つばを吐き、睨みつける。地面についたその唾を真宮はなんとなく見下ろし、きたねえなぁ、と思い再び顔を上げた。

　その時、

「そこのキサマらァ―――――――――――――――――――――――――っ!!」

　突然、怒声が響いた。真宮、並びに男二人は驚いて振り返る。

　一人の男が全力疾しつ走そうでこちらに向かってきていた。そして、あっという間に距離を詰め――金髪の男に鋭く重々しい飛とび蹴げりをぶちかました。

　男の第一印象は――豚っぽい、だ。体格は太めであり、なおかついささか豚鼻だ。眉まゆは太くキリッとしている。メガネをかけていて少しパーマがかかった黒い髪をしており、どこかオタクっぽくもある風ふう貌ぼうであった。

　けれどもその蹴りの威力は、豚と言うよりは猪いのししの突進そのものであった。猪ちよ突とつ猛もう進しん、といった具合に。といっても豚は猪を家畜化したものであったのだが、真宮は当然そんなことは知らず「豚だ！」と思った。




　金髪の体が吹っ飛び、アスファルトの地面に落ちる。その時には既に豚男は茶髪の男の方に向き直り――次の瞬間掌しよう底ていが茶髪の顔面に叩たたきこまれていた。

　まさに関取の張り手。茶髪の体はなす術すべもなく吹っ飛び、同様にアスファルトの上に落ちる。両者ともその一撃で気を失っていた。

　次に豚男は真宮の方に体を向けた。しかし他の二人とは違い、真宮は既に身構えていた。自分が最も得意とする――それ以外などなかったが――ボクシングの構え。そうしてこの突とつ如じよ現れた超攻撃的な豚を迎え撃とうとしていた。

　豚は――どこか感心したように笑みを浮かべ、次の瞬間には真ま宮みやの懐ふところに飛び込んできていた。

　放たれた掌しよう底ていを真宮は避よける。話し合いなどという選択肢は最初の邂かい逅こうの際に捨てていた。話してわかるような状態ではない。理由はわからなかったが、この豚は最初から激げつ昂こうしていた。その証拠に問答無用で男二人に襲いかかり、ただの一撃で仕留めている。

　ただの怒り狂う豚ではない。恐ろしく強い、激昂する豚だった。

　真宮に残された選択肢は戦い倒すか、もしくは戦いながら何かの拍子に豚が我を取り戻すのを待つか、どちらにしても戦う他なかった。

「クソッ！」

　真宮は思わず悪あく態たいをこぼす。豚男はその図ずう体たいからは想像もつかないほどの俊しゆん敏びんさを誇っていた。フットワークの軽いデブ、などという次元ではない。蝶ちようのように舞い、それでいて蜂はちのようではなく猪いのししのように突く。突くどころかそのまま叩たたき潰つぶす。

　豚男は休むことなく真宮に打撃を浴びせる。一瞬たりとも気を抜く暇ひまなどない。この体重差、一発でも食らったらヤバイ。真宮はそう悟さとり避けることに徹底する。それでいて集中を途切れさせることなく常に隙すきを探し、ジャブやストレートといった鋭いパンチを打つ。相手の体力が切れるのを待ちながら。その時が勝負の時だと。デブは体力がないと相場が決まっている、と。

　それを悟ってか、一通り攻撃を行った後豚男は攻撃の手を止め一いつ旦たん間合いを取った。

「ふっ……不良のくせにやるな貴様。褒ほめてやろう」

「そっちこそデブのくせにやるじゃねえか……ってかやめろっつっても無理か？　なんで襲われてんのかわかんねえんだけどよ」

「ふっ、しらばくれよって。君たちのような人種に話し合いなど通用しないことは長年の経験でよくよくわかっているさ」

　どう考えてもお前のほうが話し合い通用しなそうだろ、と真宮は思う。

「ブーくん、あの、」唐とう突とつに雲雀ひばりが口を開いた。が、

「心配するな雲雀くん！　すぐに終わる！」

　豚男が言葉を遮さえぎりすかさず答える。それを聞き――真宮は吹き出した。

　こいつ、ブーくんっていうのかよ！　と。

　しかしその隙を豚男は見逃さなかった。凄すさまじい反射神経で反応し、爆発的な脚力で一瞬で真宮の懐に飛び込む。そうして全体重をかけた相撲すもうの突っ張りを真宮にぶちかまそうとする。

　しかし――真宮は人間離れした反射神経でそれをかするところまで避けた。

　それと同時に左を豚の腹に打ち込む。完かん璧ぺきなカウンターだった。豚の動きが一瞬止まる。しかしその腹は見かけと裏腹にゴムの塊かたまりのように固かった。

　豚男の右フックがとんでくる。真ま宮みやはそれをなんとか避よけ、慌あわてて後退し距離を取った。カウンターで完かん璧ぺきに入った左。しかし豚男に堪こたえた様子は殆ほとんどなかった。

「素晴らしいカウンターだ……が、僕にとってはいささか軽すぎるな」

　豚男はそう言うと一息吐ついた。疲れた様子もまた僅わずかしかない。真宮はケンカにおいて初めて困惑を覚えた。ボクシングにしても同じであった。その底の見えなさに、何だこいつ、と。

　それまで相手のことを考えたことなどろくになかった。誰だれが相手でも避けて殴って倒し、勝つ。それだけだった。それだけで大丈夫であった。けれども、今は、そうではない。

「さて、では仕切り直しと」

「やめろアホ」声と同時に豚男の脳天に拳げん骨こつが落ちる。

　ジャージ姿の藤ふじ室むろ綾りようが立っていた。

「いきなりなにをするんだ綾。痛いじゃないか」豚男が頭を押さえて言う。

「当たり前だ痛いように思っきし殴ったんだから。つかこっちの手のほうがいてえよ石頭」

「鍛きたえているからな！」

「どうやったら頭の硬度鍛えられんだよ」綾は右手の拳こぶしを押さえてそう返す。

「人間の体はどこであろうとある程度は鍛えられるようにできているのだよ。常に進化できるようにな。それはともかく何な故ぜ僕を殴る」

「んなもんお前を止めるために決まってんだろ。なに真宮襲ってんだアホ」

　綾は呆あきれたように言う。しかしどこか慣れきっているという様子だった。

「大丈夫か真宮？　ケガとかしてないよな」

「お、おう……大丈夫だ」

「綾。何故君は真宮の心配をしているのだ」

「そりゃ友達だからな」

　豚男の質問に綾はなんでもないことのように即答する。

「なに!?　いつから不良などとつるむようになった綾！　見損なったぞ！」

「あ？　何言ってんだお前。不良ってそれ真宮のこと言ってんのか？　つかお前なにこいつとケンカしてんだよ」

「いいだろう。では君にも教えてやろう。そこの男はな、そこに倒れている不良たちと共に雲雀ひばりくんにちょっかいを出していたのだ！」

『は？』

　綾と真宮が同時に呆ほうけた声を出す。その後で綾は視線を上げ、雲雀の存在に気づく。

「そうなの？」綾は雲雀と真宮を交互に見て訊たずねる。それに真宮は「んなわけねえだろ」と顔をしかめて即答する。

「しらばくれるな！　僕はこの目で確かに見たぞ！　君はそこの二人と雲雀ひばりくんを取り囲んでいたではないか！　雲雀くんが怯おびえていたのも僕にははっきりわかったぞ！」

「あ、いやそれはよ、こいつがそこの二人に絡まれて困ってたからこう、なんていうかまあ、見て見ぬふりはちっとあれだなって……」

「助けようと思ったのか？」綾りようがすかさず訊たずねる。

「まあ、一応はな……」

「雲雀くん、彼が言ってるのはほんとか？」

「え、っと……多分……」と口ごもりながら答える雲雀に「雲雀、はっきり言っていいんだぞ」と綾が言う。

「あ、うん……えっと、最初そこの二人にこう、声かけられて、上う手まく断れなくて困ってたらそこの人が、来てくれて……多分助けに……」

「だから多分な。ともかく真ま宮みやとそこの二人が関係ねえってのはわかったろ」

　ほら見ろ、といった具合に綾はどこか勝ち誇った様子で豚男に言う。

「むう……しかしまだわからんぞ。最近は助けた方もグルで全すべて計画されたことだったなんてこともあるからな」

「で、でもそんな感じはしなかった、けど……」

　雲雀がおずおずとしながらそう言う。すると豚男はころっと態度を変え、

「そうか。雲雀くんが言うのならばそうなのだろう」

　しれっと言い切った。その態度に真宮は思わず「おい」と突っかかる。

「ん？　どうした」

「……勘違いで襲っといてなんもねえのかよ」

「ああ、そうか。すまなかった」そう言って豚男は潔いさぎよく深々と頭を下げる。

「すまなかったっててめぇ」

「悪いが今は君の相手をしている暇ひまはない。人が集まっている。直じき警官も来るだろう。彼らの中には僕を快く思っていないものもいるのでな。綾！　雲雀くんは君に預ける！　では失しつ敬けい！」

　豚男は一気にまくし立て、現れた時と同様土煙を巻きあげ全力疾しつ走そうで走り去っていった。

「……すまなかったで済むと思ってんのかよ豚ァ……」

　残された真宮は顔をひくつかせながらそう呟つぶやく他なかった。

「ったくふざけやがってあいつ。真宮、お前も早くどっか行ったほうがいいぞ」綾が言う。

「ああ……お前あいつと知り合いか？　なんなんだよあの豚」

「ああ。神こう指ざし風ふう太た郎ろうっていってさ、正義の味方」

「正義の味方ぁ？」

「そ。自じ称しようだけどね」綾はそう言い、肩をすくめた。
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　真ま宮みやはイラついていた。

　昨日豚っぽい男に一方的な勘違いで襲われたことに対する怒りは未いまだに尾を引いていた。元々が短気でケンカっ早い不良だ。どちらかというと根に持つ方でもある。今はいくらか改善されていたとはいえ、今回の件はあまりに理不尽すぎたため中々怒りを鎮められずにいた。

　昨日はあの後ジムへ行きボクシングをした。動き、汗をかき、殴る。それでも怒りは治まらなかった。というより、それは怒りとは少し違う感情だった。

　敗北感。屈くつ辱じよく。怒りというよりむしろそういったものに近い感情。

　真宮はケンカで負けたことはなかった。ずっと小さい頃ころならともかく、少なくとも中学以降は一度も。ボクシングで負ける経験もあまりなかった。たとえボクシングで負けたとしても、どこか納得できるものがあった。「ボクシング」だとか「正々堂々」だとか、言い訳ではないがそういった言葉がそこにはあったから。なにより、明確な次が。

　けれども今度のものにはそれがない。

　負けたわけではない。けれども勝ったわけでもなかった。だからといって引き分け、ということでも。どこかおあずけを食らったかのような、宙ぶらりんの状態。

　それでいて――認めたくなかったが――あの豚男を攻めきれなかった、むしろ押されていたという思いが拭ぬぐいきれなかった。

　真宮のいらだちは治まる気配がなかった。




「おう真宮。おはよー」

　登校してきた真宮に綾りようがいつもの様に陽気に声をかける。

「おう……」

「……大丈夫か？　なんかいつにも増して険しい顔してっけど」

　心配そうに顔をしかめる綾に「いや、別に」と真宮は返す。そうして顔にまで出てんのか、となんとか表情を和らげようとする。

「やっぱ昨日のこと？」

「……それも顔に出てんのか？」

「いや、なんとなく。まーしゃあねえよあれじゃ。よりにもよって雲雀ひばりのこと助けてくれたのに襲われたんだもんな。ていうか昨日はあんがとな。雲雀のこと助けてくれて」

「……まあお前の妹だったしな……」

　別に助けようと思ったわけじゃねえよ、と頭の中で否定を被かぶせて答える。自分が罪悪感を感じたくなかっただけだ。だから礼を言われるようなことじゃない、と。

　けれどもそんなことは、彼女には全然関係のないことだった。

「そっか。いやぁお前と友達になっといてよかったよ。お陰で妹助けてもらえたし。なのにあの野郎勘違いして襲い掛かりやがってよ。お前ももっと怒っていいんだぞ」

「いや、別にそれはそこまで気にしてねえよ。悪く見られんのは慣れてるし」

「んじゃやられっぱなしだからそんな不機嫌そうなのか？」

「別にやられてねえよ」真ま宮みやは少しムスッとして答える。

「そうだな。ごめんごめん。でもお前そういうのすげえ嫌そうだからさ。負けず嫌いっつうか、負けん気強そうな顔してるし」

「それはジムの人とかにもよく言われるわ。まあ消化不良っつうかな」

　そう答え頭を掻かく。そんな彼の様子をじーっと見ていた綾りようが、

「ふーん――じゃあもっかいやれば？」ポツリとそう言った。

「――あ？」

「リベンジ。今度はただのケンカとかじゃなくてさ、ルール決めてガチで」

「……まあ、確かにちゃんとした試合でやれば問題ねえだろうけど……それアリなのか？」

「全然アリだろ。動機も十分だしな。あいつだってたまには痛い目見るべきだろ。志は立派だし悪気はないっつってもしょっちゅう問題起こしてるしな。少しは学習しねえと」

「しょっちゅうなのかよ……てかお前あいつと知り合いなのか？」

「知り合いっていうか幼なじみだな。家が向かいでさ、まあ腐れ縁ってやつ。どうでもいいけどあいつ雲雀ひばりにベタ惚ぼれしててさ、雲雀が絡むとだいぶ面めん倒どうくさくなんだよね。今まででかい問題起こしてないのが奇跡だってぐらいによ。その辺はお前も体験したからよくわかんだろ」

「それで最初っからあんなキレてたのか」

「だな。そういやお前ら私が止めるまでどんくらいやってたの？」

「どんくらいって時間か？　正確にはわかんねえけど、まあせいぜい一分程度だろ」

「一分か、すげえなお前。めちゃくちゃつええじゃん。あいつとケンカして無事でいた奴やつなんて多分初めてだぞ。怪け我がひとつしてねえし」

　感心するように目を見開く。その「強い」の一言に、真宮は途端に照れくさくなる。

「べ、別に普通だろ……つかあいつそんなケンカしてんのかよ」

「ケンカっていうかあいつ曰いわく不良退治なんだけどね。自じ称しよう正義の味方の仕事」

「昨日も言ってたけどなんだよその自称正義の味方って」

「なんだよって言われても正義の味方としか言えねえよ。自称だけど。悪いことしてる不良とかぶっ倒したり街の平和のために人助けしたり、って感じだな」

「……変なやつだな」

「でもあいつのすげえとこは口だけじゃねえとこでさ、お前はやったからわかると思うけどめっちゃつええんだよあいつ。あんななりだけど小さい頃ころから色々格闘技とかやっててよ。だから技術完全に身につけたここ数年じゃずっと無敗だな」

「だからか……」

　真ま宮みやは風ふう太た郎ろうの猛もう攻こうを思い出す。攻撃自体は目を見張るほど速いというものではなかった。ボクシングをやっていればもっと鋭いパンチを打つ人がいる。けれども威力でいえば右にでるものはそうそういないだろう。それとあの圧倒的なタフさ。体格の割に体力があるというのもそうだが、カウンターで完かん璧ぺきに入れたボディで少しもダメージを受けていなかった。

「――でもお前ならあいつに勝てっかもな」

　唐とう突とつに、どこか自分自身に言うかのように綾りようがそう言った。

「あ？」

「お前なら勝てるよ多分。見た感じお前のほうが優勢だったし。一発入れてたじゃん」

「ま、まあな……俺おれも自分のがつええとは思うけど」

「だろ？　んじゃやっぱリベンジするっきゃねえだろ！」

　綾はバッと身を乗り出し顔を近づける。真宮は顔を赤くし、思わずとっさに身を引いた。

「お前だってこのままで終わらせたら気分わりいだろ？　やられっぱなしじゃむかつくしよ。きっちり決着つけねえと」

「――そう、だな……このままじゃ気分わりぃし、なんか前に進める気がしねえし……やるかリベンジ！」

　真宮はすっかりその気になって声を上げる。

「そうこなくっちゃ！　よしっ、んじゃやるからには勝たねえとな！」

　綾が拳こぶしを突き出す。

「おう！」真宮はニッと笑って拳を合わせた。

「なんだ、笑えんじゃねえか。初めて見たよお前の笑顔」

　綾はそう言い、いつもの様に八や重え歯ばを見せてニッと笑った。





二章　豚は飛んでも、




「聞いたよ真ま宮みやくん。ブータとケンカしたんだって？」和泉いずみ食堂で瑞みず姫きが真宮に言った。

「ブータってあの風ふう太た郎ろうとかいう豚か？」

「そうそう」

　ブーくんの次はブータか。とことんまんまなあだ名だな。お前ら幼なじみなはずなのにいいのかよそれで、などと真宮は思う。

「ケンカじゃねえよ別に。あいつが勘違いで一方的に襲ってきただけだ」

「あ、そうなの？　私が聞いた話じゃ真宮くんが雲雀ひばり姉ねえにちょっかいだしててブータに退治されかけたらしいけど」

「それが勘違いだっつうの。つか退治されかけてねえし」

　真宮は瑞姫に事の成り行きを説明する。

「うわー……ブータらしいっちゃブータらしいけど……そりゃ災難だったね。あ、でもこれで三つ子全員と接触したってわけだ」

「まあな。つかほんと似てないなお前ら。その雲雀ってのすげえ大人しかったぞ」

「雲雀姉はね。一卵性とかじゃないからそこまで似ないんじゃないの？　あとうちの親私達に個性つけるために小さい頃ころから別々の習い事とかさせてたから」

「ああ、綾りようは空手か？」

「知ってるんだ。そういや席前後だっけ。結構話したりしてるの？」

「まあそれなりにな……」真宮は何な故ぜか照れくさくなりそっけなく答えた。そんな真宮の横顔を、瑞姫は何か思うところがあるような表情でじっと見る。

「ふーん……綾姉は空手だけど雲雀姉はピアノとか茶道とか色々。んで私は水泳。私ちょっと髪茶色いでしょ？　これプールの塩素で色素少し落ちちゃってるからなんだよね。まあもうやめちゃったけど」

「そりゃ性格全然違くなりそうだな」

「だよね。でも真宮くんブータとケンカして無事なんてすごいね。見たとこケガとかもしてないみたいだし。やっぱボクサーは違いますなぁ」

「綾にも同じ事言われたよ。お前らあんなのと幼なじみで大変じゃねえか？」

「それも聞いたんだ。まあもう慣れちゃったからね。確かに暑苦しいけど悪いやつじゃないしさ。てか基本すごく有能だしいいやつだよ。正義の味方とか言ってるから不良とかには容赦ないけど、頭いいし運動もできるし、なによりすごい努力家だしね。真宮くんの時みたいに雲雀姉の事になるとちょっとブレーキ利かなくなるけど。あと豚っぽいけど」

「確かに、ありゃ豚以外の何もんでもねえな――なんでそうなったんだ？」

「え、そうなるって？」

「いや、努力家だっつうけどよ、なにも最初からそうだったわけじゃねえだろ。なんていうか、言っちゃ悪いけどパッと見あんま努力するような奴やつに見えねえからな。デブだし」

「あー、もちろん最初からああではなかったよ。よくいじめられてたし。でも小一の時空手始めてから変わったかな。綾りよう姉ねえと同じ道場だったから綾姉が誘ったんだろうね。多分それがきっかけじゃないかな。理由は流石さすがにわからないけど」

　真ま宮みやは作業を続けながら、黙って話を聴き続ける。

「まあその頃ころと比べたら別人だよほんと。すごい変わり様。ほらあれ、『飛べねえ豚はただの豚だ』ってセリフ。ブータは飛べる豚ってことだね。努力で飛べるようになった豚。もちろん実際に飛ぶのは無理だろうけど」

　瑞みず姫きはそう言ってあははと笑い、仕事をするためパタパタとどこかへ駆けていった。

「飛べる豚ね……」

　自分の作業に戻った後、真宮はボソリと呟つぶやいた。

　豚は飛んでもただの豚だろ、と真宮は思う。たとえ努力して飛べるようになったところで豚である事実は変わらず、豚であった過去も飛べなかった過去も消えるわけではない。端から見れば豚のままだ。他の豚との違いなんてありゃしない。たとえ飛べて変わった気にはなれたとしても、本当に変わることなど不可能だ。

　真宮は自分の足元を見る。足を上げ、靴の裏を見る。そうしてまた足を戻した。

　根は張っていなかったが、たとえ跳んでも同じ場所にしか着地しない気がした。




　閉店後、真宮はいつも通り駅まで瑞姫を送っていた。

　駅前まで来たところで「あれ？」と瑞姫が呟き、一点を見つめる。その先から綾が駆け足で近づいてきていた。

「おーやっぱ瑞姫たちだったか。なに、お前らいつも一緒に帰ってんの？」

　綾は少し驚いたふうにそう訊たずねる。

「バイトの後はね。遅いからって駅まで送ってもらってる」

「へー。あんがとな真宮」綾は感心したようにそう言い、笑って真宮の胸を小突く。

「別に、仕事だからな」

「は？」

「いや、おばさんに送れって言われてんだよ。おばさんっつうかまあ店の人だけど」

「ああ、だから仕事ね。でも送ってくれてることには変わんねえだろ。理由なんてどうでもいいよ。てか言わなきゃんなのわかんねーのに。お前も不便な性格してんなぁ」

「確かに。別にそんな馬ば鹿か正しよう直じきに言わなくていいのに」

　綾に続いて瑞姫も言い、二人でどこか呆あきれたふうに苦笑する。

「いや、でも事実は事実だろ」

「まあそうだけどさ。綾りよう姉ねえは今帰り？　遅いね」

「いや、今日はちょっと部活の友達とマックでだべってた」

　綾はそう答え、真ま宮みやの方に向き直る。

「ともかくあんがとな。これからもよろしく頼むわ。んじゃまたな」

「またね真宮くん」

「おう……また」

　揃そろってふわりと手を上げ帰っていく二人に対し、真宮はそうぶきっちょに返した。ほんの軽く、同様に手を上げて。同様に「また」と。





　　　　＊






「まず何で戦うかだよな。お前ちゃんとやったことある格闘技ってボクシングだけ？」

　翌日の昼の時間。綾が弁当を口に頬ほお張ばりながら真宮に訊たずねる。真宮のリベンジについて話しているところだった。

「ああ」

「んじゃやっぱボクシングしかねえか」

「でもそれだと俺おれのほうが有利になっちまわねえか？　ハンデっつうかよ」

「確かにあんた現役だしね。でもあいつも一応何年か前にやってたよボクシング。だからまあ素人しろうとではないよ」

「そうか。まあ体重差結構ありそうだからそれであいこって気もすっけどな。というかボクシング以外だと普通にケンカするしかねえだろうし。流石さすがにそれはあれだしよ」

「ケンカ嫌なの？　昔はしょっちゅうやってたらしいのに」

「……怪け我がしやすいからな。それにボクシング始めてからは、なんか嫌っていうかこう、バカらしいっつうか、ルールとかねえからかもしんねえけどやっぱつまんねえしよ……」

「ふーん……なんかよかったなお前」

　ぎこちなく答える真宮に、綾はサラッとそう言った。

「あ？」

「いや、ボクシングに出会えてさ」

「――かもな」

　真宮はそう答え、彼女の言葉を頭の中で繰り返した。

　ボクシングに出会えてよかった。そんなこと、言われたことも思ったこともなかった。けれども確かに、ボクシングに出会えてよかった。その思いはずっと自分の中にあった。気づいていなかっただけで、ずっとそう思っていた。

　ずっと刺さっていた棘とげが抜けたような、そんな気がした。




「んじゃ次は場所だな。やっぱちゃんとしたリングでやったほうがいいよな」

　綾りようの声が真ま宮みやを今ここに戻す。

「――ああ、そりゃな。つか普通に話進めてっけどこれもう決定事項なのか？」

「今更何言ってんだよ。お前やるっつったろ？」

「そうじゃなくてよ、豚もやるって言ってんのか？」

「ああ、ブーね。まだ話してはいないけどそこはあたしに任せといてよ。まあなんならあんたが自分で果たし状でも出せばいいんじゃない？」

「果たし状って、なんかそれじゃ完全に俺おれの逆恨みみてえじゃねえか。それこそあいつの言うとおり不良になっちまうよ」

「不良も嫌？」綾はどこか意地悪な笑みを浮かべて言った。

「……嫌だよ。昔はともかく今は」

「そ。んじゃ違う方法考えないとな。まああいつなら普通に話せば大丈夫だろ。この間の理不尽を許してやるからリベンジさせろって」

「え、そんなんで大丈夫か？」

「多分ね。あいつだってちゃんと許して欲しいだろうし。あれもあれで戦うの好きだしね。じゃなかったらあんな沢山格闘技だの武道だのやってねえよ。それにお前がちゃんとこう、アスリートとしてやられっぱなしは気がすまねえ！　ちゃんと決着付けさせてくれ！　って誠意見せて頼めばさ」

「別にアスリートとかじゃねえけどな」

　真宮は苦笑いする。アスリート。なんて自分からかけ離れた言葉だろうか。俺はただケンカの代わりとして、暴力の延長としてボクシングをしているだけだというのに。

　綾が語る自分は本当の自分ではない、と真宮は思う。なにを勘違いしてるかわからないけど、俺はそんなんじゃねえよ、と。

　けれども悪い気はしなかった。むしろどこか心地よさすら感じた。自分が本当にそんなマシなものになれたような気がして、真宮は笑った。

「いーんだよなんだって。ともかくそんな感じで行けば大丈夫だってこと。いざとなりゃあたしには奥の手もあるしな」再び、綾の明るい声が真宮を今ここに戻す。

「なんだよそれ」真宮は少し笑って聞き返した。

「秘密。っていっても別に秘密にするようなことじゃないけどさ、まあそん時のお楽しみってことで。とにかく先に計画立てとこうぜ。ってどこまで言ったっけ？」

「えっと、確かリングがどうとか」

「そうそう。お前が行ってるジムのリングとかは使えねえかな」

「流石さすがに無理だそりゃ。俺おれが外でケンカするってだけで怒られんだからよ」

「んじゃどうすっかなぁ……ブーが昔行ってたとこしかねえか」

「同じとこの可能性高いけどな。この辺そんな沢山ジムあるわけじゃねえし」

「……忍び込んで無断使用」

「バレた時のリスクが高すぎるだろ。下へ手たすっとジム辞めさせられるわ」

「かぁーっ。他にボクシングのリングあるとこなんてねーよ」

「てか別にリングなくてもよくねえか？」

「え……あんたはそれでいいの？」若じやつ干かん驚いた様子で聞き返す。

「まあ下が固すぎないとこならな。広さだけリングに合わせりゃいいし」

「そっか……んじゃ学校内でもいっか。柔道部の練習場なら下畳たたみだし。うちの道場はちょっと固いけどもしものときはそっちってことで。それで大丈夫？」

「実際見てみねえとなんとも言えねえけど、大丈夫だ。つか逆に聞くけどそれこそ大丈夫なのかよ。一応は学校の施設だろ？　勝手に使ったら色々問題になんじゃねえのか」

　真ま宮みやが顔をしかめて言うと、綾りようはすかさず笑い出した。

「ハハハ、あんた意外に気小さいんだね。細かいこと気にするし」

「別に普通だろ。面めん倒どう事起こしたくねえだけだし。お前が神経図太すぎるだけだっつうの」

「えー？　別にあたしは普通でしょ。ちょっと学校の施設借りようってだけなんだし。そっちが気小さいだけだって」綾は心外だといった具合に少しむくれて返す。

「いや、俺の方が普通だろ多分」

「多分って、自信ないなあ。あたしは絶対自分のほうが普通だって言い切れるし。あたしの勝ちだね」ニヤッと笑みを浮かべて勝ち誇る。彼女のそんな様子に、真宮も思わず笑みがこぼれていた。

「勝ちもくそもねえけどな」

「へんだ。まあ心配しなさんな。その辺はあたしが上う手まくやっとくからさ。部活中とか部活前後にちょろっと借りる感じとかなら問題ないだろうし」

「俺はどうにもできねえから任せっけど、ほどほどにしとけよ」

「へいへい」

　そう答える綾の顔を見て、真宮はそれを口にしたくなった。ずっと感じていた一つの疑問を。

　それを聞いてはいけない気もした。それを聞いてしまったら、何かが壊れてしまう。そんな気がして聞くのがどこか怖かった。

　真宮は悩んだ。悩んだ末、それを口にすることにした。




「――なんでここまでしてくれんだ？」

「え？」綾りようはきょとんとして聞き返す。

「いや、こう、なんで協力っつうか、してくれんだろうなって……」

　躊ちゆう躇ちよし、言いい淀よどみながら真ま宮みやはなんとか言葉を紡つむぐ。しかし綾はどこまでもいつも通り、

「そりゃお前」

　少しの躊躇もせず、真宮の葛かつ藤とうなど笑い飛ばすように言い放つ。

「面白いからに決まってんじゃん」

「――面白いって、何がだよ」

「何がっていうか色々？　リベンジってのも燃えるし単純に決闘とか面白そうだし、お前にあいつに勝ってほしいしな」

「……そ、そうか」拍子抜けすると同時に「勝ってほしい」の一言にドキリとする。

「うん。んじゃ行きますか」

　綾はそう言ってガタッと勢い良く椅い子すを引いて立ち上がった。

「は？　行くってどこにだよ」

「宣戦布告に決まってんだろ」

　綾はそう答え、楽しくて仕方がないといった具合に満面の笑みを浮かべた。




「なんだ話とは」

　昼休みで人通りの少ない廊ろう下かで、腕を組み仁王立ちした風ふう太た郎ろうが顔をしかめて言う。真宮は綾に連れられるがまま一つ下の階の風太郎のクラスに来ていた。

「あたしは別に話なんてないけどね。こっちがさ」綾は親指で隣の真宮を指す。

「君か。なんだ、昨日のことか？」

「まあな――試合させろ」何の前置きもなしに真宮はそう言った。

「……試合とは一体なんだ？」当然風太郎は首を傾かしげて訊たずねる。

「ボクシングだよ。昨日の決着ついてねえだろ。だからボクシングで勝負しろ」

「なるほど、そういうことか。だが断る！」

「……あ？」

「断ると言っているんだ。悪いが僕も暇ひまでないしな。それに無益な争いはしたくない。君と戦う理由もない」

「いや、俺おれの方はあんだけどよ……ちゃんと決着つけねえと収まりつかねえし、てかてめぇ昨日一方的に勘違いで襲ってきたんだからこんくらい言うこと聞けよ」

「言うこととはなんだ、頼みならまだしも。というかそれについては昨日謝ったではないか。なんなら今一度謝ろう。すまなかった」

　そう言って風太郎は昨日同様深々と頭を下げる。

「いや、謝られたって許せねえから代わりに勝負しろって言ってんだよ」

「ただ謝るだけでは足りないか。ならば土下座するのでそれで許してくれ」

「土下座されても変わんねえぞ別に」

「土下座でもダメか。君はケチな奴やつだなあ」

　風ふう太た郎ろうが顔をしかめて言う。どうすんだよこれ、話がちげえぞ、と真ま宮みやもまた同様に顔をしかめて綾りようの方を見る。綾も「困ったなぁ」といった視線を返し、風太郎の方を見る。

「いいじゃねえか別に。元々お前が勘違いしたのが悪いんだしよ、やってやれよ」

「それはそうだが、勘違いだからこそこれ以上不毛な争いをする必要はないではないか。憎しみの連鎖は断ち切らねばな」

「自分からふっかけといてよく言うよ……やれば丸くおさまんだからいいじゃねえか。それにお前が真宮に再戦させてくれねえなら雲雀ひばりお前のこと嫌いになっちゃうかもとか言ってたぞ」

「なにィ!?　そ、それは本当か？　な、なんでそんなことを……」

「いや自分を助けようとした人が同じ様に自分を助けようとした奴に襲われたんだからな。ある程度責任感じてんだよ。でも自分じゃどうにもできねえから、代わりにお前に責任とって欲しいんだとよ。頼れる人はお前しかいないって」

「そういうことか……雲雀くんに責任など断じてあるわけがないしそんなもの感じさせるわけにもいくまい！　頼られているのなら尚なお更さらだ！　よしっ、雲雀くんのためにもその再戦受けて立とう！」そう言い放ち、真宮の鼻先にズビシと指を突きつける。

「綾、再戦の日が決まったら教えてくれ。では失礼する！」

　それだけ言って風太郎は教室の中にズカズカと戻った。その背中を見送った後、綾は一仕事終えたといった爽さわやかな笑顔で彼の肩を叩たたく。

「よかったな。これでリベンジできるぜ」

「ああ……さっき言ってた雲雀がどうこうってのはほんとかよ」

「いや、全部嘘うそだよ。今のが奥の手。さっき話したやつ。効果抜群だったろ？」

　そう言って綾はイタズラを成功させた子供のような笑みを浮かべた。

　その笑みを前にすると、真宮はなにも言えなかった。

「――おかげさまで」





　　　　＊






　その日はすぐにやってきた。

　宣戦布告から三日後の放課後。場所は空手部が使っているこぢんまりとした道場。その日は練習が休みであった。

　床の上にビニールのテープが貼はられている。一辺が七メートルの正方形。四隅にはコーナーの代わりに申し訳程度に三角コーンが置いてあった。

　グローブは持参。ヘッドギアは借り物。レフェリーは綾りようがコネで連れてきたボクシングの経験がある男子空手部員。ゴングの代わりはタイマー付きブザー。即席とはいえ十分な試合会場だ。

　会場には野や次じ馬うまの姿がチラホラあった。真ま宮みやも風ふう太た郎ろうも新入生の中では有名な方だ。風太郎はその容姿と完かん璧ぺき超人というギャップ、それと自じ称しよう正義の味方として。真宮はやはりケンカが恐ろしく強い有名な元不良として。そのため口コミで野次馬が集まっていた。

「がんばれよ真宮！」

　リングサイドで綾が声をかけ、拳こぶしを突き出す。興奮を抑え切れないといった様子だ。試合の準備をしていた真宮は少し目を見開いてその拳を見た後、ふっと笑ってグローブをはめた拳を合わせた。

「おう！」




　準備を整えた二人が即席のリングに立つ。

「言ってなかったが、僕も一応それなりに負けず嫌いでな。悪いが全力で勝ちにいかせてもらうぞ真宮」風太郎はまっすぐに真宮を見据えて言った。

「……お前ほんとにブー太郎なのか？」

「そうだが、どうした急に」

「いや、別に……」

　真宮は目を見開いて風太郎――ボクシングの試合ということで眼鏡めがねを外していた――を見たまま、呟つぶやくようにそう答える。裸眼の風太郎の目ははっきりとした二重で、その瞳ひとみは光線を放たんばかりにキラキラと輝いていた。

「お前眼鏡なくても大丈夫なのかよ」

「気にするな。いざというときのために裸眼での戦闘の鍛錬も怠おこたってはいない。負けた時の言い訳にする気もないしな。まあ僕が勝つからそれもないが」

「……言ってろ豚」真宮は呟くようにそう言った。

　その数秒後、レフェリーの掛け声と共にゴング代わりのブザーが鳴る。

　試合が始まった。







　ブザーが鳴り、二ラウンド目が終わった。大量の汗を流し呼吸を荒くした二人が互いに自陣のコーナーに戻る。そうして用意されたパイプ椅い子すにどっかりと腰を下ろし、がっくりとうなだれた。試合は一ラウンド三分の三ラウンド勝負だ。

　一ラウンド目は端から見れば真宮の優勢であった。手て数かずも多く風太郎のパンチもほとんど受けていない。しかし真ま宮みやはほとんど手て応ごたえを感じていなかった。風ふう太た郎ろう自身にも、あまりダメージはなかった。

　二ラウンド目。手応えがない。底が知れない。そういった思いから焦り攻め急いだ真宮に風太郎のカウンターが刺さり、ダウンを喫きつした。しかし真宮はなんとか立ち上がり、反撃に出た。確実に当ててダメージを蓄積させていく。

　そこで二ラウンド目が終わった。




「ほい水」

　パイプ椅い子すの背もたれに体重を預ける真宮に綾りようがペットボトルを渡す。

「ほい汗」

　真宮が水を飲み終えるとペットボトルを受け取り、タオルを渡す。真宮にはそれらに答えるだけの余裕はなかった。黙って肯うなずき、タオルを受け取り汗を拭ふく。

「ダウンのダメージはもう大丈夫だよな」

　彼女のその肯こう定てい的てきな問いかけに、真宮は少し口角を上げて肯く。綾の言うとおり大丈夫であったし、綾が言うから大丈夫であった。

「よしっ、じゃあこっからだ。あと三分もあんだからな。行ってこい！」

　綾も笑い返し、真宮の背中を力強く叩たたいた。それら全すべては肯定するもので、指先の毛もう細さい血けつ管かんまで全身の隅々に力が巡っていく。

　ブザーが鳴る。真宮はふっと短く切るように息を吐き、すっくと立ち上がって前へ進んでいった。

　最終ラウンドが始まった。練習場は熱気に包まれていた。もはや狂きよう気き的なまでの歓声に支配されている。けれども真宮にも風太郎にもそれらは見えていなかったし、聞こえていなかったし、感じられてもいなかった。

　体力を取り戻した真宮が風太郎の間合いへ入る。風太郎が打つ左を右を避よけてしつこくボディにパンチを打ち込む。何発目かのボディで風太郎の動きが止まった。

　今だ！　と真宮はすぐさま風太郎の顎あごに右アッパーを打ち込んだ。完かん璧ぺきなクリーンヒットだった。風太郎の顎が浮く。

　逃がすか！　と真宮は即座に左フックを叩き込んだ。風太郎のこめかみに真宮の左ひだり拳こぶしが突き刺さった。風太郎の重い巨体がゆらりとマットの上に倒れる。

　歓声だけがそこにはあった。

　二発。顎とテンプルこめかみに二発叩き込んだ。完璧なパンチを二発。その前にボディに覚えていないほどのパンチを打った。十分すぎるほど十分だった。それでも真宮には風太郎が立ち上がる気がしてならなかった。

　今までは試合の最中になんとなく見えていた対戦相手の底というものが、風太郎の場合は全く見えてこなかった。それは風ふう太た郎ろうが今まで戦ったことがない重さの相手だったからだけではなかった。真ま宮みやは直感的に、本能的にそう感じていた。それは長年のケンカやボクシングといった経験からくる勘だった。

　カウントスリーで風太郎が動いた。手でマットを押し、上体を起こす。膝ひざを立てる。膝を手で押し、ゆっくりと立ち上がる。不気味な空気を全身から漂ただよわせ、真宮の方に向き直る。そしてカウントエイトでファイティングポーズをとった。

　練習場が壊れんばかりの歓声が上がった。真宮は笑った。もう笑うしかなかった。楽しいし嬉うれしいし呆あきれたしどうすればいいかわからなかったし、でもそういった考えとは無縁の無意識が笑みをつくっていた。

　再び拳こぶしが交わされる。風太郎が残りの力を振り絞ってパンチを打つ。真宮はそれらを避よけ、ガードし、打ち返す。凄すさまじい殴り合いだった。もはや、ただの殴り合いだった。

　真宮は吠ほえた。ただ快楽のみを欲して拳を突き出した。避けるのはやめた。ガードするのもやめた。めんどくさいし、その時間がもったいなかった。殴りたくてしかたなかった。殴るのも殴られるのも楽しくてしかたなかった。今までで一番、楽しかった。

　真宮は笑って、また殴る。




『これは一体何事だあ――――――――――――――――――――――――――!?』

　拡かく声せい器きを通した怒声が無む理り矢や理りに全員の耳に突き刺さった。道場の中で反響し、キーンと金切り声の様な音が響く。歓声は一瞬で止やみ、皆がとっさに耳を塞ふさいでいた。それは騒ぎの渦か中ちゆうにいた真宮と風太郎も例外ではなかった。

「何をやってるんだお前ら！」

　道場の入り口に、拡声器を持った女子空手部顧問の石いし堂どうが立っていた。





　　　　＊






「はぁー、いやぁこってり絞られたなあ」綾りようが大きなため息を吐ついて言う。長時間に及ぶ石堂の説教から解放されて外に出ると、既に日が落ち辺りは暗くなっていた。

「こってり絞られたなんて言葉実際に使ってんの初めて聞いたわ」と真宮が言う。

「ああ、確かに。あたしも多分今初めて使ったわ。聞いたこともないし」

「ハッハッハ。そもそもこってり絞られるような経験自体が普通はないからな！　教師に怒られたのなど久しぶりだったぞ僕は。いやあたまには悪くないものだなあ」

　風太郎は一人どこか楽しげに笑っていた。

「全然悪いっつうのバーカ。つかこんくらいで怒り過ぎなんだよあの人は。もう日暮れちまったじゃん」綾は太陽が沈んだ西の空の方を見て言う。

「確かに。お陰で腹が減ってしまった。この際だからどこか飯でも食いに行かないか？」

「そうだなーあたしも腹減ったし。あ、折せつ角かくだからお前のバイト先行こうぜ」

　風ふう太た郎ろうの提案に綾りようも乗り、真ま宮みやの方を見て言う。

「マジで言ってんのかそれ？」

「マジ。確か今日は瑞みず姫きもいんだろ。一回ぐらいあいつが働いてるとこ見てみたいしね」

「ん？　どういうことだ綾。真宮と瑞姫のバイト先が一緒ということか？」

「なに、お前知らなかったの？　おっくれってるー」

「むぅ……しかし真宮はアルバイトをしているのか。意外だなあ」

「確かに、バイトって柄じゃねえもんな。つかなにお前いきなり真宮に馴なれ馴なれしくなってんだよ。ついさっきまで殴りあいしてたっつうのに」

「ハッハッハ、だからこそだ。全力で戦うことによって男の友情が芽生えたのだよ。漫画によくあるだろ。なあ真宮」

「んなもん勝手に芽生えさせてんなよ。お断りだっつうの」

「でもまた決着つかねえで終わっちまったな。まあ先生のせいだけどさ」と綾が言う。

「決着がつかなかったからこその友情だろ。実力が拮きつ抗こうしているが故ゆえお互いを認め合うことができるわけだな。なあ真宮」

「勝手に言ってろ。俺おれは別にお前と仲良くしようなんて思ってねえわ」

「おっ、なんだまだやる気満々じゃん」

　綾は少し驚いた様子で、それでいてうれしそうに言う。

「いや、別にそういうわけじゃねえけどよ……もう十分つうか、結構満足したしな」

「そうなの？　まーあたしもかなり楽しんだし、面白かったし満足かなー。ブーが負けなかったのはちっと残念だけど」

「そんなに僕に負けて欲しかったのか」

「そりゃね、最近調子のりすぎだから一遍痛い目見といたほうが後のち々のちいいだろうし。それと雲雀ひばりを諦あきらめさせるためにもな」

「九割方後者が目的だな」

「ご明察。負けたとなればお前ものうのうとしてらんねえし、雲雀も少しはお前に幻滅するだろうからな。そんなんで雲雀が守れるかー、とか言えばお前なら一いつ旦たん身退ひくだろうし」

「僕の性格をよくわかってるではないか……だが僕が彼女を諦めることはありえないぞ！」

「知ってる。まあこっちも諦めねえけどな」

　そう答え綾はニヤッと挑戦的な笑みを浮かべた。




「一応聞くけどマジでウチで食うのか？」

　和泉いずみ食堂のすぐ手前まできたところで真宮は立ち止まり、念のためともう一度訊たずねる。

「そんなに嫌なのかよ」

「嫌っていうか、できれば避さけたいからな」

「何を恥ずかしがっているんだ君は」

「別に恥ずかしいわけじゃねえよ。ただ色々面めん倒どうなことになりそうだからよ……」

「細かいこと気にすんなって。ここまで来たんだからさっさと入る」

　綾りようはそう言って飛び出し勢い良く食堂の引き戸を開けた。

「いらっしゃいまーって、なにこの面子メンツ」

　店内に入ってきた三人を瑞みず姫きは目を見開いて迎えた。

「おー瑞姫。飯食いきたぞー」綾は気にせずいつも通り陽気に言う。

「そりゃそうだろうけど、だからなにその面子」

「別に、ただ腹減ったから来ただけだよ。あとお前見に」

「……別に見るもんなんてないでしょ」瑞姫は眉まゆをひそめて返す。

「いやいや、かわいい妹があくせく働いてる姿っていう素晴らしい見るものがあるじゃん。まああんま意識しすぎずいつも通りにね」

「授業参観かよ……まあいいや。じゃあここの席使ってよ」

「瑞姫、いくら知り合いといえども僕らは客で君は店員だ。もう少しその辺」

「はいはい、いいからさっさと座る」

　風ふう太た郎ろうの説教を慣れた様子で遮さえぎる。その後で真ま宮みやの方に少し目をやり、距離を縮める。

「よく自分の店に友達連れてこれるね」声を潜ひそめ、どこか呆あきれたふうに言う。

「俺おれだって嫌だったよ。綾が行くって言ってきかねえからよ」

「へー……んじゃ注文決まったら呼んでね」

　瑞姫はそれだけ言うと厨ちゆう房ぼうに引っ込む。入れ替わるように厨房から出てきた葉よう子こが真宮に気づき、ピタリと固まった。

「――お、お母さん！　逢人おうじの奴やつが友達連れてきてる！　初めて友達連れてきてるよあいつ！」厨房に向かって叫んだ。

「はあ？　何言ってんのあんた、あいつが友達なんて連れてくるわけ……」

　葉子に呼ばれて厨房から顔をのぞかせた遊ゆう子こもまた、真宮たちを見て同様に固まる。

「な？　しかも一人は女子だよ女子！　めちゃくちゃ美人の！　おい逢人お前いつの間に友達なんてできたんだよ？　つかお前人並みに友達なんていたんだな！」

　葉子は目を真ん丸に見開いて言う。そんな様子に綾は同情するように、

「ひどい言われようだなお前」と笑顔を少し引きつらせて言った。

「だから来たくなかったんだよ……」

　深くため息をつきうなだれる真宮。そんな中ただ一人、

「ハッハッハ、いやなに、彼と友達になったのはつい先程のことでしてね。より親しん睦ぼくを深めんがためにこうして彼のアルバイト先であるこの店に来たんですよ！　ああ、申し遅れました。北きた高こう校こう一年一組出席番号七番。真ま宮みやの数少ない友人神こう指ざし風ふう太た郎ろうです。以後お見知りおきを」












「ああ、そりゃご丁てい寧ねいにどうも……そいつの従姉いとこの葉よう子こです」

「従姉!?」綾りようが驚いて声を上げる。

「あ、うん。一応。え、そんな驚いた？」

「えっと、まあ色々と……あ、うちの妹がいつもお世話になってます」

　綾はそう言って軽くお辞儀をする。

「え？　っと、もしかして瑞みず姫きのこと？」

「はい。あれの姉です」

「へー。じゃあこいつと知り合ったのも瑞姫繋つながり？」

「いや同じクラスなんですよ。一応その前に会ってますけど」

「おな、えっ？　でも瑞姫の姉って」

「ああ、三つ子なんですうち。もう一人いて」

「三つ子!?　へー、私三つ子見たの初めてだよ。あるんだ実際。でもそこまで似てないね」

「そうですねー一卵性とかじゃないんで」

「あ、そっか。まーこっちこそ妹さんにお世話になってます。私が受験だから募集したバイトだからね。あとこれ」そう言って真ま宮みやを指す。「こんなんだけどこれもよろしくねー。もちろん店の方も」

「もちろん。瑞みず姫きや真宮が来んなっつっても来ます」

「あんがとねー。そっちの沢山食いそうな君もよろしく」

「もちろん贔ひ屓いきにして沢山食べさせてもらいますよ！」風ふう太た郎ろうが勢い良く答える。

「おーありがたいねー。っと、注文はもう決まってる？」

「あたしは日替わり定食お願いします」

「では僕は野菜炒いため定食とかつ丼を」

「食うなお前……俺おれも日替わり定食でいいや」

「はいよ。んじゃごゆっくりー」葉よう子こはふっと笑みをこぼし厨ちゆう房ぼうに戻っていった。

「ほえー……すげー綺き麗れいな人じゃん。いいなあんな従姉いとこが近くにいて」

「別にいいことはなんもねえぞ。おじさんたちには世話になってるけどよ」

「にしたって歳とし近い上がいるっていいじゃん。羨うらやましいよあたしは。やっぱり初恋の人だったりすんの？」綾りようは含み笑いを浮かべて訊たずねる。

「は？　葉子がか？」

「うん。よくありそうじゃん。あんだけ綺麗な人なら尚なお更さらさ」

「ねえよんなの。従姉っつってもずっと近くに住んでっからほとんど家族だぞ。そんなの思ったこともねえし、第一綺麗だとも思わねえよ」

「はぁ？　あれで綺麗じゃねえってどんだけ理想たけえんだよ」

　信じられない、といった具合に綾は顔をしかめる。

「あ、いやそういうことじゃなくてさ、確かに客観的に見りゃ美人だとは思うぞ。テレビに出てる奴やつなんかと比べてもよ。でもどこまでいっても身内なんだよやっぱり。だからまあ、美人だとはわかっちゃいるけどそうは思えねえっつうかさ」

「あー、なんとなくはわかった。まあちょっと似てるしな」

「似てるって、俺とあいつがか？」

「目元とか少し」綾はそう言って自分の目元を指さす。以前おじにも同じ事を言われたことがあった真宮だったがやはり自分ではよくわからず「そんなもんかねえ」と首を傾かしげた。




　最初に食べ終えたのは綾だった。最後はもちろん一人で野菜炒め定食とかつ丼を注文した風太郎であったが、残すことなく米の一粒までぺろりとたいらげる。

「よくそんな食えんなお前」

「食べることは最も重要なトレーニングだからな。体を大きくせねば強くはなれん」

「結果デブってちゃ意味ねえだろ。俊しゆん敏びんなデブではあるけどさ」と綾が言う。

「ならばいいだろう。それにデブだの豚だの君たちは言うがな、これはほとんどが筋肉だ。相撲すもう取とりと同じだぞ。脂肪での肥満と一緒にしないでくれ。それにデブというのは心証が悪いし大げさだ。せいぜいぽっちゃり程度ではないか」

「ぽっちゃり以上はあるだろそれ。いいとこデブとぽっちゃりの中間だぞ」と真ま宮みや。

「けど美う味まかったな。安くて量あるし。贔ひ屓いき目めなしに贔屓にできるよ」と綾りようが言う。

「そうだけどあんまうちの生徒とか来ねえんだよな。この辺会社多いからおっさんの常連は多いけど」

「場所ちょっとズレてるしあんま若い人がたまるとこって感じではないしね。穴場だな」

「だからおっさんは沢山いんだな。つか食い終わったならさっさと出っぞ」

「あ、ちょっと待って。瑞みず姫きー」

　綾は向こうのテーブルを拭ふいている瑞姫をちょいちょいと手招きして呼ぶ。

「お前何時に終わんだよ。あれなら待ってるけど」

「店閉まるのは九時だけど……いいよまだだいぶあるし」

　瑞姫は店内の壁にかかっていた時計をチラッと見て答えた。まだ八時を過ぎたあたりだ。

「あー大丈夫だよ瑞姫。私がやっから帰んなって。お母さんも多分そう言うし」と葉よう子こ。

「え、でも三人で大丈夫ですか？」

「大丈夫だって。こいつ代わりに残すから」葉子はそう言って真宮の肩をポンと叩たたく。

「なに勝手に言ってんだよお前」

「いいじゃん別に。ちゃんと時給出るだろうし。折せつ角かくお姉ねえさんが来てくれたんだから瑞姫に一緒に帰らせてあげようっていう優しさはないのか」

「そのために俺おれが犠ぎ牲せいになんのはいいのかよ」

「当たり前だろ。あーでもあんたもやっぱり初めてできた友達と帰りたいか」

　そう言って葉子はニヤリとする。その対応にうんざりし真宮は大きくため息を吐つき、

「だから勝手なこと言ってんなっつうの。やりゃいいんだろやりゃ」そう言って立ち上がり瑞姫を見る。「ここの勘かん定じようは俺がやっとくからお前は着替えてこいよ」

「ほんとにいいの？」

「いいよ、別に大したことじゃねえし」

「わかった……ありがとね」

　瑞姫は申し訳なさげにそう答えると急いで厨ちゆう房ぼうの中に戻っていった。

「すいませんなんか」綾もまた申し訳なさそうに葉子に頭を下げる。

「いいよこんくらい。贔屓にしてもらえれば釣りがくるしね」

　葉子はなんでもないことのようにそう答え自分の仕事に戻っていった。

「んじゃ勘定先にすっか。っと、綾が六〇〇のブー太郎が一二〇〇だ」

　真宮は伝票を見る。二人はどちらもおつりなく丁ちよう度ど払った。

「悪いね真宮」綾はどこか気まずそうに苦笑いを浮かべて言う。

「だからいいって。タダ飯食うのとそんな変わんねえだけだしな。あいつ来るまで中で待ってろよ。んじゃ」真ま宮みやはそう言い鞄かばんと机の上に残る食器を持って厨ちゆう房ぼうに行く。そうしてそのまま着替えをすべく事務室に入った。

「あっ」

　ドアを開けたところで瑞みず姫きに出くわす。丁ちよう度ど着替えと支し度たくを終えたところだった。

「ほんとごめんね真宮くん」

「気にすんなよ。お前もあんま遅くなんねえほうがいいだろうし」

「うん、わかった。ありがとね。あ、でもなんで三人で来たの？　遊びの帰り？」

「そういうわけじゃねえけど……まあ似たようなもんだ」

　流石さすがに風ふう太た郎ろうと決闘をしていた上にそれが見つかり教師に怒られていた、などとは言えずに言葉を濁す。元々は綾りようの提案とはいえ半ば自分のせいで彼女を教師の叱しつ責せきに巻き込んだ罪悪感もあった。

「そう。でもよかったね綾姉ねえと仲良くなれて。ブータが邪魔だけど」

　瑞姫は意味ありげな含み笑いを浮かべて言う。

「はは、確かに」

　ていうかなんで俺おれはつい数時間前までいがみ合ってた――などと大げさなものでもないのだが――相手と仲良さげに飯食ってたんだ？　と今更改めて首を傾かしげる真宮。

「その辺全然空気読めないからねあいつ。読む気が少しもないんだろうけど。じゃあまたね。ほんとありがとね」

「おう。あ、あいつら多分店内で待ってっから」

「わかった」

　瑞姫はそう答えひらりと手を振り事務室を出ていった。真宮はふぅと小さく一つ息をつき、更衣室に入って着替えをする。

　そこでふと、唐とう突とつに真宮は思い出した。

　なんだ今の？　綾姉と仲良くなれてよかったねって、なんだそれ？

　真宮は特に気にせず「ブータが邪魔だけど」の方にだけ反応し「確かに」と答えていただけであった。その後の空気を読めない云うん々ぬんにしても、確かにあいつはそういうの全然読めそうもないよなあ、などと思いながら聞いていたが、そもそも空気ってなんだよ。なんだかとんでもないことを思われている気がしたが、彼にはそれがなんなのかいまいちよくわからなかった。

　ともかく今はさっさと着替えて仕事だ。真宮は止まっていた手を動かし急いで着替えを済ますと厨房に出た。

「なにちんたらやってんだよ。お待ちかねだぞ」

　事務室から出てきた真宮に葉よう子こがニヤニヤとしながら声をかけ、ホールの方を指さす。

　なにがお待ちかねだよ、と思い真ま宮みやは葉よう子こが指さす方に向かいホールを覗のぞいてみた。

「ハハハ！　ほんとにエプロンしてるよ！　似あわねー」

　そこで待っていた綾りようの第一声はそれであった。

「――う、うっせえアホ。似合わなくて悪かったな」

「いやいや、別に悪くはねえよ。ただ普段と全然違うからさ」笑みはまだ残っていた。

「そりゃこんな格好ここでしかしねえからな……それで、なんか用かよ」

「えっ？　いや別に？」綾はきょとんとして答える。

「は？　じゃあなんで待ってたんだよ」

「どうせだからその格好見たいと思って」

「……それだけ？」

「うん」

「……他の二人はどうしたんだよ」

「外で待ってるよ。ブーも見たいっつってたんだけどなんか瑞みず姫きが話しあるって外に連れ出してた。んじゃまた明日な真宮。今度はお前がつくったの食いに来るよ」

「おう……じゃあまたな」

　綾は瑞姫と同じ様にひらりと手を振り回れ右し――

「あっ、そうだ」もう一度振り返って言った。

「今日のお前、すごくかっこよかったよ」

「――あ？」

「戦ってるとこ。じゃ」

　そう言い、外に出た。

　真宮は彼女が消えた戸をしばらくぼーっと眺めていた。




　その後は割と暇ひまだった。これなら別に俺おれが代わりにいなくてもあいつ帰してよかったんじゃねえのか、いや流石さすがに三人じゃきついか、などと思いながら真宮は手を動かす。

「案外暇だなー」葉子が真宮に声をかける。

「これなら別にお前代わんなくても大丈夫だったかもね。なんか悪いことしたな」

「終わったことだろ。お前勉強してなくていいのかよ」

「休憩だから大丈夫」

　葉子が答える。今は厨ちゆう房ぼうは社やしろと真宮、ホールは遊ゆう子こという三人体制をとっていた。この四人の時は大抵この形であり、葉子は事務室で勉強をし忙しい時や出前があるときなど出撃する、といった具合だ。

「いやーそれにしてもすごい美人だな瑞姫のねーちゃん。瑞姫もかなりかわいいけどそれとはまた違う感じでさ、こう大人びてるっていうか」

「へぇ――そういや綾りようもお前のことすげー美人だとか言ってたぞ。あんな姉が欲しかったーとか」

「あの娘こ綾って言うんだ。へー、それは嬉うれしいな。私もどうせいとこが近くに住んでんならお前みたいなつまんねえのじゃなくてああいうかわいい娘がよかったよ。てかお前名前で呼んでんだな」葉よう子こはニヤケながら真ま宮みやの顔を見る。

「……苗みよう字じじゃ被かぶっちまうからしょうがねえだろ。あいつら姉妹なんだからよ」

「そりゃそうだけどさ。でもお前女子の友達なんて初めてなんじゃないの？　瑞みず姫きはまあバイト先同じだから別としてさ」

「そう、だな」真宮は少しだけ考えてからそう答えた。

「まあ男の友達もろくにいないか。同じクラスだってね。どうやって仲良くなったのよ」

「どうやってって、まあ普通に話してだけど」

　それ以前にあったあの衝撃的な出会いについて、真宮は話せなかった。できれば誰だれにも話したくなかった。何な故ぜかはわからなかったが、話してはいけないことのように思えた。決して外に出してはいけない大事なものであるかのように。

「ふーん。お前が普通に話すってだけで軽く衝撃だけどな。いや、おまえなんかと普通に話してくれるあっちが相当いい娘ってだけか」

「確かにあいつはすげえ良いい奴やつだけど俺おれだって普通に話すくらいはできるわ。つかなんなんだよさっきから」

「別にー？　ただちょっと面白そうだからさ。まあがんばんな」

　葉子は相変わらずニヤニヤと含み笑いを浮かべながら真宮の肩をポンと叩たたき、再び事務室の中へと戻っていく。なんだあいつ、と真宮はいぶかしむがやはりその正体を掴つかめず首を傾かしげるしかなかった。





　　　　＊






　翌日の朝。

「うわーっ、改めて見っと結構腫はれてんな」

　登校してきた真宮の顔を見るやいなや綾が言う。彼女の言うとおり、昨日の試合でつけた目元のアザは一晩でいくらか酷ひどくなっていた。綾はそれを指さし顔をしかめる。

「こんくらい別に大したことねえよ」

「それでかよ」

　ああ、と答えようとしたその瞬間。綾の指はいつの間にか眼前まで伸びてきていて――目元のアザにちょんと触れた。

「――っ！」

　真ま宮みやは慌あわてて、顔を真っ赤にして思いきりのけぞった。

「あ、痛かった？」

「あ、いや、な、なにいきなり人のアザ触ってんだよ！」

「え。なにって、そこに青アザがあったからだけど」綾りようはきょとんとする。

「答えになってねえし！」

「いや、普通青アザとかあったら触るだろ？　自分のだろうが他人のだろうがさ」

「――何言ってんだお前」

　そのあまりにも素すっ頓とん狂きような答えに真宮はさすがに冷静さを取り戻していた。

「いやだからさ、そこに青アザがあれば触りたくなるのが人の性さがだろ。ほらあれ、火災報知器学校にもあんじゃん。あの赤いやつ」

「……ああ、廊ろう下かの壁とかにくっついてるやつか」

「そうそれ。あれのボタンとかさ、見たら押したくなるじゃん」

「……まあ、な」

「だろ？　それと同じだよ」

「……」真宮は少し考え、「いや違うだろ」と答える。

「はあ？　ならあれだ。高いとこ。高いとこから下覗のぞくとダメだって分かってるのに無性に飛び降りたくなるだろ？　それと一緒だよ」

　今度はわかっただろ、と言わんばかりに綾はしたり顔をする。が、

「いや、それはぜってえ違うわ」

「同じなんだよあたしにとっては！　ともかくアザがあれば触りたくなるのがあたしの性なの！　あっ、アザと性ってなんか似てんな。もしかして関係あんのかも」

「……まあ要するにあれだろ？　かさぶた見ると剥はがしたくなるってのと同じだって言いたいんだろ？」

　真宮がそう言うと、途端に綾は真顔に戻った。

「何言ってんだお前。バカじゃねえの。かさぶた剥がしたら治り遅くなんじゃん」

「青アザだって同じだろ……まあお前が言いたいことは大体わかったけどよ、だとしてもいきなり触んのはねえだろ」

「んじゃ触らせて」

　綾はすぐさまアメでもねだるように言った。

　その声、口調、表情に真宮の心はぐらりと揺れる。

「――事前に頼めば触らせるってわけじゃねえよ」そっぽを向いて答えた。

「んだよケチだなー。ともかく青アザの一つや二つぐらいでごちゃごちゃ言うなよなぁ。黙って触らせときゃいいんだよ。ブーなんて平気で触らせてくれるぞ」

「っ！　……だ、だったらあいつの」

　触ってりゃいいじゃねえか、という次の言葉を続けることはどうしてもできなかった。

「のも触んな！」

「は？」

「いや、だから誰だれのだろうが人の青アザとか触んじゃねえって言ってんだよ！　……治り、遅くなっからな」最後はどこか取ってつけたように紡つむぎ出した。

「わかってるけど触らずにはいられないんだっての！　あーこのそんな上等な青アザ見せつけやがっておら！」

　綾りようが再び右手を伸ばす。が、真ま宮みやは反射的にその腕を掴つかむ。しかし綾はすかさず左手を伸ばす。が、そちらもまた真宮に掴まれる。

「痛っ！」

　綾が顔を歪ゆがめ声を漏もらす。真宮は慌あわてて手を放した。

「あ、わ、わりぃ……大丈夫、か……？」

　真宮の声は上ずっていた。心臓がバカみたいに鳴り、全身の毛穴という毛穴から汗が噴ふきでてくるような気がした。

　綾は黙り込んだまま真宮に掴まれていた部分を押したりひねったりしていた。

　が、次の瞬間――

「隙すきあり！」

　綾が右手の人差し指を勢い良く真宮の目元のアザに伸ばした。

　完全に隙を突かれた真宮。普段ならたとえ隙を突かれてもその類たぐい稀まれな動体視力と反射神経で避よけられるのだが、今は違った。ただ油断していただけではなく完全に意識を罪悪感に奪われていた。

　そして綾の右人差し指は――きれいに真宮の左目に刺さった。




「悪い真宮！　ほんとごめん！」

　保健室。左目に眼がん帯たいをした真宮に綾が深々と頭を下げて謝る。両手を前で合わせ申し訳なさでいっぱいの顔がついた頭を何度も上げ下げする。その度後頭部についた黒い髪の束、ポニーテールがふわふわばっさばっさと揺れ舞い上がっていた。

「いや、ほんと大丈夫だから気にすんなよ。慣れてっから。俺おれにも一応非はあるし」

　真宮は立ち上がり、養護教諭に軽く頭を下げた。綾も改めて深々と頭を下げ、二人揃そろって保健室を出る。

「そうだよほんと。お前が素直に触らせてりゃ」

「おい」

「っとごめん冗談冗談。いやほんとごめん。これからは目元の青アザはちゃんと許可もらってから触るようにすっから」

「それでも触んのかよ……ともかく気にすんなよほんと。目の怪け我がなんてボクシングじゃしょっちゅうだからよ。そんな大した怪我じゃねえからすぐ治るだろうし」

「ほんとに？　でも片目じゃ不便だろ色々」

「それも慣れてっから大丈夫だ。幸い今日もジムはねえしな。一日ありゃ治るだろ」

「そっか。でもお前も避よけろよなぁ、ボクサーなんだからよ。なにマジで固まってんだよあたしが痛がってるぐらいで。ボクシングじゃ普通だろ」

「――リングの上と外じゃ別だろ。相手がお前、つか女だし……」

「はは、なんかお前らしいっちゃお前らしいな。でも生憎あいにくあたしはそんなやわじゃないよ。空手やってんだし」そう言い綾りようは力こぶをつくる。

「そうかもしんねえけどよ……」

「ともかく悪かったなほんと。なんかそれで不自由あったら言ってよ」

「んじゃなんかあったらな。なんもねえと思うけど」




　放課後になる。真ま宮みやは鞄かばんに荷物を入れて帰り支じ度たくをする。といっても鞄の中に戻すのはせいぜい筆記用具ぐらいのもので、重くかさばる教科書類は基本的に机の中や廊ろう下かのロッカーに置きっぱなしにしていた。

　真宮が鞄を持って教室を出るとすぐに綾が追ってきた。

「帰んのか？」真宮を見上げて訊たずねる。

「まあな」

「んじゃ途中まで一緒行くよ。階段とか踏み外したりすっかもしんないからな」

「ああ、目のことか。いいよんなことしなくても」

「でも一応加害者としての義務を果たしたいっつうかさ。部活行くついでだし」

　そう言って綾は真宮の隣に並んで歩き出した。

　廊下をしばらく行き階段に差し掛かったところで、

「よし、あたしの肩を掴つかむんだ」と綾がどこか張り切った様子で言い出す。

「は？　い、いやいいよんなの」

「遠えん慮りよすんなよ。階段踏み外したら洒しや落れになんねえぞ。ほら」

　そう言って綾は真宮に肩を近づける。

「――いや、無理だ」

「無理ってなんだよ。肩が嫌なら腕でもいいぞ。お前の体支える自身はないけど少しぐらいはマシだろうし」

　腕とか肩より余計無理だっつうの、と真宮は思い埒らちがあかんと階段を下りだした。

「あ、バカっ」

　綾は慌あわてて一歩を踏み出し――真宮の隣に来たところで階段を踏み外した。

　体がぐらりと傾く。重い頭が重力に従い下方に吸い込まれていく。

　真ま宮みやは目を見開き、とっさに手を伸ばした。その先に丁ちよう度どよく掴つかみやすそうな太いひも状の物体があった。反射。無意識に真宮はそれを掴んでしまっていた。




「――っとあぶねー……自分が階段踏み外して落ちるとこだった」

　階段を踏み外しはしたが、綾りようは優すぐれたバランス感覚で着地を成功させていた。

「……なに人の髪掴んでんだお前」

　綾がそれに気づき、真宮をじとっとねめつけるような目で見る。

　真宮は綾のポニーテールを握りしめていた。

「――うおっ！」

　本人もそれに気づき慌あわてて放ほうり投なげるように手を離す。

「あ、いや、違くて、これはその、お前が倒れそうだったから、」

　しどろもどろになんとか弁明を試みようとする。その様子を見て綾が、

「あ、もしかしてあたしが落ちないよう捕つかまえようとしてくれたの？」と聞く。

「そ、そうそれだそれ」真宮はぶんぶんと赤べこのように頭を上下に振る。

「はは、あんがとな。でも髪掴むのはねえだろ。余計危ねえっつうか、ひっぱられると痛いし」












「あ、ああ、わりぃ。丁ちよう度ど手伸ばした先にあって掴つかみやすそうだったからよ……つかなに言ってる本人がこけてんだよ！」噛かみ付つくように言い、話題を変える。

「わりぃわりぃ。お前が急に階段おりだすからさ。いやー世話ねえな」

「ったく、気を付けろよなマジで。片目でもゆっくり注意しておりれば問題ねえんだよ。手すりだってあんだし」

　真ま宮みやはそう言うと手すりを掴み一段一段ゆっくり下りていく。別にそんなことをしなくとも大丈夫だろうとは思っていたが、でないとまた綾りように色々と言われるだろうと考えてだった。

「で、お前足は大丈夫だったのかよ」

「ああ。特に痛みはないかな」足首をくりくりと回しながら綾は答える。

「怪け我ができねえのはお前も同じだろ。あんな蹴けり打てんだからもったいねえし」

　そう言ったところで――三み度たび真宮の脳裏にあの光景が蘇よみがえってきた。

　ハイキック。白い大だい腿たい部ぶ。さらに白いその先のそれ。

　真宮は慌あわててバッと顔をそらす。自分の顔が熱を持ち赤くなっているのがわかった。顔の筋肉も何やらこわばり普段通りに収まらない。

　それと右手の感触。握った彼女の髪の感触は未いまだ右手にはっきりと残っていた。絹のように滑らかで弾力すらある柔らかな感触。それでいてひやりとしたどこか無機質な感触。

　それを思い出すと途端に右手の感覚も研ぎ澄まされなにやらゾワゾワとしだす。対処がわからずそわそわとして仕方なく、慌ててポケットに突っ込んだ。

「まあでも逆に考えたらさ、あんなこと毎日やってんだからこんくらいでケガしねえよ……どうした？」異変に気づいた綾が眉まゆをひそめて真宮の方を見る。

「あっ、いや別になんも。で、でもやっぱ意識して足使ってる時とくじいた時は別だろ」

「あーそうだな。なににしても焦りは禁物だなー」

「そ、そうそう」我を忘れ、すっかり焦りながら答える真宮だった。




　階段を普段の二分の一ほどの遅さでゆっくりと下り、昇降口にたどり着く。

「あれ綾姉ねえ、と真宮くんどしたのそれ？」

　下げ駄た箱ばこの前で靴を履き替えているところに瑞みず姫きが現れた。

「あー、いやちょっとな」真宮はチラッと綾の方を見る。しかし彼女は真宮の配はい慮りよに気づく様子もなく「あたしが右ストレートぶちこんじゃって」と正直に答えた。

「……しかもグーじゃなくてチョキの片方をな」真宮は苦笑いを浮かべてそう付け加えた。

「えっ、なにケンカ!?」瑞姫は驚いて両者の顔を交互に見る。

「んなわけないじゃん。こいつが目元の青アザ触らせてくれなくてさぁ。強行突破しようとしたら指が目に刺さっちゃった」綾はどこか照れたように笑って答える。

「あー……そりゃ完かん璧ぺき綾りよう姉ねえが悪い」

「そうだけどさー、こいつが大人しく触らせてくれりゃこんなことにはなんなかったのに。全力で逃げるし拒否するし。触るなっていわれたほうが触りたくなるっての」

「えーっと、目元の青アザって言ったよね……」

「うん。ここ」そう言って綾は自分の左目の横を指さす。

「そりゃ逃げるし拒否るわ」この人なら尚なお更さら、と思い真ま宮みやをチラッと見る瑞みず姫き。

「なんでだよ。別に減るもんじゃないしいいと思うんだけどなー」

「いやいや、神経とか色々と磨すり減へるんですよおそらく。まあそういうことは怪け我がさせない程度にね」瑞姫は呆あきれたふうに笑って返す。

「わかってるっての。お前今日バイトだよな確か」

「うん。そうだけど」

「お前もか？」今度は真宮に訊たずねる。

「ああ」

「んじゃ心配いらねえな。瑞姫、こいつ今片目だからさ、あたしの代わりに介護とか色々頼むわ」

「はあ？　なんで私が綾姉の尻しり拭ぬぐいしなきゃなんないの？」

「そりゃあ妹だからな。あたし部活あるし」しれっと答える。

「……わかりましたよ。どうせバイト行くしね。てか介護しなくちゃいけない程酷ひどいの？」

「いや、別にいらねえから。綾が大げさに言ってるだけだ」

「加害者側の罪悪感です。まーそういうわけでよろしく」

　そう言って綾は瑞姫の肩にポンと手を置いた。




　空手部の練習場所である道場の前で綾と別れ、真宮と瑞姫の二人は校門を出た。

「災難だったね。ほんとにその目大丈夫？」瑞姫が心配そうに真宮を見上げる。

「あー別に大したことねえよ」

「あの人天然っていうか鈍感だからさー、そういうこと平気でやんだよね。真宮くんみたいな人相手でも」

「ていうか非常識だろ。青アザだろうが傷は傷だぞ。普通人の傷許可なく触んねえだろ」

「触られたの？」

「最初の一回な」

「ほーほー」瑞姫はそう言って含み笑いを浮かべる。

「あ、そう言えば綾姉から聞いたよ昨日三人でいた理由。なにやってんすか君らは」

「あいつ言ったのかよ……確かにだいぶバカやっちまった気はすっけどよ」

「バカっていうか大バカだね全員。ケンカとか格闘技とか何がいいのか私はちょっとわかんないなぁ。好きな人は好きなんだろうけどさ」

「いいんじゃねえのかそれで。ボクシングだって一応はスポーツだけど人によっちゃただのケンカだろうしな」

「へー……意外に冷めてるっていうか、客観的に見てるんだね」

「別に当たり前のことだろ。つか悪かったな」

　何の前置きもない唐とう突とつな謝罪に瑞みず姫きは目を丸くする。

「えっ、なにが？」

「いや、俺おれのせいで綾りようが教員に怒られたりしたからよ……そういうのあんまよくねえだろ多分。内申？　とか」真ま宮みやはバツの悪そうな顔でそう言った。

「あー、そういうことね。でもなんでそれを私に謝んの？　ていうか真宮くんのせいじゃないじゃん別に。どうせ綾姉ねえが提案したんでしょ？」

「……まあそうだけどよ」

「やっぱり。だったらあの人の自業自得でしょ。わかってやってんだろうし。真宮くんだって一人じゃそんなことしようなんて思わなかったんじゃないの？」

「……多分な」

「でしょ？　あの人そういうの好きだからねー。煽あおったりされた？　ていうかよくやろうと思ったね」

「まあちゃんと決着つけたかったのは事実だからな。確かにあいつに背中押されなかったらやんなかっただろうけど」

「ほほー。え、どんなふうに背中押されたの？」途端にどこか楽しげな笑みを浮かべる。

「いや、普通にリベンジしようぜーとかお前なら勝てるとかそんな感じだけどよ……なんだよその顔」

「ん？　いや別にー。そっかそっかそうですか。それで綾姉にいいとこ見せようと」

「べ、別にそんなんじゃねえよ」真宮はそう言って気まずそうにそっぽを向く。

「……真宮くんってわかりやすいねー……顔に似合わず」

「はあ？　お前さっきからなんなんだよ」

「別にー。真宮くんもそんな恥ずかしがんなくてもいいと思うけどね。綾姉美人だししょうがないと思うよ。すごい気さくだから真宮くんみたいな人だと尚なお更さらだろうし」

「……マジで何言ってんだお前。何がしょうがねえんだよ」

「綾姉のこと気になっても」

「――あ？」真宮は思い切り呆ほうけた声を出した。しかし気にせず瑞姫は続ける。

「綾姉のこと気になるんでしょ？」

「……気になるってのがよくわかんねえんだけど」

「え、マジで？　マジで言ってんのそれ？」今度は目を見開いて聞き返す。

「マジだよ……」

　真ま宮みやのそのいくらか困惑気味な返答に、瑞みず姫きは思わず腰が砕けそうになる。

「うわー……そういうの疎うとそうだなーとは思ってたけどそこまでですか……気になるってのはね、その、なんていうかなー……まあ好きってことだよ」

「……ってことは俺おれがあいつのこと好きかって聞いてんのか？」

「まあ大体はそんな感じ」

　瑞姫がそう答えてから、数秒後。

「――ばっ、んなわけねえだろなに言ってんだよお前！　バカじゃねーの!?　俺が、あいつを、好きとか、ハハハハハ、マジバカかっつーの……」

　真宮は顔面を脂汗でいっぱいにし、ぎこちなく笑った。それを見て瑞姫は、

「真宮くん――ほんっっっとわっかりやすいねー君は！」

　満面の笑みを浮かべてそう言った。

「いやーここまでわかりやすいともう笑うしかないよほんと。顔に似合わないとかうぶだとかそういう次元じゃないねもはや！」

「なにがわかりやすいだよオイ！　つか違うっつってんだろうが！」

「真宮くん、ほんとに違かったらそんな取り乱さないって普通」

「違うもんを違うって言ってるだけだっつうの！　おま、いい加減にしろよマジで」

　頭を掻かきむしる。言われた通り、取り乱しているのが自分でもわかる。けれども何な故ぜこうもみっともなく取り乱しているのか、その理由が真宮は自分でもわからなかった。

　彼女の言うとおり、本当に自分が綾りようのことを好きだからであろうか？

　いや、それはない。絶対ない。真宮は堪たまらず即座に否定を重ねる。

　しかし、どうしてそうも否定したいのかもまた、彼にはわからなかった。

「ともかくこの話は終わりだ。止やめ。これ以上はなしだ」

「逃げるってことはやっぱり」

「逃げてるわけじゃねっつうの」

　どこか自分に言い聞かせるように言う。自覚があるからこそ、心のどこかでそうだと思っている、そうだとわかっているからこそそれを覆おおい隠すように言葉を被かぶせる。

「まあ別にいいけどね。私には関係ないし。でも無理してもキツイだけだと思うよ」

「……」

　瑞姫のどこか悟さとったその言葉に、真宮は無言で返す。できればそれも否定したかったがもはや言葉が出てこなかった。彼女の言うとおり無理だから、という思いが一瞬頭を過よぎる。

　無理はすべきだ、と真宮は思っていた。しかしその場合の無理はわけが違う。すべきというより、しなければならない無理。ある一線を越えるために、より高みに行くために。真宮の場合はボクシングにおいて。それは望んでいるからこそすべきである、しなければならない無理であった。自分が行きたい場所に行くためにそれが必要であるから。

　彼女の言う無理はそれとは違う。

　けれども、と真ま宮みやは思う。

　彼女の言う無理とは「嘘うそをつく」ということだ。自分の思っていることではないことをするという意味での無理。

　ならば結局はどちらの無理も同じではないか。どちらにしても、結局は自分の本意を無視するという意味での無理。どちらも無理をしないということ。

　だからどうした。どっちにしたって別にこれは無理でもなんでもねえよ。真宮はそう反復した。黙りこくり、足だけを動かし、前へ前へと歩いて行く。

　けれども少しも前に進んでいる感覚はなかった。





三章　リングの外の




　翌日の朝。真宮は一睡も出来ずに日の出を迎えた。

　頭の中で細胞分裂のように増殖する「綾りようを好き」という言葉。真宮はそれと一晩中戦っていた。次から次へと増えるそれらをなんとか潰つぶして消し去ろうとするのだが、そうする度に言葉は増え密度を増していく。仕し舞まいには思考の全すべてを支配するまでに増殖していた。

　なんなんだちくしょう、と真宮は毒づき上体を起こす。眠ることは壁の時計の短針が四時を指した頃ころに諦あきらめていた。目的を眠ることからこの考えを消し去ることへと変えた。けれどもそれは敵かなわず、むしろそうしたせいで悪化の一途を辿たどるだけだった。

　カーテンから溢あふれる朝日が真宮の顔に差す。時計を見ると、いつも起きている五時半少し前。ため息を吐つき、仕事をこなすその時を今か今かと待っている目覚まし時計のタイマーを切る。

　真宮は起き上がり洗面所に向かった。顔を洗い少しだけ寝ぐせを整える。

　部屋に戻り着替えをする。格好は上下ともジャージ。毎朝の日課である早朝トレーニングをするためだった。動けばいくらかこいつもマシになるだろう。そんな淡あわい期待もいくらか胸に秘め、真宮はランニングシューズを履いて外に出た。

　そうして朝日が照らすまだ半分眠ったままの街へ飛び出した。




　学校へ向かう真ま宮みやの足取りは普段よりいくらか重かった。早朝トレーニング、ランニングや縄跳び、筋力トレーニングやシャドーボクシングをこなしてもそれを完全に追い出すことは出来なかった。体を動かしている最中はいくらか薄うすまっていた。体を動かすことで無理やり意識をそちらに集中できた。結局一度脳内に、しかも大量に発生したそれを追い出すことなんて一日二日じゃ不可能だ。ならば手は意識しない意外にはない。

　だが当然運動を終えれば意識は再びそちらに戻る他なかった。運動後シャワーを浴びていたり朝食や弁当を作っているときなど、能動的に何かをしている時はやはりいくらか薄まったが、ほんの少しでも手を止めるとそれが瞬時に怒ど涛とうの勢いで戻ってきた。




　真宮はため息を吐つく。ため息を吐く他なかった。歩く程度の運動ではそれを意識しないまでには足りない。ゆっくりとした上に受動的な動作に近く、おまけに変化が少しもない。何かしら変化があればそちらに意識を移動させることができた。そう思い変化を求めて景色を見たりするのだが、街の景色もまた一日二日そこらで劇的に変化したりはしていなかった。

　結局無理なのだろう、と真宮は諦あきらめる。どうせ他に意識を移動させても、どうしたってそこへ戻ってきてしまう。だったらもう無駄なあがきはせずにそれが当たり前になるまで我慢するだけだ。工事の雑音だって慣れてしまえば問題ない。それと一緒だ。

　そう思ったところで数分程度で当たり前になるほど慣れられるわけもなく、何度目かのため息を吐いた頃ころ真宮は学校へついた。

　教室には既に綾りようがいた。

　途端、それは怒涛の勢いで真宮の頭に戻ってきて、一瞬で埋め尽くしてしまう。

「おーす」

　綾がポニーテールを翻ひるがえし真宮に声をかける。その顔を見ただけで何かを吐き出してしまいたい衝動に駆られた。それをなんとか飲み込み「おっす……」と返す。そうして脱力しきったようにどっさりと自分の席に腰を下ろした。

「目大丈夫？」眼がん帯たいをしていない真宮の目を見て訊たずねる。

「ああ、まあ……」

「なんだ、元気ねーな。具合でも悪いのか？」視線は真宮の目から外さない。

「いや、別に……」

「……すげー悪そうなんだけど。熱でもあんじゃねえの」

　綾はそう言い、熱を測るべく真宮の額ひたいに手を伸ばす。

　瞬間――真宮はとてつもない勢いでのけぞり退たい避ひした。

「うわっ、すげー反射。トラウマできちまったかこれ……大丈夫だってもう目に指ぶっさしたりしないからさ」

　そう言ってなお手を伸ばす。真ま宮みやも椅い子すを引きなお後退し、ぶんぶんと首を横に振る。

「マジ無理だ。今触られたら死ぬ」

「死ぬほど嫌か」綾りようは苦笑し、冗談でそう言った。が、

「嫌だとかそういうんじゃねえよ！」真宮は慌あわてて否定する。「あ、いや、その……風邪！　感う染つるとわりぃからな」そうして即座に嘘うそをつく。

「なんだやっぱ風邪ひいてんのかよ。だったら無理して学校来なけりゃいいのに」

「ま、まだ風邪かどうかわかんねえからさ。ちと保健室行って来るわ！」

　真宮はそれだけ言うと慌てて立ち上がり教室から駆け出ていった。




　実際に保健室に行くことはなかった。とりあえず行き場が無いのでトイレに向かい個室に篭こもる。しばらくそこで佇たたずんだ後ここは空気も悪いし狭すぎるし、第一排便する場所だ、と思い外に面した渡り廊ろう下かに向かった。そうして渡り廊下で朝の晴天を仰ぎ、何度もため息をつき頭を冷やして教室に戻る。

「お、どうだったよ」綾が即座に訊たずねる。

「……熱はなかった。一応薬もらって飲んだから、まあなんとかなるだろ多分」

　どこか自分自信に言い聞かせるようにそう答える。

　なんとかなるだろう。というか、なってもらわないと困る。

　けれども席が前後であるかぎり綾は常に数十センチ前にいて、そのポニーテールは常に目の前で揺れていた。視界に入れなきゃ問題ないと下を向いたり横を向いたり目を閉じたりするのだが、そうすると何な故ぜか今まで感じたこともなかった彼女の髪の匂においが異様なまでに鼻び孔こうをくすぐる。それは口で息をすることによってなんとかシャットアウトすることができたのだが、普段と違うことをしているせいでどうしてもその原因も一緒に意識せざるを得ず、結局状況は一つも改善されなかった。




「ほんとに大丈夫かお前。なんか呼吸荒かったけど」綾が心配そうに顔をしかめて言った。それを聞きバレてたのか、と真宮はがっくり肩を落とす。

「ちょっと鼻詰まってるからな……まあ昼休みまではがんばるわ」

「そうか？　あんまり無理すんなよ」

「おう……」真宮はそれだけ答えて机の上に突っ伏した。

　心配してくれるのはありがたかった。ものすごくうれしかった。だが同時に余計に苦しくもなった。なんでそうお前は俺おれを苦しめるんだ、などというむちゃくちゃな思いまで生まれだす始末だ。

　俺おれは一体どうしちまったんだ、と真ま宮みやは思う。風邪じゃなくとも本当になにかの病気にでもなってしまったのではないだろうか。あまりにもいつもの、今までの自分とは違う。なにもかもが。

　その原因を、真宮はなんとなくだが察していた。けれどもそれを見てしまうと、認めてしまうとなにかとてつもないことが起きてしまうように感じていた。開けてはいけないパンドラの箱。わからない。知らない。今までなかった。故ゆえに怖い。そういう思いがどこかにあった。

　そして昼休み。真宮は限界を感じ席を立った。

　それをどうにかするために、考えうる中で唯一できることをしに行くべく。




　その頃ころ瑞みず姫きは友人の柳やな川がわ歩あゆみと自分の教室で弁当を食べながら他た愛あいもないおしゃべりをしていた。歩はものを食べながらしゃべる癖があり瑞姫はいつも直すよう言っているのだが、歩に直そうとする様子はまるでなかった。

　瑞姫の教室、一年三組は賑にぎやかだった。皆が和気あいあいとおしゃべりをし、笑いながら僅わずかな休息を満喫している。外もカンカン照りの陽気な天気で、空も青く澄み渡っていた。高校生活における青春といったものの中から見み栄ばえのいいものを選出し切り取ったかのような、そんな昼下がり。

　そんな教室の戸が、唐とう突とつに大きな音をたてて開かれた。

　教室の戸というのは不思議なもので大変よく音をたて、その音には教室内にいる者の視線を無作為に引きつける魔力がある。何な故ぜだかはわからなかったが、そういうものであった。よって教室の中にいた全員がその音に反応して入口の方を向いた。

　途端空気が凍り、音が消えた。廊ろう下かや他の教室の音は相変わらず聞こえているのに、その教室だけが突とつ如じよ音を失った。皆が一点を、入口に立つ者を見て声を失い体の動かし方を忘れてしまったようだった。

　そこには一人の男が立っていた。いるだけで威圧感を与えるほどのガタイ。野生の虎とらですら震え上がりそうな鋭い目付き。これでもかと言わんばかりに深く刻み込まれた眉み間けんのしわ。おまけに今日はそれらが三倍増しといった具合の不機嫌さ。全身から出ているなにやら殺気めいたオーラ。

　真宮逢人おうじだった。

　瑞姫は急に凍りついた教室の様子に戸惑いながらも、その見知った闖ちん入にゆう者しやに目をやった。真宮はその大きな体を動かすことなく教室を一通り見回し――瑞姫と目が合った。

　瑞姫はわからなかった。なんで教室のみんなは突然黙りこくったのだろうか。なんでみんな、私と彼を交互に凝視しているのだろうか。前に歩が真宮くんはケンカが強く怖い不良であると言っていたが、これほどまでのものなのだろうか。

　ともかく、真ま宮みやくんがわざわざうちのクラスにやってきてしかも私を見ているということは私に用があるということなのだろう。瑞みず姫きは教室中の視線が自分に向けられているのを感じつつ、自分の方へやってくる真宮を見ながらそう思った。

「……ちっと面つら貸せ……」

　真宮は今にも倒れそうな様子であったが、目だけはギラギラと狂きよう気きを伴い鈍く光っていた。

「あ、うん。別にいいけど、その言い方はちょっとないんじゃない？」

　瑞姫がそう答えると、途端に教室中の空気が張り詰めた。こいつなんてことを、といった具合に。

「……顔貸してくれ」

「面が顔に変わっただけじゃん。まあ一応命令形がお願いに変わってはいるけどさぁ……」

　瑞姫は呆あきれた様子で小さく一つため息を吐つき立ち上がった。

「ごめん歩あゆみ。ちょっと行ってくる」

　瑞姫は前の席で自分を見上げている友人にそう言う。友人柳やな川がわ歩は目を見開いたままそれを聞き、瑞姫を見送った。




　真宮が向かった先は屋上であった。ここならば誰だれにも聞かれないだろうという思惑もあったが、なにより青空の下に出たかった。

「それで？　なんか話あるんでしょ」瑞姫はすぐに話を切り出す。

「ああ……これどうにかしろ」真宮はふらふらとしたまま、自分の頭を指して言う。

「……えっと、何を？」

「それは、言いたくねえ……けどどう考えてもお前のせいだ。だからなんとかしろ」

「は？　意味分かんないし。私のせいって言われても私なにもしてないと思うんだけど」

　瑞姫はムッとして反論する。

「あー、だからお前が昨日よ……」真宮はイラだたしげに頭を掻かきむしる。

「昨日？　――あっ、もしかして綾りよう姉ねえのこと？」

　瑞姫がそう言うと、真宮はぎくりと体を強こわ張ばらせ黙りこくった。案の定すごくわかりやすい。図星か、と瑞姫は思う。

「それで？　私が綾姉のこと好きなんでしょとか聞いちゃったせいで意識しすぎて綾姉のことが頭から離れなくなっちゃったとかそんな感じ？」

　再び真宮はビクリと体を強張らせる。額ひたいに汗をかき、目の焦点が定まらない。みるみるうちに苦虫でも噛かみ潰つぶしたかのような表情へと変化する。

　なんてわかりやすいんだ、ここまで顔に出る人初めて見た、と瑞姫は感心すらしていた。

　やがて真宮は歯ぎしりしながら顔を上げた。

「まあ、そんなとこだよ……てめぇのせいだぞクソッ……」

　真ま宮みやは一層いらついた様子で頭をかきむしる。そんなことは彼にとって初めての経験だった。だからそれがどういうことなのかわからなかった。わからなかったから、わからないなりに考えて瑞みず姫きのせいだという結論にいたった。

「えーっと……それ別に私のせいじゃないんだけど。ていうかむしろ私のおかげ？」

「なにがおかげだよクソッ。ふざけんなよ、こっちはそのせいで昨日からずっとわけわかんなくておかしくなりそうなんだよ。なにがおかげだっつうの」

　真宮は相変わらずいらだたしげに、吐き捨てるように言う。

「え、だって私のおかげで綾りよう姉ねえのことが好きだって気づけたってことでしょ？」

　瑞姫はさも当たり前の事のようにそう言った。瞬間、真宮は再び停止した。その様子を見て瑞姫はもしや、と思う。

「もしかして――真宮くんまだ気づいてないの？　それ完全に綾姉のことが好きってことだよ」

「――だ、だから違う」

「違くないって。いい？　普通好きでもなんでもない人のことそんなに考えると思う？」

「……考えねえだろうな普通……嫌いなら別だけど」

「でしょ？　真宮くん綾姉のこと嫌いなの？」

「……別に。嫌いじゃねえよ……」

「でしょ？　じゃあもう好きしか残ってないじゃん」

「だからお前が変なこと言ったせいで頭から離れなくなっちまったんだって言ってんだろうが！」勢い良く顔を上げそう吠ほえる。

「だからなんでそれが私のせいになるの。綾姉のこと考えずにはいられないのは真宮くん自身でしょ？　私が催眠術でもかけたっていうの？」

「ああ……そうか催眠術か」真宮は目から鱗うろこが落ちたといった具合に呟つぶやいた。

「まさかそれ本気で言ってないよね……」

「だってそれ以外ありえねえだろうが」

　なるほど、この人本物のバカだ、と瑞姫は悟さとる。

「いや催眠術の方がありえないから。ていうかこういう経験なにも初めてじゃないでしょ」

「こういう経験ってなんだよ……」

「誰だれか異性、女の子のことが頭から離れないって経験」

「……初めてだからわけわかんねえんだろうが」

「――初めてなの？」瑞姫は目を見開いて訊たずねる。

「んだよ、なんか文句あっか」

「文句はないけど、え、真宮くんもしかして今まで女の子のこと好きになったことないの？」

「……ねえよ」

「――ゲイ？」

「さすがに怒るぞ」

「ごめん思わず……ほんとに今まで一度も女の子のこと好きになったことないの？」

　瑞みず姫きは念を押すように再度訊たずねる。

「だからねえって言ってんだろうが」

「じゃ、じゃあさ、かわいいなーとか、気になるなーとか、仲良くなりたいなーとか、そういうことも思ったことない？」

「……ねーよ。覚えてる範囲ではな」

「……真ま宮みやくん、あんた絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆ級の超純情少年だよ……」

　瑞姫はがっくりと肩を落として言った。全身から力が抜ける気分だった。

　一体どのような人生を歩んできたら高校生になるまで一人も異性を好きにならないでこれるのか、瑞姫には見当もつかなかった。軽いカルチャーショックだ。もはや人格に難ありと疑わずにはいられない。その顔でそのなりでその純情さ、ギャップどころの話じゃないってほんと、などと思い頭を抱える。

「真宮くんはあれだね。初めてだから自分の感情がよくわからないっていう、そういうことだね多分」

「だからそう言ってんだろ。初めてだからわけわかんねえって」

「うん。初めてだからわかんないと思うけどさ、それが好きってことなの。その感情が、好きなの。真宮くんは否定するかもしれないけどね」

「だから違うって何回も言ってんだろ。バカかお前」

「バカはそっちだっつうの！」

　瑞姫は思わず吠ほえた。その後で深呼吸をし、落ち着きを取り戻そうとする。

「わかった……じゃあ真宮くんは綾りよう姉ねえのことどう思ってるわけ？　好きとかそういうの抜きで」

「どうって、いいやつだとは思うな……」真宮はぎこちなく答える。

「うん……他には？」

「……俺おれなんかと普通に話したりしてくれんのは結構ありがてえな……楽しいし。挨あい拶さつとか、笑いかけられたこととかほとんどねえし、当たり前に友達になってくれたしよ……あとなんっつうか、ボクシング、殴ることしか能がねえ部分を認めてくれたっつうか、褒ほめてくれんのはありがてえし。それとかっこいいっていわれたのは、嬉うれしかったな……」

　それ、ベタぼれしてんじゃん！　と瑞姫は心のなかで精一杯につっこんだ。

　ここまで言っといて好きじゃないなんてことはあり得ない。それでも自分では好きだという自覚がないのだから、瑞みず姫きには真ま宮みやがどこか別世界の住人のようにすら思えた。男子がこうなのか、それとも真宮だけが圧倒的に例外なのか。なににしてもどういう生き方をしてくれば自分の中の「誰だれかを好き」という感情に出くわさずにここまでこれるのか、瑞姫には想像ができなかった。もちろん人それぞれだとは思うのだが、それにしても、と思うのだった。

「え、てかかっこいいって言われたってほんと？」

「ああ。ブー太郎と試合した後、戦ってるとこがかっこよかったって」

「へー……」瑞姫はそう感嘆の声を漏もらす。

　綾りようが誰かのことをかっこいいというのはすごく珍めずらしいことだった。綾のかっこいいの基準は、瑞姫にはよくわからなかった。姉妹であったがわからなかった。ただ外見だけで判断することはないということだけはわかっていた。

　試合しているところを見て、ということはおそらく真宮の戦ってる姿、強さが心の琴きん線せんに触れたんだろう、と瑞姫は考えた。なににしても珍しいことだったのでこれはもしかしていくらか脈はあるのでは？　と瑞姫は思った。

「えっと、じゃあさ、真宮くんは綾姉ねえとどうなりたいっていうか、どうしたいとか、そういうのはある？」

「……ねえよ別に」

「いいから強がんなくて」

「……なんかお前人変わってねえか？」

「別に。これが素すなだけ。いいからさっさと言っちゃいなよ。ないなんてあり得ないことぐらい私にはわかってんだからさ。吐いて楽になっちゃいなよ。もっと話したいとか仲良くなりたいとかあるでしょ絶対」

「――あーその通りだよクソッ！　なんでわかんだよお前!?　やっぱ超能力とか使えんだろ絶対！」図星を突かれすぎてやけくそになる真宮。

「超能力とか小学生ですか……じゃあさ、それがあるってことは綾姉のこと知りたいとかもあるでしょ？」

「……」

　もはや真宮はなにも答えなかった。けれどもその表情、反応からは肯こう定ていの意がこれでもかというくらいにじみ出ていた。

「沈黙もまた答えだね。真宮くんすごく顔に出るから隠したり嘘うそつくの無理だと思うよ」

　瑞姫がそう言うと真宮の表情はみるみるうちに悔しそうなものに変わっていく。口を真ま一いち文もん字じに結び、そっぽの空間を凄すさまじい形相で睨にらみ続ける。

「……まあいいや。じゃあ真宮くん、判決を申します」

　瑞姫がそう言うと真宮は「何言ってんだこいつ？」といった具合に顔をしかめた。

「真ま宮みやくん――あなたは綾りよう姉ねえのことが好きで好きでたまらない症しよう候こう群ぐんです！　ずばり恋の病ってやつだね」

　瑞みず姫きはビシリと指をさして言った。言いながら「あ、これ判決っていうより診断だ。しくった」などとどうでもいいことを思っていた。

「だから昨日からなんべんも違うって言ってんだろうが！」

「なんでそんなに認めたがんないの？　はぁ、もうそういうことでいいよ。でもね、一つ言っとくけどどれだけ違う違う言っても綾姉のこと考えるのやめられるようにはならないよ。むしろもっとひどくなるし苦しくなるから。それにそんな風にしてる間に綾姉にも彼氏できちゃうかもしれないしね」

　瑞姫は真宮の目を真まっ直すぐ見つめ、はっきりとした口調で言う。

「これは予言なんて生なま易やさしいものじゃないからね。絶対そうなるっていう、確定されてる事実だから」

「……なんでんなこと言えんだよ」

「そりゃ真宮くんが人間で男の子で高校生で、もっと言うならこれが初恋だから」

　瑞姫はそうまくし立て、一度も振り返らず足早に屋上を後にした。真宮も引き止めることはなかった。そんな余裕はなかった。真宮は一人屋上でポツネンと佇たたずんでいた。

　頭の中で瑞姫の言葉が何度も再生されていた。藤ふじ室むろ綾に彼氏ができる。それを想像するといてもたってもいられなかった。考えるだけで試合に負けたときと同じようなショックを覚えた。しかも試合とは違ってその後がない気がした。後のない真まっ暗くら闇やみの絶望。

　真宮はその場で胡座あぐらをかき、昨日同様彼の心中とは裏腹な青く澄んだ空を見上げ続けた。







　昼休みが終わり、五時間目の後の休み時間。綾がポニーテールを翻ひるがえして振り返る。

「具合どうだ？」

　その顔。その声。それだけで真宮は息が詰まった。

「まあ、普通だよ……」

「そうか？　まだ顔普段と違う感じだけど。汗かいてるし」

　綾にそう言われて初めて額ひたいに汗が滲にじんでいることに気づく。真宮は慌あわててそれを手で拭ぬぐった。

「うわっ、なに手で拭ふいてんだよ。ハンカチとか持ってねえの？」

　綾は顔をしかめ自分のハンカチを取り出し真宮の方に差し出す。

「いや、ティッシュあるから大丈夫だ」

　真宮はそれを受け取らず急いで自分のカバンからポケットティッシュを取り出す。今彼女のハンカチなんかで額を拭いたらどうなるかわからなかった。幸いポケットティッシュは未開封の状態であった。真ま宮みやはそれで額ひたいの汗を拭ふき、ぐしょっと湿ったティッシュを後ろのゴミ箱に捨てて席に戻る。が、

「はは、ティッシュついてっぞ」

　綾りようが真宮の額に手を伸ばし、汗で濡ぬれて額に張りついたティッシュの切れ端をそっと取る。

　真宮はもう、死ぬかと思った。

「だからハンカチとかじゃねえとダメなんだよ。ほら、今日一日貸してやっから」

「……ああ、んじゃ……」

　大人しく差し出されたハンカチを受け取る。もはや拒否する体力すら残っていなかった。

「お前さ、ほんとにもうリベンジいいの？」

「ブー太郎とか？　まあな」

「ふーん。いや、別にお前がそう言うなら全然いいんだけどさ、決着つけなくても大丈夫なの？　あんな苛いら立だってたのに」

「まあ満足したからな。やりきったっていうか、別にもういいか、って」

「そっか。まあしょっちゅうボクシングやってんだもんな。十分か」

「……だな」

　真宮は一瞬躊ちゆう躇ちよし、そう答えた。

　最近闘争心というものがあまり湧わかない自分に気づいていた。それはボクシングをしている時も同じだった。以前よりボクシングがしたくて仕方ない、試合がしたくて仕方ない、殴りたくて仕方がないという思いが薄うすらいでいた。その予兆は風ふう太た郎ろうと再戦する以前からあったが、それ以後より強まっていた。それを話すべきか一瞬悩み、言わないことにした。

　それを言ってしまったら自分が自分でなくなる気がした。同時に、幻滅されるような、そんな不安が何な故ぜかあった。

　ボクシングを思い切りできない自分に、いったいなんの価値があるんだろうか。

　ただ一つやりたいこと。ただ一つできること。ただ一つの自分の居場所。

　それが薄らいでいる。何故。真宮は言い知れぬ不安を覚えた。何故？

　真宮は顔を上げ、綾の顔を見る。それと同時に瑞みず姫きの言葉が脳裏をよぎった。




「真宮くんは綾姉ねえのことが好きなんだよ」




　――ああ、そうなのか、と真宮は思う。

　他ができた。それ以上なのかはまだ判断がつかない。けれども自分の中に、ボクシング以外のもの、暴力以外のものができた。他にしたいことができた。

　他に好きなものができた。

　リングの外に、世界が広がった。

　風ふう太た郎ろうを倒すことが、勝つことが目的だったのではない。多分彼女に、自分が戦っているところを見て欲しかった。自分が一番自信のあるものを。自分が自分だと胸を張って思えるものを。自分が生きているところを。

　自分自身を。

　戦えと言われ、勝てと言われ、かっこいいと言われ、肯こう定ていされたから。




　それに気づき、真ま宮みやはうっすらと笑った。




「え、なに笑ってんの？」

「――いや、別に。ただの思い出し笑いだよ」真宮は慌あわててぎこちなく顔をしかめる。

「んだよ気になんなー。まああたしも満足だしいっか。でも惜しかったな」

「惜しかったってあの試合がか？」

　と真宮は返す。その声は自分でもわかるほどひどく上ずっていた。

「そ。ダウン奪い返して攻めに転じて、あと一歩って感じだったのに。ったく先生も空気読めって感じだよなぁ、無理だけどさ」

　そう話す綾りようの様子は本当に悔しそうに真宮には見えた。

「だな。どうせあと一分もなかったし」

「そうそう。あのさ、こんな事聞くの野や暮ぼだと思うんだけど、あのまま終わりまでやったらどうなってたと思う？　お前の感覚では」

「どうだろうな……一発さえもらわなければ多分もう一回ダウンとって勝ってたと思うけど」

　真宮は苦笑を浮かべてそう答える。幸いにもボクシングという自分の得意分野の会話を綾は振ってくれていたので、なんとか下へ手たに気取らずに話すことができていた。しかし相変わらず心臓はバクバクと鳴っていた。

『好き』はもう、無視できなくなっていた。

「あたしもそう思うな。外で見てるからにはお前のほうが優勢だったしよ。それで、本気のブーはどうだったよ」

「……強かったな、かなり。ジムには俺おれより強いプロの人も普通にいるけど同い年であんなのは初めてだ。あれだけ体重差がある相手とやったのも初めてだったしな。どんだけ打っても倒れねえし、パンチは一発がバカみてえに重いしよ。でもまあ、無茶苦茶に楽しかったな。あんなに楽しいのは久しぶりだった」

　そう話す真宮の顔には、無意識のうちに笑みが浮かんでいた。少し怖い笑みが。

「ほんと、そんな感じだな。顔緩ゆるみ過ぎだぞ」

　綾りように指摘され初めて気づき、慌あわてて顔を普段のそれに取とり繕つくろう。

「はは、別にいいだろ緩ゆるんでたって。そんだけ楽しめるもんがあるって羨うらやましいよ」

「つってもボクシングだぞ。言っちゃなんだけど暴力だしよ」

「関係ねえよ。立派なスポーツだろ？　それ見て感動する人だっていんだしさ。少なくともあたしはしたよ。まあ感動っていうと少し大げさな気もすっけどな」

　綾はそう言って笑った。

　その笑顔、その言葉に真ま宮みやは許された気がした。この一六年間を。これまでの全すべてを。自分自身を。




「――あんがとな」

「うわっ、礼言われるとは思わなかった。ほんと顔に似合わねえっつうか、律りち儀ぎだな」

「なんだよそれ。俺おれは礼も言っちゃダメか」

「んなわけねーだろ。どういたしまして。まああれだよ。こっちこそ感動をありがとうってやつ」

　綾はそう言い、自分で笑った。





　　　　＊






　放課後、バイトへ行く道すがら真宮は「悪かった」と瑞みず姫きに言った。

「え？　なにいきなり」

「いや、昼はお前のせいにしたりして悪かったっていうかよ……」

「ああ、別に気にしてないけどね。じゃあ私のせいじゃないってことはわかったの？」

　瑞姫はどこか「ふふん」と勝ち誇るように真宮を横目で見上げる。

「まあ、な」

「それで？」

　瑞姫のその短い問いに、真宮は深く息を吐いたあと搾しぼり出すようにして答えた。

「――どうすりゃいいか教えてくれ」

「……えっと、教えてくれって言われてもなんのことかわからないんだけど」

「なんのことって、どうすりゃいいのかだよ。全然わかんねえんだよ、こんなの初めてだから。何をどうすりゃいいのかとか全部」真宮は昼同様ガシガシと後頭部を掻かく。

「あーっと、こんなのっていうのはその、つまり綾姉ねえのこと好きになったってこと？」

「そうだよ。お前が言ったんだろうが」

「まあそうだけど、だいぶ話飛ばされたからちょっとついてけなくて……」

　あれだけかたくなに否定してたのに、いつの間に。瑞姫はその一転っぷりに少し困惑する。が、すぐに「自分の気持ちを認めたってことだしいいことか」と思い直す。

「それで綾りよう姉ねえのこと好きだって自覚したけど経験ないのでどうすればいいかわからないから私に教えて欲しい、と」

「おう」

「え、普通に嫌だけど」

　瑞みず姫きは真顔で即答した。

「な、なんでだよ！」真ま宮みやは思わずそう噛かみ付つく。

「なんでって、逆に聞くけど何で私がそんなことしなくちゃいけないの。何の得もないし」

「そう、だけどよ――そこをなんとか、頼む。ほんとになんもわかんねえんだよ……絶対恩は返す。頼む、お前ぐらいしか頼れるやついねえんだ……」

　真宮は眉み間けんに力を込め、唇を噛み、手を合わせ、頭を下げてそう頼む。今まで見たことがない真宮の必死な様子に、瑞姫は思わずたじろいでしまう。

「それは……べ、別に私じゃなくてもいいじゃん。葉よう子こさんとかじゃダメなの？」

「あいつには……頼りたくねえっつうかそもそも知られたくねえ、からよ……身内だからってのもあるけど。てかできれば誰だれにも知られたくねえし」苦々しげにそう答える。

「あー……男子はそうかもね。初めてみたいだし。じゃあ私にはもう知られちゃったからいいと」瑞姫は確認の意も込めてそう訊たずねた。

「それもあっけど――他に頼れる奴やつっていうか、友達なんていねえからな……」

　その一言に、瑞姫の心がぐらりと揺れる。

　それを知ってか知らずか、真宮は勢い良く顔を上げまっすぐ瑞姫の目を見た。

「頼む。初めてなんだこんなの。どうすりゃいいかはわかんねえけど、本気でどうにかしたいんだ。ほんとにどうしようもないくらい、好きに、なったから……だから頼む」

　拳こぶしを握りしめ、歯を食いしばり、言葉を搾しぼり出した。瑞姫の目を真まっ直すぐ見たまま。

　決定打はその目。その目に、瑞姫は折れた。




「――はぁ……それだけ言われちゃもう断れないじゃん」

　ため息混じりにそう呟つぶやき、顔を上げた。

「わかった、いいよ。私の出来る範囲で協力してあげる」

　彼女もまた、真宮の目を真っ直ぐに見つめてそう返した。

「――ほ、ほんとか？」

「ほんとだって。頼んどいてそりゃないでしょ」瑞姫は苦笑する。

「あ、いや、わりぃ……あんがとな。恩に着る」

「そうだねー。なんせ実の妹の私が協力してあげるって言ってるんだから。たっぷり恩に着てもらわないと」

　神妙な顔つきの真ま宮みやに、瑞みず姫きは笑い飛ばすようにしてそう言った。

「……はっ、その通りだな」短く笑ってそう返す。

「おう、この借りは絶対返すよ」

「三倍返しでね。でもその前にちゃんとがんばって綾りよう姉ねえと上う手まくいかないと。頑張るのは真宮くん本人なんだからさ」

「そうだな。何をどうがんばんのかまだわかんねえけど、やってやるよ」

　ニッ、と前向きな笑みを浮かべて言い切る。その目は瑞姫が折れたあの目と同じものだった。これならもう、しょうがない。そう思い、瑞姫も笑った。




　まだ飛ぶことは叶かなわなかったが、確かに一歩を踏み出した。

　地を歩いてもそこに行くことは叶うから。





　　　　＊






　ところで、真宮は携帯電話を持っていなかった。真宮の家はそう裕福ではなかったため――というよりどちらかというと貧乏であった――携帯電話などというものを持つ余裕はなかった。なくてもこれまでは特に苦労はなかったのだが、これからは事情が違った。




「あーそっか、そういや真宮くんケータイ持ってなかったか……」

　翌日の放課後、駅の近くのカフェチェーンでその事実を再度聞いた瑞姫はうなだれた。アルバイトで一緒になった最初の日、アドレスを聞いた時にその事実を聞いてはいた。けれどもこれまでは瑞姫の方もそれで苦労や支障は何一つなかった。アルバイト先の人との連絡、という点においては葉よう子こがいたからだ。プライベートにおいて真宮と連絡をとるということも、今までは。

　しかし、

「ケータイないのはちょっとデカイかな……」瑞姫は顔をしかめる。

「そうなのか？　別に俺おれはなくても全然平気だけど」

「うーん、でもケータイないとアドバイス一つするのもわざわざ会ってするしかないじゃん？　まあそれはちょっと面めん倒どうだってだけでそこまで問題じゃないんだけどさ、綾姉と頻ひん繁ぱんに連絡取れないっていうのは少しね」

「でもあいつとクラス一緒だし席近いぞ」

「でもそれって所しよ詮せん学校内だけじゃん？　やっぱ付き合うってなるとただのクラスメイトとかから一歩踏み込んだほうが圧倒的に有利だろうしさ。要するにプライベートの時間にもコミュニケーション取るってことだけど、ケータイあれば全然問題ないんだよね。顔見えなければ真ま宮みやくんみたいにシャイでも大丈夫だろうし。それに席近いっていってもずっとその席ってわけでもないじゃん」

「そうだな……てか別に俺おれ付き合いたいとかは言ってねえぞ」

「でも仲良くはなりたいんでしょ？」

「まあ、な」

「んじゃ付き合うのが一番手っ取り早いよ。ていうか仲良くなればなるほど好きが強くなって付き合いたいって思うだろうし。どのみちゴールは一緒でしょ」

「……俺はわかんねえから信じて任せるよ」

「任せるって……ともかくケータイないなら普通以上に努力しないとね。自分から積極的に話しかけないと。今は席近いから綾りよう姉ねえも頻ひん繁ぱんに話しかけてくれるけど離れたらそうはいかないだろうしさ。席近いうちに距離縮めとかないとね」

「自分からか……言われてみっと自分からあいつに話しかけたこと多分ねえわ。人と話すのも苦手だしよ、話しかけんのはもっとな」真宮は苦々しげに言う。

「だろうね。でもがんばんないと。っとその前にいい？　真宮くんケータイないから直接合わないとアドバイスとかできないってさっき言ったじゃん。まあ紙に書いたりとかはできるけど、やっぱ直接質問に答えたりしたほうがいいだろうし。だから先に会う時間決めよ」瑞みず姫きはそう言ってスケジュール帳を開く。

「あー、そうだな。わりぃ時間とらせて」

「いいって別に今更。乗りかかった船ってやつ？　謝るならがんばって結果で示してよ。じゃないと私だって時間とって協力してんのが報われないしさ」

　ほんと頼むよ、と彼女はいたずらっぽい笑みを浮かべる。

「そう、だな。わかった、結果で返す。ほんと、お前ってすげえいい奴やつだな」

「今いま頃ごろ気づきましたか。まあそんなちゃんと話したことなかったしね。んじゃ時間決めるよ。こうやって放課後会うのが一番だろうけど、真宮くん基本毎日用事あるでしょ？　そういや今日はジムとか大丈夫なの？」

「おう。今日はもうしょうがねえから遅れていくか休むかすっからよ」

「そっか。とりあえずバイトのシフト一緒の日は会えるけど、仕事中はほぼ無理と。バイトの前は少し時間あるけど、真宮くんは仕込みしないとだもんね」

「でもあれ自主的にやってるだけだからな」

「え、そうだったの？」瑞姫はいくらか感心して目を見開く。

「ああ。時間あっからやってただけっつうかよ、だからまあ言えばやらなくても大丈夫っちゃ大丈夫ではあるよ。ただちっと申し訳ねえけど」

「あー……じゃあ早めにお店行って、事務室とかホールで話せばいいんじゃない？　いざって時はすぐ仕事できるように」

「そうだな……でもできればおばさんたちにも話聞かれたくねえわ。下へ手たすっと葉よう子ことかにもバレっかもしんねえし、店私物化するみてえなのも嫌だしよ」

「それもそっか……じゃあすぐ近くの喫茶店とかにいてさ、もし今すぐ来て欲しいって時は私の方に電話してもらうとかすればいいんじゃない？」

「……それでいいか。俺おれもあんまわがまま言ってらんねえしな」

「そうそう。そこはもう割りきって。あとはもうバイトの後しかないね。ちょっと遅くなっちゃうけど少しぐらいなら付き合うし」

「……なんかほんと何から何まで悪いな」

「いいよ、喫茶店のお金とかは奢おごってもらうつもりでいるし。学校でも昼とか朝とか時間とれる時はとるから。んじゃ今日のうちできることしとこっか」

　瑞みず姫きはそう言ってスケジュール帳を閉じ、コーヒーを一口こくんと飲んだ。

「おう。よろしく頼む」

「まあなにはともあれやっぱ会話だよね。とにかく話す。幸い今は席近いのもあってあっちから頻ひん繁ぱんに話しかけてくれてるから、その時は胸を借りるつもりでなるべく沢山話す。話を延ばす。終わりそうな時は自分から話題ふる」

「話題ふるって言われてもな……どうすりゃいいかさっぱりわかんねえ」

　真ま宮みやは胃痛でもするかのように顔をしかめて言う。

「あんま意識しすぎないでその時話したいこと話して聞きたいこと聞くのが一番だと思うよ。なんていうか、失敗を恐れないでさ。嫌われたくないとか変に思われたくないとかあんま考えすぎると何も言えなくなっちゃうし。上う手まくいかなかったら反省して次に活いかせばいいの。ボクシングも一緒でしょ？」

「まあそうだけど、俺ボクシングであんま失敗とかしたことねえからな……反省っつってもあんま考えてやったことねえし」

「天才肌ってやつですか……むかつく」瑞姫はムスッとして眉まゆをひそめる。

「……しょうがねえだろ事実なんだからよ。ともかくあれだな、当たって砕けろ、肉を切らせて骨を断てってことだろ」

「やたら痛々しいけど、まあそんなとこ。砕けちゃダメだけど、とにかく恐れずぶつかる。それが全すべてだよやっぱ。で、なおかつ相手を楽しませると」

「あ？　……話したいこと話して聞きたいこと聞きながらも、相手を楽しませる……？　なんか矛盾っつうか、すげえ難しくねえかそれ？」

「そうだけどさ、やっぱ相手に『この人と話すのは楽しい』とか『この人と一緒にいるのは楽しい』って思ってもらえないと好きにはなってもらえないと思うよ。綾りよう姉ねえなんて尚なお更さら。あの人結構頑固っていうか、真ま面じ目めでさ。自分も相手のこと好きじゃないと告白とか絶対オッケーしないんだよね」瑞姫はどこか他ひ人とごとといった様子であははと笑う。

「……あのよ、あいつって今まで付き合ってたやつとかいんのか……？」

「いや？　一人もいないよ」

「……好きだったやつとかは」

「聞いてる限りじゃいないけど。あの人姉妹間では絶対嘘うそついたりしない人だから間違いないと思う」

「……なんかすげえ大変なんじゃねえのかそれ」そう言う真ま宮みやの顔はひきつっていた。

「だろうね。あ、ついでに言っとくけどあの人めちゃくちゃモテるから。その辺は真宮くんもわかると思うけど、背高くてスタイルいいし美人だし明るいし元気だし性格すごいいいし気さくだし。ライバル超多数。そんで真宮くんはケータイないっていうハンデ付き」

「……いや、そうだろうけどよ……マジか」

　真宮はそう言い力なく笑う。対照的に瑞みず姫きはどこまでも他ひ人とごとといった具合にあっけらかんと楽観的な笑みを浮かべていた。

「大丈夫だって。その分真宮くんには三つ子の妹の私っていう秘密兵器がついてるんだしさ。ていうか両思いになって付き合うなんて誰だれが相手でも大変なんだし。みんな大変な思いしてるんだよ」

「……お前もか？」

「え、えぇ!?　そ、そりゃまあ……わ、私のことはどうでもいいから、続き！」

　瑞姫は唐とう突とつにうろたえだし、どこか気まずそうに脂汗を浮かべながら慌あわてて話題を変えた。

「楽しませるっては言ったけどこれも意識しすぎるとあれだし、てか真宮くんにはまだ早いから、まあ無視していいよ。とにかく話をする！　隙すきあらば話す！　で、まあさっき話したいこと話すって言ったけど、自分ばっか話してたって仕方ないわけじゃん。そこでまあ質問っていうか、聞きたいこと聞けばいいんだけど、ここで話を広げるようにすればいいわけ。真宮くん試しになんか質問してみて」チョイチョイ、と手首を動かす。

「質問って……――元気ですか……？」

「はい元気です」

「あ、そうですか……」沈黙。

「はい、話広がらなかったね。ていうわけでそういうのはあまりよくない質問です。イエスノーで答えられるからね。そこで終わっちゃうわけ。そこで５Ｗ１Ｈの出番です」

「ゴーダブリューイチエイチ？　なんだそのカタカナ」

「カタカナっていうか英語なんだけどね……つまり、『誰が・どこで・何を・何な故ぜ・いつ・どうやって』って感じに質問すれば相手がイエスノー以外で答えられて話が広がるってこと」

「おお。でもそれのどこがゴーダブリューなんちゃらなんだよ」

「……真ま宮みやくんほんとに高校生？　どうやってうちの学校入ったの？」

「どうやってって、普通に試験受けて合格してって感じだけど」

「……まあいいや。これ日本語だと『ど』で始まるものが多いらしいよ。どう、とかどこ、とかどれ、とか。だから『ど』で会話を始めようとするといいみたいだね。ただ『どうして』だけはあんま使わないほうがいいみたいだけど」

「へー……すげえなお前。なんでそんなこと知ってんだよ」

「えっ、いや、勉強したからっていうか……てかそれ『なんで』って今言ったばっかの『どうして』と同じじゃん！　Ｗｈｙ！」

　瑞みず姫きは動揺しながら激しくつっこむ。思わず「あ、そうか……わりぃ」と謝る真宮であったが、「ホワイ？」と意味のわからない言葉に首を傾かしげていた。

「まあ今みたいに相手が答えたくないって場合もあるから『どうして』はダメなんだろうね。あと理由は考えないと出ない場合もあるから会話のテンポが悪くなるんだって」

「面めん倒どうくさいなやっぱ……つか今の答えたくなかったのか？　なんでだよ」

「……それわざとやってるの？」

「それってなんだよ」

「……もういいや。とにかくあんま意識しすぎないで、自分が楽しむように会話すればいいの。自分が楽しくなかったら意味ないしね。自分が楽しくて、なおかつ相手も楽しいってのが一番だから」瑞姫は全すべてを諦あきらめるため息を吐ついた後、淡々と続ける。

「おう。まあがんばるよ」

「はいがんばってね。まあ会話はそんなとこかな。相手の話ちゃんと聞いて、合わせて答えるってのも大事だけど、ともかく話すと。そういやお昼は一緒に食べてるの？」

「一緒にっていうか、席前後だからよ。まあ食いながら話したりもするけど、あいつは別の友だちと話してるからな。女の」

「そりゃそうだよね……そこに入ってく度胸はある？」

「ねえよ。つか無理だろ普通に考えて。俺おれそっちの女とはまだろくに話したことねえんだぞ。つか直接話したことは一回もねえよ。あんまよく思われてなさそうだし」

「あーそれは難しいね……その友達って多分佳よし乃のだよね？　って言ってもわかんないか。日ひ吉よし佳乃っていうんだけど」

「あー、多分そいつだ。綾りようがヨシノって呼んでたからな」

「そっか。じゃあ私が行っても大丈夫だろうけど、わざわざよそのクラス行って食べんのはなぁ……歩あゆみもいるし」瑞姫は顔をしかめうーんと唸うなって悩む。

「……あんま無理しなくていいぞ。今で十分助かってるからよ。そんくれえ自分一人でなんとかしてみるし」

「……そうだね。よくよく考えたらなんで私がそこまでしなくちゃいけないんだって感じだし。甘やかし過ぎもあれだしね。んじゃあとは学校外か。綾りよう姉ねえ部活してるし真ま宮みやくんはバイトにボクシングだもんねー。学校ある日はちょっと無理かな……真宮くん休みの日はバイト以外でなんかある？」

「基本ボクシングだけだよ。あとまあ家事やったりだな」

「家事……？　……それはその、本格的に？」瑞みず姫きは訝いぶかしむような表情で訊たずねる。

「そうだな。平日はできねえこととか時間ある時によ。親おや父じが休日も仕事ある時とかあっからな。買い物も休みじゃねえと時間なくてちゃんとできねえし」

「買い物までやってんの!?」瑞姫は思わず大声を出し身を乗り出していた。

「まあ、な……基本分担だったり二人でだったりだけど」

「……似合わな」

「家事に似合うもクソもねえだろ。やんなきゃいけねえからやってるだけだっつうの。誰だれも好きでやってねえよ」

「そうだとしてもさぁ、料理もできるし家事全般もこなしてるって、主婦？　なんか私女なのにその辺完敗してるんだけど……」瑞姫は力なく笑う。

「いいんじゃねえのか別に。それでなんも不自由ねえんだろ？」

「まあ不自由はないけどね……なんかこう、悔しいっていうか――あ、わかった真宮くん。料理教えてよ」瑞姫は唐とう突とつにひらめき、それを口にした。

「は？　なんだよいきなり」

「真宮くん恩は返すとか言ってたじゃん。だからそれ。綾姉とうまくいくよう協力するから代わりに料理教えてよ」

「ああ……でもそんなんでいいのか？」

「他にも色々いいっていうならその時になんか頼むよ。今はとりあえず、時間ある時でいいからさ。元々それ目当てでバイト始めたっていうのもあるしね」

「そうなのか？　でもあれ最初からホール限定だったろ確か」

「うん。でも遊ゆう子こさんに試しに聞いてみたら料理も教えてあげるよーって言ってたからさ」

「相変わらず太っ腹だなあの人。痩やせてっけど」

「はは、確かに。太っ腹は店長の方だね。まあそういうことでいきなりだけどよろしく」

　瑞姫は敬礼するかのように右手を上げて笑みを浮かべた。

「ああ。そんなんでいいならいくらでも教えてやるよ」

「なんかその余裕むかつくなぁ……そうだ休日だったね。休日も綾姉は基本部活か。まあ大体午前だったはずだからお昼から午後にかけては大丈夫かな。その辺空けといてよ」

「おう。でも空けといてどうすんだよ」

「そりゃデートでしょ」眉まゆひとつ動かさずそう言った。

「デート……？　――いやいや無理無理マジで無理だそんなの二人きりでだろ？　無理。もっと先ならともかく今はまだ無理だ。んなことしたら死ぬ」

　真ま宮みやは顔一面を引きつらせ、脂汗をにじませながら全力で拒否をする。

「死ぬってどんだけだよ……――わかった、じゃあ最初は私も行くよ。みんなで遊ぶってことで。それなら大丈夫でしょ？」

「……そうだな。それなら多分、大丈夫だ」

　真宮はどこか自分自身を奮い立たせるかのように、うつむいたまま何度か肯うなずく。

「んじゃちゃんとどっか空けといてね。こっちも綾りよう姉ねえに空いてる日聞いたりして上う手まく調整するから。今回は最初だから話も私の方で通しとくし」

「おう。なんかほんと何から何まであんがとな。感謝してもしきれねえわ」

「ほんと、三倍ぐらいで返してもらわないと。ていうか後のち々のちはちゃんと自分で誘って、二人きりで行かないとダメだからね」瑞みず姫きはため息を吐つき、呆あきれたふうに笑って言った。

「それは、わかってはいるよ。大丈夫だ」

「ならよし。まあ真宮くんの場合は初めてだし、焦っても仕方ないしね。幸いまだ高校生になったばっかだから時間もあるし、ゆっくりいこ。ちゃんと一歩一歩を真剣にね」





四章　いくらかマシに




　またかよ、と真宮は思った。

　放課後、学校からまっすぐジムへ向かおうとしていた途中、真宮は再びそれに遭そう遇ぐうした。

　藤ふじ室むろ雲雀ひばりが二人の男に絡まれていた。

　今度の真宮は迅速だった。彼の中で藤室雲雀という人間が「好きな女の妹」に変わっていたからだ。綾のため。真宮の足は驚くほど滑らかに動いた。

「おう。お前らそいつになんか用か？」

　真宮が声をかけると二人の男は少し驚いて振り返る。

「――なんだお前？」男の片方が真宮に言う。

「一応まあ、そいつの知り合い、だな」

「知り合い？　つかお前どっかで見たことあっぞコラ。ちと名前言ってみろオイ」

「……真宮だけど」真宮は少し迷って苗みよう字じだけ告げる。すると男は眉まゆをひそめ、

「真宮――真宮!?　六ろく中ちゆうの!?」そう目を見開いて声を上げた。

「もう卒業したけど。つか誰だれお前？　知らねえんだけど」

「あ、そ、そうだよな……ま、まあ一回しか会ったことないし、会ったっつってもあれだけど……お、おい行くぞお前！」

「は？　お前何ビビってんだよ」

「うっせえバカ！　こいつマジでやべえんだよ！」

　そう言ってもう一人の男の腕を引っ張り早足で真ま宮みやから逃げていった。その背中を見送り、真宮は雲雀ひばりの方に向き直る。

「……なんかまた困ってるみたいだったから声かけたけど、大丈夫だったか？」

　目は合わせず、ぶっきらぼうに訊たずねる。

「あ、はい……その、困ってたんで、ありがとうございました」

　雲雀は声を絞り出すようにそう言い、ペコリとお辞儀をする。

「ああ……まあああいうのはちゃんと断んねえとダメだと思うぞ。別に無視して逃げたっていいしよ」

「はあ……そうですよね。わかってはいるんですけど……」

　彼女の声はみるみる小さくなっていき、視線も徐々に下へ下へと下がっていく。

「できねえ、か……」真宮は呟つぶやくようにそう言う。

　雲雀は弱々しくこくんと肯うなずいた。

「……あ、じゃあ俺おれジム行かねえといけねえから」

　どこか言い訳するように行き先まで告げその場を去ろうとする。が、

「ジム、っていうのは……」雲雀が引き止めるようにおずおずと訊ねた。

「……ボクシングのジムだけど」

「……ボクシングやるとああいうふうに、なれるんですか？」

　雲雀は顔を上げ、真宮の顔を下から覗のぞき込むようにして見上げる。

「ああいうふう？」

「その、さっきみたいにこう、名前言っただけで相手追っ払ったり……」

　そう答えながら、雲雀の視線はまたどこかおどおどとした様子で徐々に下がっていく。

「いや、あれはボクシングとか関係ねえよ。追っ払ったっていうかまあ、あっちが勝手に逃げてっただけだし」

　どこまでも馬ば鹿か正しよう直じきに答える。おそらく昔どっかでケンカでもした相手なのだろう、と真宮は思うがその事実を告げる気にはなれなかった。

「はあ……でもすごく堂々としてましたし……全然動じないでこう、自信に溢あふれてるっていいますか」

「別に自信があるとかじゃねえけど、まあ慣れてはいるからな……」

「そうですか……どうやったらその、ああいうのに慣れられるんですか……？」

「別に慣れようと思って慣れたわけじゃねえからな……ああいうの今まで何回ぐらいあったんだよ」真宮はふと思い訊ねる。

「それは……すいません覚えてないです……」そう答え弱々しく頭を下げる。

「……それは多すぎてってことか？」

「えっと、結構頻ひん繁ぱんなんで……多分ですけど……」

「多分頻繁ってどんくらいだよ」

「……週に一回あるかないかぐらい、ですかね……」

「それかなり多いだろ。よく知らねえけどよ。それで慣れねえならもう諦あきらめたほうがいいんじゃねえのか？」

　真ま宮みやは何気なく、率直に思ったことを口にする。しかし雲雀ひばりは、

「そ、それじゃダメなんです！」

　唐とう突とつに声を上げ顔を上げ、切実な表情で言った。その反応に真宮は思わずたじろぐ。

「そ、そうなのか……？　――ならまあ、慣れるっつうかちゃんと対応できるよう努力しねえといけねえだろうな……」

　真宮はまた思ったことを、これといった意志もなくそのまま口にした。そしてそれにまた雲雀がいくらか勢い良く食いつく。

「ど、努力すればちゃんとできるようになるんですか？」

「いや、まあ大抵のことは練習すりゃある程度はできるようになるだろうからな……多分」

「な、何を練習すればいいんでしょうか」

「えぇー……そりゃまあ、ああいう場合ならちゃんと断る練習したり、そのために必要な基礎的なもんとかまあ、あるならだけど、つけたりすりゃいいんじゃねえのか？」

　真宮はない知恵をそれなりに絞って考え、そう答える。雲雀はそれを聞き「はあ……」と肯うなずいた後、何やら考えこむようにうつむいていた。

「……もう行っていいか？　さっき言ったけどジム行かねえといけねえから」

「あ、はい。忙しいのに引き止めてしまってすいませんでした……」

　雲雀ははっと顔を上げそう言い、また丁てい寧ねいに両手を前で揃そろえてお辞儀をする。

「おう……じゃあ、気をつけて帰れよ」

　真宮は背を向け駅の方へ歩き出す。その背中に再度「あ、あの」と弱々しい声がかかる。

「あ？」真宮は半身だけ振り返った。

「名前、なんて言いましたっけ……その、忘れちゃったんで……」

「……真宮逢人おうじ」

「あ、はい、真宮さん……すいませんでした。それとその、ありがとうございました……」

「ああ……んじゃ」

　真宮は軽く手を上げ、再度前に向き直り歩き出す。

　あいつ意外と喋しやべんだな、と思いながら。





　　　　＊






　次の日の朝。真ま宮みやの下げ駄た箱ばこの中に手紙が一通入っていた。以前一度だけこうして「果たし状」なるものが入っていたことがあったのでまさかと思ったが、その手紙はどう見ても女子が好むようなファンシーな封筒に入っていたのでまずそれはないだろうとわかり、真宮はとりあえず胸をなでおろした。ではいったい誰だれからか。宛あて名なを探し裏を見る。

　封筒の右下にどこか丸っこく女子らしい丁てい寧ねいな字で、

「藤ふじ室むろ雲雀ひばり」

　と書かれていた。「なんだ？」と思いながらも真宮はそれをとりあえず二つに折ってポケットの中に突っ込み、教室に向かった。




「おーっす真宮」席についた真宮に綾りようが振り返って声をかける。

「おう。……今日も元気だな」

「はは、なにそれ」そう答える綾の顔は、実際元気一杯そうな笑顔であった。

「いや、ただの感想」

「そ。でもあんがと」彼女はそう言うといつもの様に八や重え歯ばを見せてニッと笑った。

「あんがとってそれ、俺おれの感想にか？　なんでだよ」

「えー？　だって元気だねーって言われたらやっぱ嬉うれしいじゃん。うひょーあたし元気なんだー！　ってさ。お前はそうならない？」

「……いや、言われたことねえからわかんねえよ」真宮は少し考えてそう答えた。

「確かにお前あんま元気そうじゃねーからなー。とりあえずもっと笑えよ。そうすりゃ元気だなって言ってもらえるだろうからさ。ほら」

　そう言うと綾は促うながすようにちょいちょいと手招きをする。

「いや、別に面白い事ねえのに笑えねえっつうの」

「注文多いなー。生あい憎にくあたしは面白いことできねえし……とにかく意味なくてもニコニコしてりゃあいいんだよ。笑う門かどには福来きたるって言うし」

　彼女のその言い草に、真宮は思わず少し頬ほおが緩ゆるんだ。

「まあ努力してみるわ」口角を上げたままそう答える。

「おっ、今ちょっとだけ笑ったじゃん。その調子」

　綾はぐっと親指を立て笑顔で言い、前に向き直った。

　真宮はあまり笑うことが得意ではなかった。何な故ぜうまく笑えないのかもわからなかった。でもまあ、確かに笑っている奴やつは元気そうだ。元気な方がボクシングもうまくいくだろう、スポーツなんだし、などと少しズレたことを思いながら真宮はカバンから荷物を出す。

　そこでポケットの中の異物に気づいた。取り出してその紙を見たところで、ようやく思い出す。

　これはこいつに言ったほうがいいのだろうか。

　真ま宮みやはそう思って綾りようの後頭部、すっかりおなじみの場所に鎮ちん座ざするポニーテールを見る。なにせこいつの三つ子の妹からの手紙だ。

　真宮は少し迷った後、とりあえずは言わないで中身を見てからまた考えることにした。話さないほうがいい。なんとなくであったが、そんな気がした。




　一時間目の授業が始まる。真宮は机の下で封筒を開け、中の手紙を読む。

　そこにはこう書かれていた。

〈昼休み、昨日の話の続きをさせてはもらえないでしょうか。ご迷惑なのはわかっていますが、あと一度だけ、お願いします。四時間目が終わったら文化系部室棟の入り口で待っています。

　追伸　このことは絶対にお姉ねえちゃんや瑞みず姫きちゃん、風ふう太た郎ろうくんには知られないようにしてください。お願いします〉

　読み終え、とりあえず綾に話さなかったのは正解だったな、と真宮は少し安あん堵どした。

　その後で思う。昨日の話の続きとはなんだろうか。

　手紙を読むまで思い出さなかったが、昨日そういえばあいつのことを助けてその後少し話をした。確かああいう風にナンパなどされたときどうすればいいのかとか、そんな感じのことを。

　それ以外のことを話した記憶がなかったので、それのことだろうと真宮は思う。けれども、続きとはなんだろう。あの話に別に続きなんてない。

　真宮はとりあえず考えるのをやめることにした。自分の方には話すことなどなかったのだが、こう一方的に頼まれては無視することもできない。面めん倒どうくさかったがあと一度だけとも書かれているので、一回ぐらいは別にいいかと思い付き合うことにした。




　昼休み。真宮は一応弁当を持ち文化系部室棟に向かった。

　文化系部室棟なるものがどこにあるのか初め真宮はわからなかった。事前に場所を聞くぐらいなら構わないだろうと綾に訊たずねたお陰でなんとか辿たどり着つくことができた。

　文化系部室棟なるものの存在すら真宮は知らなかった。当然一度たりとも足を踏み入れたことがない。そもそも学校自体ろくに用がなかったので、文化系部室棟のような授業では決して訪れない場所にはほんの少しも縁がなかった。

　文化系部室棟なる建物の入り口の前に、確かに藤ふじ室むろ雲雀ひばりが立っていた。

「おう」

「あ、こんにちは……あの、ありがとうございます」

　雲雀ひばりはどこかおどおどとしながらも、丁てい寧ねいにお辞儀をして言った。

「いや、別に大丈夫だ」

「……すいません……じゃあ中に……」

　何な故ぜか謝り、雲雀は部室棟の中に入る。真ま宮みやもそれに続き、初めて足を踏み入れる。

　文化系部室棟は木造建築の古い建物であった。それでもうちよかは新しそうだなあ、丈夫そうだし、などと思いながら真宮は中を眺める。

　階段を上がり少し歩き、ある一室の前に着く。扉の上には『英国文化研究会』などと書かれた札がかかっていた。それを見て真宮は「英国ってなんだっけ」と首を傾かしげる。

　雲雀が中を覗うかがうようにしてそっと扉を開ける。中に誰だれもいない事を確認してから室内に入る。

　中は教室の四分の一から三分の一ほどの広さであった。真ん中に机が置いてあり、壁際には本棚があった。

「えっと、ここ私が入ってる英文研の部室です……」雲雀は律りち儀ぎに説明する。

「……おう」

「……あ、お茶、淹いれますね……」

　雲雀は窓際にあるガスコンロの方に向かい、お茶を淹れる準備をする。真宮は別にいいよな、と思いながら弁当を開け一人で昼食を食べ始めた。

「あの、昨日はほんとうにありがとうございました。今日も、わざわざ来てもらって……」

　お湯を沸かしながら雲雀が言う。どこか落ち着かない様子でそわそわとしている。

「別に……」

　何が別になのかわからないが、短くそう答える真宮。ろくに話したことがない女子と密室で二人きりという状況は真宮を落ち着かせなかった。元来女子どころか人付き合い自体が苦手だ。おまけにどうやら雲雀の方も結構に人付き合いが苦手そうなのでマイナスにマイナスを足した形となり、状況はどうしようもなく悲惨であった。とっとと要件を終わらせて帰りたかったが、箸はしだけが進んだ。




「お茶、どうぞ……」雲雀が紅茶の入ったティーカップを真宮の前に置く。

「ああ。あんがと」お茶って日本茶じゃねえのかよ、などと思いながら礼を言う真宮。

「はい……それで、あの、昨日の続きなんですけど……」

　雲雀は机の向こう側に腰を下ろし話し始めた。

「ああ。てか続きってなんだよ」

「その、昨日練習すればって言ってたじゃないですか……でも具体的にどうすればいいのか全然わからなくて……」

「ああ、そういうことか……いや、でも俺おれだってよくわかんねえぞ。昨日だって適当に思ったこと言っただけだし。別に専門家とかじゃねえしよ」

「で、でもこう、昨日とか実際できてましたし、慣れてるそうですし、そういう立場から考えて思うことってだけでいいんです」

「……まあ根拠なくてもいいっていうなら別に構わねえけど……つか俺おれじゃねえほうがよくねえか？　手紙じゃ綾りようとかには知られないようにとか言ってたけどよ、あいつらに頼んだほうがいいだろ」

　面めん倒どう臭いという感情もあったが、それ以上に様々な理由で自分は適任ではないという思いから真ま宮みやはそう言った。しかし雲雀ひばりはどこか気まずそうに顔を曇らせ、身を縮こめて答える。

「それはその、ちょっと……あの三人には迷惑とか、心配とか掛けたくないんで……」

「あの三人って手紙のだよな。別にあいつらなら迷惑だとか思わねえんじゃねえのか？」

「でも、もう十分迷惑も心配もかけてるんで、今までずっと……だからもう嫌なんです、こう、ちゃんと一人でも大丈夫だってしないと……もう高校生ですし、卒業して大学生とかになったらやっぱり離れることになるだろうから、頼ってばかりじゃダメですし……」

　雲雀はうつむき手をもじもじとさせながらなんとか言い切る。

「あー、大体わかった……でもやっぱ別に俺じゃなくてもいいじゃねえか」

「それは……真宮さんはこう、私が知ってる中でもすごく強い人ですし……それにお姉ねえちゃんとも瑞みず姫きちゃんとも風ふう太た郎ろうくんとも友達なんで、信頼できるかなあって……」

　前二人はいいとして、俺はいつの間にあの豚野郎とも友達になったのだろうか、と思う真宮。誰だれの仕業であるかはわからなかったが、その三人のうちの誰かであることはおそらく間違いないだろう。

　なににしても、と真宮は思う。彼はいくらか困惑していた。信用だとか信頼だとか、そういう言葉からは自分はとてつもなくかけ離れた人間だと思っていた。

　間違っている、とも思う。そう言ってやりたくもあった。けれども信頼されるということが嬉うれしくもあった。その信頼はもしかすると、辿たどり辿たどって綾から向けられているものであるかもしれなかったから尚なお更さらだ。

「そうか――まあ、俺にできる範囲でならいいよ」

　照れを隠すかのように斜め下の方を見たまま、首筋をぽりぽりと掻かいてそう答えた。

「あ、ありがとうございます！」

　雲雀はパッと顔を明るくさせ、すぐにその顔ごと頭を何度も下げた。

　信頼された上感謝されるとは。真宮は自分が自分ではなくなっていくような、不思議な感覚を覚えていた。今ここにいる自分は、本当に自分なのかと疑問にすら思えた。

　けれどもそれも、悪くはなかった。

「んじゃよ、昨日も言ったかもしんないけどああいう場合の対応はまあ何個かあんな。一番無難なのは普通に断んのだけど、それもできねえんだよな？」

「そう、ですね……怖いってのもありますけど、申し訳ないって気もしますし……それと一応断ってはいるんですけど聞いてもらえないっていうか……」

「ああ、お前声ちいせえからな。あとこう、何言ってるかわかりづれえっつうかよ、はっきりしゃべってねえからさ」

「それはよく言われます……」雲雀ひばりはうつむき弱々しく答える。

「だろ？　とりあえず申し訳ないってのはもう捨てるしかねえな。相手のこととかは完全に無視。怖いのはまあ、慣れるしかねえってのもあっけどやっぱ自信だろうな。声小さいのとか自分の気持ちはっきり言えねえのも全部自信だと思うぞ俺おれは。お前自分にどんくらい自信あるよ」

「その、あんまり……というか全く……」一層顔をうつむけて答える。

「だろうな……いや、なんか偉そうに言って悪い。でもよ、お前昨日俺が堂々としてたとか言ってたけどそれも多分自信あっからなんだよ。俺の場合はまあボクシングやってるとかもあっからな、あんな奴やつらにビビる必要もねえし」

「じゃあやっぱり私もボクシングをしたほうがいいんでしょうか……？」

　顔は上げずに上目づかいで真ま宮みやを見る雲雀。

「別にボクシングやれってことじゃねえけどな……まあ効果はあると思うけど、とにかくなんでもいいから自信だろ。お前自信なさげっつうか、妙におどおどしてっからな。多分それでナメられて声かけられたり、なんか言っても無視されんだと思うぞ。もっと堂々としてりゃ断るもなにも声かけられんのだって減るだろうしな」

「それでもなくなりはしないんですね……」

「そりゃなあ、整形でもしねえ限りは。顔いいからしょうがねえだろ」

「え、いや、顔いいだなんてそんな……」

　雲雀は頬ほおを淡あわく染め、手をブンブンと振り慌あわてて否定する。

「んなこと言っても客観的事実だからな……そこある程度自覚しておかねえと対策もくそもねえだろうし」

「そ、そうなんですか……？」

「多分。だってそれがそもそもの原因だろ。自覚なかったのか？」

「え、あ、はい……いやでも、男の人がああいうふうに女の人に声をかける時にこう『かわいい』とかいうのは常じよう套とう句くで、お世辞みたいなものじゃ、ないんですか……？」

「まあそうだろうけど、でもそれなりにかわいくもねえ奴にかわいいだなんて言わねえだろ。そもそもかわいいと思わない相手には初めから声なんてかけねえだろうしよ」

「はぁ……じゃあ、どうすればいいんですかね私は……」

　雲雀はすっかり肩を落とし力なく言う。

「それ自体ならサングラスとかマスクで顔隠したりすればなんとかなるとは思うけどな。まあ不審者になっちまうけど。とにかく自信つければ声かけられにくくなるしよ、それに声かけられたとしても断れるようになると思うぞ」

「わかりました……それで具体的にどんなことをすれば自信がつけられるんでしょうか」

「そうだな……とりあえずでかい声を出しゃいいんじゃねえかな」

「でかい声を出す、ですか……」雲雀ひばりは真ま宮みやの目を見て反復する。

「おう。さっきの話にもつながっけどちゃんと声出せりゃ相手も少しは聞いてくれるだろうし。自信がないから声出せねえんだろうけど、逆に声出せねえから自信がねえわけでもあるだろうからな。だったら自信なんてあやふやなもんよりは声出すっていう具体的な行動を優先すべきだろ」

「なるほど……じゃ、じゃあ発声練習みたいに、大きな声を出す練習をすればいいんですね？」少し顔を明るくして訊たずねる。

「多分。あとはちゃんと言いたいことを言えるようになんねえとだめだろ、やっぱ」

「いいたいことを言えるように……」

　藤ふじ室むろ雲雀はメモでもとるかのように反復する。

「まあこれも同じだけど言いたいことをちゃんと言えるようになれば自信がつくだろうし、自信がつけば言いたいことを言えるようになると思うけどな。断るってのはお前の言いたいことだろ。だったらやっぱり、言いたいことをはっきり言えねえとダメだろ」

「そう、ですよね……はい、ちゃんと断れるようがんばります」

「あとはそうだな……やっぱいくら口でどうこういえるようになっても、力にものいわされちゃどうしようもねえからな。せめて振りほどけるぐらいの力とか行動力、あと走って逃げれるだけの体力と脚力もねえといざって時に対処しきれねえな。お前人殴ったこととかはあるか？」

「え？　ひ、人を殴ったことですか？」雲雀は目を見開く。そうしてどこかオロオロとして答えた。「そ、そんなの全然、全く一度も……す、すいません」

「いや、別に悪いなんて言ってねえよ……まあ暴力を振るうってのは一つの余裕でもあるし選択肢でもあるし、自信でもあるだろうからな。そういうこともできるんだってのが自分の中にあればいざってときも毅き然ぜんとしていられるだろうし。あれだよ、抜ける刀は多いほうがいいっていう」

「……それは私に人を殴る練習をしろ、っていうことなんですか……？」

　そうおどおどと、なにか恐ろしいことでもするかのように聞く。

「人っていうか、まあ殴る練習をしとくにこしたことはねえと思うけどな。例えばほら、ボクシングのサンドバッグとか。綾りようはなんっつうかこう、自信に満みち溢あふれたようなツラしてんだろ？　あれ多分空手のおかげでもあんだろ」

「なるほど……でもサンドバッグなんてうちにないですし……」

「まあシャドーでもいいとは思うけど……護身術とかやってる道場とかもあるだろうし、なんならそういうとこ行きゃいいんじゃねえの？　綾りようたちにバレたくねえなら隠れて」

「はあ……今度探してみます……あの、真ま宮みやさんが行ってるジムは女性はダメなんでしょうか……」

「確か大丈夫だけど……つか実際いるからな。でも豚もそこ行ってたかもしんねえからバレる可能性はあっぞ。あと当然金かかるし」

「えっと、いくらくらいでしょうか……」

「うちは高校生だと月九千だな。入会費は確か二ヶか月げつ分くらいだったと思うけど」

「……そっちはもう少し考えてみます……」雲雀ひばりは顔を青くしてそう返す。

「まあ別にわざわざ金払う必要もねえだろ。一人の時はジョギングとか縄跳びでもして体力と脚力つけてればいいんじゃねえのか。あと基本的な筋トレもな。腕立て腹筋背筋は鍛きたえとくにこしたことねえし。結局日常的に体動かすこと自体がある種の自信に繋つながんだと思うぞ。気分も晴れるし。自分はこれをやってるぞっていうのがあれば、その自信を他の場面でも使えたりもするだろうしよ」

「――わ、わかりました。なんかこう、説得力がすごいです……できそうな気もしてきましたし、やっぱり真宮さんに相談して正解でした。ありがとうございます！」












　雲雀ひばりはいささか興奮した様子でそう言い、何度も何度も赤べこのように頭を下げた。

「お、おう……まあ全部俺おれはそう思うってだけの話だけどな。だからあんま本気にしないほうがいいっつうか、話半分程度に聞いといた方がいいとは思うけど。つかマジで偉そうなこと言いまくって悪かった。調子のりすぎだな。何様っつうかよ」

　真ま宮みやはどこか照れた様子でそう自分を卑ひ下げする。しかしそれが全すべて照れ隠しであることは明白であった。

　こうして誰だれかの力になれることが嬉うれしくもあったし、どこか楽しくもあった。自分の考えを話すことが気持ちよかった。そういう経験がろくになく、故ゆえに悪いものでもないと感じた。

　自分がようやく、いくらかマシな人間になれたような、そんな気がした。





　　　　＊






　ある日の放課後。真宮と瑞みず姫きが揃そろって和泉いずみ食堂に行くと、店の入口の扉に「臨りん時じ休業」と書かれた札がかかっていた。

「あれ、どうしたんだろ。真宮くんなにも聞いてない？」瑞姫が真宮を見上げて訊たずねる。

「いや、なんも。なんだろうな」

　二人はとりあえず裏に回り裏口の扉を開けようとする。が、鍵かぎがかかっていて開けられない。真宮はすぐ裏にある和泉家に向かった。

　インターホンを押すとおばの遊ゆう子こが出た。真宮が名前を告げると「ちょっと待ってて」といいインターホンを切る。しばらく待つと玄関のドアの鍵がガチャリと開き、マスクをつけた遊子が顔を覗のぞかせた。

「風邪ひいてるから、あんま近寄らないほうがいいよ……」

　遊子は少し苦しそうにそう言うとゴホゴホと咳せきをする。

「風邪で臨時休業っすか……おじさんもっすか？」

「そう。インフルエンザとかじゃないみたいだけどね。葉よう子こに聞いてない？」

「いや、俺は聞いてないっすけど」

「私も聞いてないですけど、もしかするとケータイの方にメールとか来てたかも……今日ケータイ忘れちゃって」瑞姫は「しまった」といった顔をして言う。

「ああ、そう……じゃあ仕方ないね。ごめんねわざわざ来てもらったのに」

「いえ、大丈夫です。それより風邪大丈夫ですか？　もし何か買ってくるものとかあれば」

　瑞姫が心配そうな表情を浮かべて言う。

「大丈夫葉子に頼んであるから」遊子はやんわりとそう遠えん慮りよする。

「そうですか……どうしよっか真宮くん」

「どうするって――」真ま宮みやはそこで何かを思い出したかのようにパッと表情を変えた。

「おばさん店の厨ちゆう房ぼうって借りても大丈夫っすか？」

「別に構わないけど、使うの？」

「かもしんないっす。瑞みず姫き、この後別に予定ねえんだろ？」

「まあバイトなくなっちゃったからね」

「んじゃ丁ちよう度どいいから料理教えるわ」

　きょとんとしている瑞姫に真宮がそう言った。




　遊ゆう子こから店の鍵かぎを受け取った二人は近くのスーパーに向かっていた。

「流石さすがに材料まで借りるわけにはいかねえからな。返せねえし。調味料とかなら少しぐらいは構わないだろうけど」

「そうだね。実を言うと買い物もちゃんとやったことないから、勉強させてもらいます」

　瑞姫はそう言いわざとらしくかしこまって頭を下げる。

「別に買い物なんて勉強するもんでもねえだろ。その前に何つくるか決めねえと買い物しようがねえぞ」

「あーそっか。なんかおすすめとかはある？」

「おすすめじゃねえけど店のメニューにあるもんの方がいいだろやっぱ。いざって時はこっち手伝えるし」

「メニューにあるもの……の中から簡単なのなんか選んでよ」

「簡単って、まあ別にいいけどよ、つくりたいもんとかはねえのか？」

「うーん……あっ、肉じゃが！」瑞姫はぱっと顔を明るくしてそう言った。

「肉じゃがぁ？」

「うん。肉じゃがつくれるってのはポイント高いってよく言うしね。女子力上げるためにもさ」

「女子力？　なんだそりゃ」

「……言われてみるとなんだろうね。あれじゃない？　女子の女子としての戦闘力。私の女子力は五三万です、みたいな」きちんと彼女なりにものまねもして言う。が、

「五三万ってそれは高いのかよ」

「……まあ二〇巻あたりではかなりね」

「なにわけわかんねえこと言ってんだお前。あと言っとくけど肉じゃがは結構むずいぞ。つかうちのメニューにねえし。野菜炒いためあたりのほうがいいんじゃねえのか？」

「……んじゃそれでいいよ」瑞姫はそう答え、肩をすくめてため息を吐ついた。




　スーパーでの買い物を終え、二人は食堂に戻ってくる。互いに上着を脱ぎエプロンをつけて、早速野菜炒いためをつくり始める。

　真ま宮みやがすぐ横で教え、瑞みず姫きがメモをとり包ほう丁ちようを握り中ちゆう華か鍋なべと格闘する。

　袖そでがすれ合う程の近さであったが、二人とも口や手元が忙しくそれどころではなかった。

　数十分後、無事料理を終える。若じやつ干かん不ぶ恰かつ好こうな野菜炒めが白い皿の上に盛りつけられる。

「どうよ！」瑞姫はへへんといった具合にしたり顔で胸を張る。

「まあいいんじゃねえの見た感じは」

「おお、見た目はいいのか……重要だよね見た目。見た目がちゃんとしてればなんか料理できるって言える気がするし」

「料理は味のほうが重要だろ。商売だとどっちも大切だけど。とにかく食ってみろよ」

「えっ……真宮くん先食べてくれない？　まっさらな状態で他人の感想欲しいっていうかさ。まあさっき味見はしてるんだけど」

「んじゃ」

　真宮は野菜炒めを小皿にとりわけ、口に運んだ。そうして黙ってしばらく口を動かす。瑞姫はその様子を見つめながらごくりと一つ生なま唾つばを飲み込んだ。

「ど、どう……？」瑞姫は期待と不安が入り混じった顔で訊たずねる。

「――まあ普通だな」

「……あー、うん。まあちゃんとした感想欲しかったから別にいいんだけどね……でもまあ、なんていうかこうさ、曲がりなりにも女の子がつくったものに対して普通っていうのはないんじゃないかな……」

　もはや呆あきれることもなく、笑えもしないといった具合に無表情で淡々と述べる。

「いや、んなこと言ったって普通なもんは普通だからよ。まずくはねえってことだよ」

「うん。でもまずくないんなら別に美お味いしいって言ってもいいんじゃない？　まあ私は別にそれで構わないし今もそれでいいんだけどね……」

　わかっちゃいたけど前途多難だなぁ、と瑞姫は深くため息を吐つく。

「なんだよそれ。だったらいいじゃねえか。そんな言うなら自分でも食ってみろよ。実際普通だから」

「もちろん自分でも食べるよ。そうじゃなくてさ、こう、例えば綾りよう姉ねえが料理つくってそれを真宮くんが食べたとするじゃん？　その時まあ実際普通だとしてもさ、間違っても普通だなんて言っちゃダメだよってこと。ていうか多少マズくても美味しいって言うべきだろうし」

「ああ……でも感想は正直に言ったほうが良くねえか？　その方が相手のためにもなる気がすんだけどよ」

「そこはまあケースバイケースかな。そうしたほうがいい場合もあるし、そうじゃない場合もあるだろうし。でもまあ余程の場合じゃない限りは嘘うそでも褒ほめるべきだと思うよ。別にそれで損するってわけでもないんだしさ。悪い嘘うそでもないだろうし。真ま宮みやくんは少し馬ば鹿か正しよう直じき過ぎるとこがあるからね」

「……確かに嘘つくのとかあんま得意じゃねえな。人のこと褒ほめたことも多分ねえし」

「まあもっと気楽にやんなよ、何事もさ。真宮くん確か綾りよう姉ねえと出席番号一つ違いだよね？」

「ああ」

「んじゃ多分家庭科の調理実習とかで一緒の班になると思うよ。だからその時はなるべく褒めるようにね。あの人あんま料理上う手まくないけどさ、そこは真宮くんが手取り足取り教えてあげればいいし。っと冷めないうちに食べなきゃ」

　瑞みず姫きは思い出したように野菜炒いために向き直り、手を合わせて「いただきます」と言う。そうして恐る恐るといった具合に自分がつくった野菜炒めを口に運んだ。

「――なるほど、普通だね。まずくはないけど別に美お味いしいってわけでもないし」

「だろ？　だから言ったじゃねえか」真宮はどこか威い張ばるように言う。

「……まあいいけどさ。とりあえずちゃんと食べれるレベルではつくれたし」

「志低いな」

「一歩ずつ進むことが大切なの。別に今すぐ上手くなりたいってわけじゃないし。ていうか別に上手くなりたいわけじゃないしね」

「じゃあなんで料理教えて欲しいなんて言ってきたんだよ」

「それは……」瑞姫は顔をしかめて少し悩む。「なんていうかさ、できることを増やしたかったんだよね。高校生にもなったし新しくできることを色々ね。アルバイトもそうだけど、自分は何ができるのかとか自分はちゃんとできるのかなあとか、なんかそういうの確かめたくて」

「――なんか偉いなお前」

「え？　別に偉くはないよ」瑞姫は思わず苦笑する。

「いや、まあ偉いってのはちょっと違うかもしんねえけど、すげえと思うよ。俺おれはそんなこと思ったことねえし……現状で満足してるっつうかさ」

「それはそれでいいんじゃないの？　真宮くんの場合はボクシングとかバイト、っていうか料理とかみたいにできることもすることもしたいこともあるってことだろうし」

「……でもそれ以外なんもねえぞ。ほんとになんも」

「それでもいいと思うけどね私は。そのうち他も出てくるかもしれないし。待つのが嫌なら自分で探せばいいだろうしさ。それで少しでもやりたいって思ったら迷わずやればいいんじゃん。新しいことするのって結構腰が重かったりするけどさ。私もかなり躊ちゆう躇ちよするし」

「その割にはバイトとかすんなり始めてんじゃねえか」

「あー、それはまあ半ばヤケクソっていうかね……まあ状況が状況だったっていうか……」

　瑞姫は意味ありげに、気まずそうに言いい淀よどむ。

「……よくわかんねえけどお前も大変なんだな。とりあえずそれ食っちまえよ」

「あ、そうだね。ていうかそっちも半分食べてよ。夕ごはん食べられなくなっちゃうし」

「ああ、わかった」

　真ま宮みやは手を伸ばし、野菜炒いためを自分の小皿に取り分けた。




　食器や中ちゆう華か鍋なべなど使ったものを洗って片付け、しっかり鍵かぎをかけて二人は店を出た。

　日はほぼ沈みかけており、オレンジに染め上げられた街に影が落ちてゆく。鍵を和泉いずみ家のポストに入れ、二人は駅を目指して歩き出した。

「電車何分？」

「この時間あんま使わねえからなぁ。着いたら確認するわ」

　真宮はとくに考えもせずにそう答えた。

　駅に着く。改札の上の電光掲示板で真宮は電車の時間を確認する。

「うわっ、今丁ちよう度ど出たとこだわ」真宮は思わず顔をしかめた。

「ほんと？　次何時？」

「三〇分近く後だな……適当に時間潰つぶすか」特に気にせずそうこぼす。すると瑞みず姫きが、

「じゃあ付き合うよ」さらっと言った。

「は？　付き合うって待つのか？　いいよわりぃし」

「遠えん慮りよしなさんな。一人で三〇分も待つの寂しいでしょ。時間あるし大丈夫だって」

　そう言い、真宮を見上げて笑いかける。

「別に寂しくねえけどな……んじゃ好きにしろ」

「んじゃ好きにさせてもらいます。真宮くんいつもどうやって時間潰してんの？　ケータイないと辛つらくない？」

「まあ本屋とかコンビニで漫画とか読んだり、その辺ぶらぶら歩いたりな」

「あ、漫画読むんだ。てかそういやケータイなくてどうやって時間確認してるの？」

「腕時計あっからな。鬱うつ陶とうしいから付けてねえけど」

「おお、これまた意外な……自分で買ったやつ？」

「いや、もらいもんだよ。おじさんが使ってた古いやつ」

「やっぱりそうか。どうする？　どっかで座ってゆっくりして待つ？」

「お前がそっちのがいいなら合わせる」

「主体性ないなー。んじゃあそこの店でも行きますか」

　瑞姫は少し呆あきれた様子でそう言い、先導するように歩き出した。




　二人は駅ビルの一階にあるファーストフード店に入った。夕方ということもあり高校生などが多くいる。

「ファーストフード店なのに飲み物しか頼まないとなんか申し訳ないよね」と瑞みず姫きが言う。

「そうなのか？」

「私はね。フードってついてるからってのもあるけど。ていうか真ま宮みやくん緑茶って」

　そう言って瑞姫は少し苦笑いを浮かべた。それに対し真宮は不服といった具合に顔をしかめ「緑茶うまいじゃねえか。安いし」と反論する。

「そうだけどこういうとこで緑茶ってちょっと変わってるからさ。普通ジュースとかコーヒーだから。まあ紅茶もあるだろうけど」

「ジュースもコーヒーも普段から飲まねえからな。緑茶ぐらいしか頼むのねえんだよ。つかなんでこんな人多いんだよここ」居心地が悪そうに周囲に視線を向ける。

「別に普通じゃない？　まあ時間が時間だしね。人多いの嫌？」

「……苦手だな。うるさいし窮きゆう屈くつだし」

「ほんと顔に似合わない性格してるよね……まあこういうのもある程度は慣れないと。それで、綾りよう姉ねえとは最近どうなの？」

「別に普通だよ。どうなのかよくわかんねえしな」

「なにそれ。ちゃんと自分から積極的に話しかけたりしてんの？」瑞姫は顔をしかめる。

「……たまには。つかあっちから話しかけてくっから別にその必要もねえし」

「自分から話しかけるってのはまた別なの。まーたまにはやってるならいっか。徐々に増やしてけばいいんだし。土日空けとけって言ったのは覚えてる？」

「一応は。バイトない日なら大体都合つくしな」

「オッケー。お昼はどう？　ちゃんと綾姉と一緒に食べられてる？」

「まあ一応。そういやこの前友達の方とも少しだけ話したぞ」

　真宮は思い出したようにそう言った。それを聞き瑞姫は少し嬉うれしそうな顔をする。

「友達って佳よし乃の？　へー、それなりに上う手まくいってんじゃん。まあ友達にも悪く思われるよりはよく思われた方が断然いいしね。味方につけるっていうかさ」

「あれか。将を射んと欲すればまず馬を射よってやつ」

「真宮くんバカなのに無駄に難しい言葉知ってるね……別に射る必要はないけどね。敵にしないに越したことはないって話。あとはまあ、折せつ角かく同じクラスなんだからできるだけ共同作業とかはしときなよ」

「別に共同作業なんてねえぞ」

「なんかあるでしょなんか。日直、は一人か。とにかくなんでもいいから手伝ったりして隙すきあらば一緒にって。席近いんだしね。出席番号も一つ違いなんだからそういうチャンスもたくさんあるでしょ。掃除の班だって同じだろうし」

「そう言われっと結構あんだな……考えたこともなかったわ」

「ほんと前途多難だなぁ……とにかくもっと貪どん欲よくにいかないと。ボクシングでもパンチ打たなきゃ勝てないでしょ？　数打つに越したことはないだろうしさ」

「いや、数打ちゃいいってもんじゃねえぞ。スタミナ切れやすくなるしカウンター食らったら元も子もねえしな」

「だーから馬ば鹿か正しよう直じきに答えない！　あと否定ばっかもしない！　とにかく打たなきゃ当たらないってこと！　ボクシングと違って慣れてないし上う手まくもないんだからさ、失敗とか負けとか恐れずにとにかく突っ込む！」

　瑞みず姫きは身を乗り出し、我慢の限界といった具合に吠ほえた。

「お、おう……わかった」

　真ま宮みやはかろうじてそう答え、どこか気まずそうに飲み物をズズズとすするのだった。





五章　セコンド




　それが決まったのは五月の下旬も半ば過ぎた頃ころであった。

「真宮くん確か次の日曜の午後は大丈夫だよね？」瑞姫が言う。

「ああ、まあ一応はな」

「んじゃ次の日曜の午後ね」

「は？　何がだよ」

「何がって遊びに行く日に決まってんじゃん。綾りよう姉ねえと。その日なら私も大丈夫だから」

　といった具合に、真宮が初めて友達と遊ぶその日は決定した。




「綾姉が部活帰りそのままだからね、一人だけ制服ってのもなんかあれだから私達も制服で行こっか」バイト先までの道中、瑞姫がそう提案する。

「休みの日にわざわざ制服来て外出んのってなんか変だな」

「別にそうでもないんじゃない？　そういえば真宮くんって私服はどんな感じなの？」

「どんな感じって言われてもな……まあ普通だよ」

「……怪しい。ファッションには興味ある？」

「いや、全然」本当に、一つも興味がないといった具合に真ま宮みやは答えた。

「だろうね……ていうかまともに服持ってるの？　今まで友達もいない女子にも興味ないボクシングとバイトだけの日々、って聞くと私服持ってるとこ想像できないんだけど」

　瑞みず姫きは純粋に興味本位と今後のためにも確認をということで訊たずねる。

「確かに自分で買おうと思ったことはねえな。でも一応それなりには持ってるぞ。おばさんがそういうのうるさくてよ」

「おばさんって遊ゆう子こさん？」

「おう。お前は顔怖いし素行も悪いんだから格好だけはちゃんとしとけってな。うちの親父おやじから金徴ちよう収しゆうして俺おれの服買ったりしてんだよ。まあその金も親父が俺から徴収したバイト代だったりすんだけど」

「へー。でもそれお母さんが服買ってくるってのとそう違わないよね……まあ遊子さんなら大丈夫だと思うけどさ」瑞姫は少し不安気に言う。

「てか実際選んでんのはほとんど葉よう子こだけどな」

「ああ、葉子さんなら大丈夫か。え、じゃあ葉子さんと一緒に服買い行ったりもするの？」

「まあ何回かは連れてかれたことあっけど。お前のせいで買いもしないのに男物の服に詳しくなっちまったとか愚ぐ痴ちられたな」

「なんかもうほんとに姉弟きようだいだね……じゃあ服は問題なさそうだね。ぶっちゃけそこまで面めん倒どうみる事になるんだろうなあって思ってたけど」瑞姫はそう言って苦笑いする。「ともかく当日は制服でね。詳しくはあとでまた。あとお金はちゃんと用意しとくように」

「おう。――色々あんがとな」真宮は前を向いたまま、どこか照れくさそうに小さく言った。その横顔を見て瑞姫はニヤッと微笑ほほえむ。

「お礼は無事遊びが終わった後にとっときなよ。ま、ともかく楽しまないとね」





　　　　＊






　日曜日。時刻は午後一時を少しまわった所だった。

　真宮と瑞姫は駅前で綾りようを待っていた。待ち合わせの時間は午後一時。けれどもまだ綾は現れていなかった。

「綾姉ねえ遅いなぁ、なにやってんだろ」

　一時五分を過ぎたところで瑞姫は携帯電話を取り出し、綾に電話をかける。コール音。瑞姫は辛抱強く待つが、留守番電話サービスに繋つながる。瑞姫はひとまずメールを送ることにした。

「何やってんだろ。電話出ないし。とりあえずどっか入って待ってよっか」

　瑞姫の提案で二人はファーストフード店に入る。とりあえず飲み物だけを購入し、綾が来てもいいようにと四人がけの席に座った。




　三〇分ほどが経たった頃ころ、瑞みず姫きの携帯電話が綾りようからのメールを受信する。瑞姫は急いでその内容を確認し――がっくりと肩を落とした。

〈わるい　忘れてた　今部活の友達と飯食ってる　そのあと遊び行くからそっち行けない　というわけで二人で遊べ〉

「忘れてたって、あのバカ姉ねえ……」瑞姫は大きく深いため息を吐ついた。

「ごめん真ま宮みやくん。綾姉約束忘れてたって。それで今友達とご飯食べてるって言うから、とりあえず私達もごはん食べよっか。一応ご飯食べた後でいいからこっち来いっては言ってみるけど、たぶん無理かな……」そう言って瑞姫は引きつった笑みを浮かべる。

「そうか……まあ忘れてたならしゃあねえだろ」真宮はどこかぼーっとした様子で返した。

「しょうがなくないよ。ったく、ほんとマイペースっていうか自分勝手っていうか……ほんとごめんね」

「お前が謝る必要はねえだろ別に。また次があんだろうしよ」

「そう言ってもらえると助かるかな……でもあんま残念そうじゃないね」

「いや、へこんではいるよ。ただまあ少し安心したっていうか、めちゃくちゃ緊張してたからな」

「真宮くん、それ流石さすがに情けなさすぎ」瑞姫はあきれ果てたふうに言う。

「……自覚はしてるよ。ともかくさっさと飯食っちまおうぜ。緊張しっぱなしだったから腹減った」真宮は大きく息を吐いて伸びをし、腹を鳴らして立ち上がった。




「あ、もしかして真宮くんハンバーガー食べるのも初めて？」

　瑞姫がハンバーガーを小さな口で頬ほお張ばりながら訊たずねる。

「まあな。こういうんじゃ全然足りねえんだよ俺おれも親父おやじも。あんま体に良さそうじゃねえし。偏かたよってるし脂多そうだからな」

「それもそうだね。ボクシングって確か体重すごい気にしないといけないんだよね」

「おう。だから基本自分で作ったもんしか食わねえんだよ。外食は金かかるし」

「健全過ぎてとても元不良とは思えない……てかほんとに不良だったの？」

　瑞姫は冗談半分にそう訊ねる。

「……ケンカばっかしてたのは事実だよ。それ以外は特にそうでもねえとは思うけど。で、この後どうすんだ？　あいつ来ねえんだろ」

「うん。まあ折せつ角かくだからどっか行って遊ぼうよ。真宮くんはわざわざ電車で来てんだしね。私も高校入ってからまだそんな遊んでないし」

「そうか……確かに飯食って帰んのはあれだしな」

「そうですよ。そっちはどこか行きたいとこある？」

「いや、特にねえよ。どこって言われても何あんのかも知らねえし」

「別に場所じゃなくてしたいことでもいいんだけどね」瑞みず姫きは何気なくそう言った。が、

「それだってわかんねえよ。遊んだことねえから普通は何すんのかもわかんねえし」

「え、友達とかとも……？」思わず遠えん慮りよがちになる。

「だから友達とかいたことねえよ」

「それはその、誇張とか少なかったとかじゃなくて本当にいなかったってこと？　女子とか関係なく」

「まあな」

「……今までずっと？　一度も？」目を見開き、疑問を重ねる。

「小さい頃ころは知らねえけど、覚えてる限りではそういう友達はいねえよ」

「――こういうの聞くのどうかと思うけどさ、今まで何して生きてきたの？」

「なにって、ケンカとかボクシングとか、あとバイトと家のこと……だな」

「……綾りよう姉ねえ来れなくなって逆によかったかもね。丁ちよう度どいいから本番前の練習も兼かねよっか。流石さすがに最初から好きな人とは色々とあれだしね」

　そう言い、瑞姫は深い深いため息を吐ついて肩を落とした。




「そういえばさ、真ま宮みやくんってどれくらい本気でボクシングやってるの？　ほら、目標とか」食事を終え飲み物を飲んでいるところで瑞姫がそう切り出した。

「まあプロにはなるつもりだしそれで食ってくつもりではいるよ。あとはまあ、死ぬまでやり続けて、死ぬまで勝ち続けるとか、そんな感じだな」

「すごいけどやたら抽象的だね……てか死ぬまでって何歳までやるつもりなの」

「知らねえよそんなの。何歳まで生きるかもわかんねえんだし。てかいきなりなんだよ」

「いや、ちょっとね。綾姉の好きなタイプ思い出したんだけどさ、本気で戦ってる人だって。どんなことでもいいから本気で戦ってる人。だからまあ真宮くんはどれくらい本気でボクシングやってるのかなあって」瑞姫はそう答え飲み物をすすっとすする。

「……まあそれ決めんのはあいつだしな。俺おれは俺の本気でボクシングやるだけだよ」

「言いますねえ。まあでも真宮くんは綾姉のタイプに結構当てはまると思うよ。背高いし格闘技やってるし甲か斐い性しようあるし。お似合いだとも思うしね」

「そ、そうか？　まあお前が言うならそうなのかもしんねえけどよ……」

「うわっ、すごいうれしそう。ほんとに顔に出やすいね、すごく緩ゆるんでるよ」

　緩みきった真宮の顔を見て瑞姫は笑いながら言う。ほんと、普通にしてれば少し顔が大人びてるだけの高校生だなぁ、と彼女は思う。

　瑞姫に指摘され、真宮はすぐにばつが悪そうに顔をしかめた。

「……気のせいだろ」

「はいはい、じゃあそういうことにしときます。でもちょっと頼り甲が斐いはないかもね。顔の割には積極的じゃないしヘタレだし。もっとこう男らしくっていうかさ、ドンと構えないと」そう言って瑞みず姫きは背筋を伸ばして胸を張る。

「俺おれそんな頼り甲斐ねえのか？」

「んー、できることとかやってる時はいいんだけどそれ以外がちょっとね。特に恋愛のこととかになるとなんかこう、さ」

「……自信ねえことは自信ねえからな」

「別に虚きよ勢せいでもいいんじゃないの？　できなくてもできるって思い込んでさ。じゃなかったら自信あることを考えるとか。できることはできるんだからそれ考えてれば大丈夫だよ」

「できることをか……わかった、気をつけてみるわ」

「そうそう。まずは意識を変えなきゃね。あと真ま宮みやくんの場合は顔だよやっぱ。もっと笑わないと。普通にしてれば結構かっこいいんだしさ、もったいないよ」

「普通って言われても顔怖いのは生まれつきなんだからしょうがねえだろ。それにかっこいいとかありえねえし」真宮は真顔でそう反論する。

「いや、真宮くんのは間違いなく後天的なものの方が大きいです。生まれつき眉み間けんにシワよってる人なんかいないから。あとどっちかっていったらイケメンだからね確実に。不機嫌そうなのと無ぶ愛あい想そうなのでかなり損してるけどさ」

「……葉よう子ことかおばさんにもそういうの言われたことあるけどよ、身内贔び屓いきで言ってるだけだろ？」

「マジで言ってるそれ？」瑞姫は疑わしげに真宮をジトッと見て聞き返す。それでも真宮は真顔で「マジだけど」と返した。

「……まあいっか。真宮くんの場合それが自信に繋つながるってことはなさそうだしね……ところでさ、真宮くん女子と話すの苦手とか言ってるけど私とは普通に話してるよね？」

「ああ。お前とはまあもう慣れたしあんま意識しなくて済むからな。あと話題とかも振ってくれっから話しやすいし」

「ふーん……意識しなくて済むのはなんか理由ある？」

「……多分バイト先が同じだからじゃねえのか？　あとこう、話す理由があるっつうかよ、協力してもらってるからだろうな」

「あー理由があるから大丈夫ってことね。言い訳っていうか。じゃあ綾りよう姉ねえと話すときもそういうこと意識すれば自然に行くかもね。んじゃそろそろ行こっか」

　瑞姫はそう言うとズズズと音を立ててジュースを飲み干し立ち上がった。




　店を出た後、真宮は瑞姫に連れられるまま駅の近くの建物までやってきた。

「なんだここ？」中に入りエスカレーターに乗ったところで真ま宮みやは訊たずねる。

「いろんなスポーツとかできるアミューズメント施設みたいな感じかな。まずはバッティングセンターから行きますか。スカッとしたいからね」

　そう言って瑞みず姫きはバッティングセンターのあるエリアへ向かった。やかましい機械音や金属音が響く中、慣れた様子でケージに入りバッティングを始める。

「うりゃー！」

　前方から飛んでくる白いボールに向かって吠ほえ、フルスイング。金属音は響かず、バットは虚むなしく空を切る。その後も掛け声だけは一人前だが空振りばかりで金属音は一向に響かない。たまに当たってもかする程度でファウルやボテボテのゴロばかり。結局一球もジャストミートできずバッティングを終えた。

「お前ダメダメだな」真宮が真顔で率直な感想を述べる。

「なっ、だったら真宮くんやってみてよ！」

　瑞姫は心外だといった様子でそう言い、真宮をケージの中に押し込む。真宮は瑞姫に促うながされるまま仕方なしに中に入り硬貨を入れる。時速は八〇キロ。なるべくコンパクトにスイングすることを意識し、強い打球を前に飛ばす。

　結局空振りはゼロ。ほぼ全球ジャストミートだった。

「……真宮くん野球やってたの？」瑞姫が呆ぼう然ぜんとした表情で訊ねる。












「やってねえよ」

「じゃあなんでそんな上う手まいの」

「別にバッティングセンター自体は初めてじゃねえからな。体育でソフトボールとかもやるし。つかこんだけ遅けりゃ当てて当たり前だろ」

「くっ……確かにこれじゃフェアじゃないね。やっぱ男女の身体能力の差は大きいし？　現役と差もあるしね。一番速いの打ってもらわないと」

　瑞みず姫きはそう言い一番速い一三〇キロのケージの前に立つ。

「まあ速いほうが面白いか」

　真ま宮みやは呟つぶやきケージの中に入る。硬貨を投入し、ホームベースから少し離れボールが来るのを待った。

　最初の一球が投げられ、凄すさまじい速さでケージに勢い良くぶつかる。先ほどとは比べものにならない速度。こりゃすげえ、と真宮は少し目を見開いてからホームベースに近づき構える。

　最初は空振り。次はファウル。徐々にタイミングを掴つかんでゆき芯しんに当たる頻度が上がる。

　最後は綺き麗れいにライナー性の打球を弾はじき返かえして二四球を終えた。

「……真宮くん野球の才能あるよ絶対」瑞姫は先程よりさらに目を丸くして言う。

「ねーよんなもん。眼めがいいから当てられるだけだろ」

「眼なら私だっていいよ。視力どっちも一・五あるもん」そう得意げに言う。

「そっちじゃなくて動体視力の方だよ。ボクシングだと速いパンチ避よけねえといけねえからな、鍛きたえられんだよ。俺おれ避けるの得意だし」

「そうなんだ。でも避けるの得意ってあんまかっこよくないね」

「アホか。ボクシングはむしろ避けるほうがメインだっつうの。いかに避けていかに当てるかなんだよ。そりゃＫＯとかの方がかっけえし気分はいいけどな。でもそれだって避けて当てねえとできねえっつうの」

　真宮は憤慨した様子でいくらか力を込めて説明する。しかし瑞姫は呑のん気きに、

「よくわかんないけど要するに逃げるが勝ちってことか」と言う。

「いや、逃げたらさすがに減点されるわ」

「避けないといけないのに逃げるのはダメか……なんか結構面めん倒どうだね」

「面倒ってお前、ルールは必要だろ。だからこそ面白いんだし」

「おお、とことん元不良らしからぬ真ま面じ目めな発言だ」瑞姫はいたずらっぽく笑う。

「わりぃかよ」

「いや、全然。むしろ良いいと思うよ。ケンカより楽しいから不良やめたんでしょ？　よかったじゃんそういうもの見つかって」

「……そうだけどやってることは同じ、」

　そこまで言って真ま宮みやは綾りようと交わした会話を思い出した。

　そして瑞みず姫きもまた、

「同じじゃないでしょ。全然違うよ。ケンカとボクシングじゃ」

　当たり前のようにそう言い切った。

「――お前らどっちも同じ事言うのな」真宮はうっすらと笑う。

「え？」

「いや、なんでもねえよ。確かに同じじゃねえな。全然違う」

　どこか自分に言い聞かせるように、染みこませるように彼女の言葉を反復する。

「あんがとな」

「あ、うん……なんで礼言われてるかわかんないけど、どういたしまして……つ、次行こっか」気まずさに耐えきれなくなったようにわざとらしい笑顔で瑞姫は言う。

「おう。何すんだよ次は」

「やっぱここ来たらボウリングでしょボウリング」

　そう答えボールを下した手て投げするジェスチャーをする。

「別にいいけど俺おれボウリングやったことねえぞ」

「マジ？　一回も……？」

「おう」

「――うわー遅れてるー」瑞姫は棒読みにそう言う。

「おく、えっ？」

「その年でボウリングやったことないとかマジ遅れてるー。みんなやってるよー」

「……うっせーよ、悪いかコラ」

「べっつにー？　悪いとは言ってないよー？　ただ遅れてるってだけで。大丈夫だって、ボウリングやったことない歴＝年齢の真宮くんにも私がちゃんと教えてあげるから」

　瑞姫は勝ち誇ったような笑みを浮かべて言い、真宮の肩にポンと手を置くのだった。




　エレベーターで階を二つ上がり、ボウリング場に移動する。

「はい、ここがボウリング場です。どう？　驚いた？」

　瑞姫な何な故ぜかしたり顔をし真宮を見上げる。

「いや、テレビとかで見たことあっから別に」

「そうなの？　なーんだやったことないだけで知らないわけじゃないんだ」がっかりした表情をする。「まあやったことないんじゃ知らないも同然だけどね。んじゃ受付すませるからちょっと待ってて」

　瑞姫はカウンターに向かい、書類になにやら記入して受付をすます。

「次は靴借りるよ」

「靴？　これじゃダメなのか？」

　真ま宮みやは今自分が履いているスニーカーを指差す。

「そっか、初めてだからそれも知らないんだね……真宮くん、ボウリングは専用の靴じゃないとダメなんだよ。常識だよ」瑞みず姫きは気の毒そうにそう教える。

「……金がもったいねえ」

「それは私も思うけどルールはルールだからね。レーンの中に土とか入るとちゃんと転がらなくなるしさ。繊細なスポーツなんですよ」

　瑞姫はそう言って自販機で靴を購入する。真宮もそれに倣ならい、その後でボールを選ぶことになる。

「ボールいっぱいあっけど何が違うんだ？」

「数字書いてあるでしょ。これが大きいほど重いから。あと一応指のサイズも書いてあるよ。私は女性用使うからあんまアドバイスはできないかな。自分で指入れて持ってみるのが一番じゃない？　ブータは確か一五ポンドあたり使ってたけど」

「じゃあ俺おれは一六だな」

「いや、別にそこで張りあう必要ないから。初めてで重いの使うのもよくないと思うし。とりあえず一二前後とかじゃないかな。慣れてきたら色々使ってみればいいしさ」

　真宮は瑞姫のアドバイスに従い一二ポンドと一三ポンドの二つを使うことにした。

　そうしていよいよ彼の人生初のボウリングが始まった。

「では初めての真宮くんのためにまずベテランの私がお手本を見せます。フォームとかは適当に周りの人参考にすればいいから。では」

　ボールを持った瑞姫は回れ右し、助走をとる。そうして下した手て投げでレーンの上にボールを放ほうる。投げられたボールは軌道を少しづつ左にずらしながら転がっていき、端の方のピンにかすり何本か倒していった。

「まあこんな感じかな。二回投げてあの白いピンを全部倒せばいいから。もちろん一回で全部倒したほうがいいんだけどね。ともかく百聞は一見にしかず、習うより慣れろだね」

　瑞姫はそう言ってから、戻ってきたボールを再度投げる。かろうじて端っこの一本だけを倒しボールは向こう側へ消えていった。

　そして真宮の番が来る。

「投げ方は周りや私の真ま似ねすればいいから。で、コツとしてはあそこの真ん中の三角狙ねらって真まっ直すぐ転がす感じ。一番前のピンに当てればドミノ倒しみたいに沢山倒れるから。じゃあ初投球がんば！」

　アドバイスを終え、瑞姫はニヤニヤと笑い後方に下がる。真宮は一二ポンドのボールを持ち、助走をとる。その目はしっかりと前方の真ん中の三角、スパットに向けられていた。

　真ん中のスパットめがけて見よう見まねでボールを投げる。指を離れたボールはきちんと真ん中のスパットを通り真まっ直すぐ転がっていき、一番ピンにぶつかり快音を立てた。

　結果、一〇番ピンの一本だけが残ってしまった。

「うわ、一本残っちまった。今ので全部倒してたら確かストライクとかいうやつなんだよな？」真ま宮みやは悔しそうに顔をしかめ、瑞みず姫きの方に振り返る。

「あ、うん。そうだけど……真宮くんほんとに初めて？」

　瑞姫の顔にはまたも唖あ然ぜんとした表情が張り付いていた。

「おう、初めてだぞ」

「……まあたまたまかもね。もう一回投げれるからあの残った一本倒せばスペア」

「とにかく全部倒せばいいんだよな」

　真宮は機械で戻ってきたボールを掴つかみ、アプローチに立つ。そうして一番右のスパットを狙ねらい投球する。ボールは真っ直ぐ転がっていき、一〇番ピンを倒した。

「おお……よしっ。これでいいんだよな瑞姫？」確認するように再び振り返る。

「うん……ナイススペア」瑞姫はなにやら不服そうにぽつりと答えた。




　十数分後、一ゲーム目が終わった。結果、瑞姫は九四点。真宮は一四六点だった。

「真宮くん初めてって絶対嘘うそでしょ。なに一四六って。ちゃっかりストライクとってるしスペアも結構とってるし。てかろくにガーターしないし。素人しろうと詐さ欺ぎでしょ」

「普通に初めてだっつうの。自分が下へ手ただからって僻ひがむなよ」

「下手じゃないし。そっちがおかしいだけだよ。無駄に運動神経良すぎ。ていうか私女子の中じゃ結構上う手まい方だし」瑞姫はむっとして言い返す。

「そうなのか？　じゃあ俺おれの点数結構高いんだな」

「男子だとそれくらい普通だし。ブータとかいつも二〇〇前後だからね」

「なに？　じゃあまだまだじゃねえか。よし次やっぞ次。もっと点取る方法教えてくれ」

　あの豚には負けてられねえ、と真宮は顔を険しくする。

「いや、もう私に教えられることはないかな……あっさり抜かれたし。とにかく全部ストライクとるつもりでいけばいいでしょ」

　瑞姫はすっかり興味なさげに答える。そうして立ち上がってボールを掴むと、勢いよく助走し八つ当たりといった具合に思い切りぶん投げた。




　二ゲーム目の真宮の得点は一八四、瑞姫の得点は八七だった。

「まさか初心者に一〇〇点差つけられるとは……」

　瑞姫はもはや笑うしかないといった具合に苦笑し、肩を落とす。

「俺だってまさかだよ。つかやっぱお前下手なんじゃねえの？　今日初めてやったけど別に難しいとは思わなかったぞ」

「自分が凄すごい自覚ないとか……真ま宮みやくんなんで不良なんてしてたの？　そんなに運動神経いいのに。もったいなさすぎでしょ」

「知らねえよんなの。別にしたくて不良やってたわけじゃねえし。つかやるもんじゃねえだろ。やってたつもりもねえしよ」

「その運動神経をケンカに使ってたのがもったいないってこと。ほんと、色々もったいなさすぎ」瑞みず姫きはムスッとして言う。そのもったいないという思いはどこかムカつきに近いものだった。

「しょうがねえだろそうなっちまったんだからよ」

「……そうだね。終わったことどうこう言っても仕方ないし。大丈夫だよ真宮くんならこれから十分取り返せるから。だからその前にまず笑う！　その無ぶ愛あい想そうな顔直さない限りは先はないよ」瑞姫はキッと睨にらむように真宮の目を真まっ直すぐに見て言う。

「だから面白い事もねえのに笑えるかっつうの」

「笑顔をつくれってこと。笑顔はつくれるんだからさ。とりあえず鏡の前で笑顔つくる練習でもしなよ。練習すればできるようになるだろうし。さすがに何が笑顔かわからないってことはないだろうしさ」

「……練習してできるようになるもんか？」

「なるでしょ。大抵のことは練習すればある程度はできるようになるだろうし。人によって違うっていっても笑顔つくるなんてそこまで難しいことでもないんだしさ。やろうとするかしないかぐらいの差しかないよ」

　瑞姫ははっきりとした口調でそう言い切った。真宮は少し視線を落とし、その言葉を頭の中で繰り返す。そうして後頭部をぽりぽりと掻かき、顔を上げた。

「……それもそうだな。まあとりあえずやってみるわ」

　そう言い視線を上げて瑞姫の顔を見る。そうすると何な故ぜかやってみるかと思えてきた。

　無意識のうちに頬ほおは緩ゆるんでいた。




　ボウリングの後二人が向かったのはカラオケボックスだった。

「どうせカラオケも初めての真宮くんノッてるかーい!?」瑞姫がマイク越しにそう叫ぶ。

「うっせー声でけえわ。つか初めてじゃねえよ」

「え、うそ。遊んだことないんじゃなかったの？」

「そうだけどカラオケぐらいしたことあるわ」

「え、じゃあ誰だれと――もしかして家族？」瑞姫が恐る恐るといった様子で訊たずねる。

「おう」肯こう定ていの意味でそう返す。

「……大丈夫真宮くん、家族としかカラオケ行ったことない高校生男子とかそこまで珍めずらしくないと思うからさ……まあでもドンマイ！」

「なんでちっと嬉うれしそうな顔してんだよ」

「べ、別に嬉しくなんかないですよ？　ちょっと初うい々ういしいなーって思っただけで。あれ、あんた確か兄弟いないよね。じゃあ親と？」

　慌あわてて表情を戻して訊たずねる。真ま宮みやは再び「おう」と肯うなずいた。

「あーそう……でも仲いいね親とカラオケなんて。両方と行ったの？」

「いや、親おや父じだけだ。つかうち母親いねえしな」

「あ、そうだったんだ……いや、話し聞いててなんとなくそうなのかなーとかも思ってたけど……えーっと、離婚とか？」

「いや、死んだ。俺おれが小さい頃ころ交通事故で」

　本当にサラッと、そう言った。

「あ……っと――ごめん……」

　先ほどまでのハイテンションから打って変わり、瑞みず姫きは途端にシュンとなる。真宮は気まずくなり、頭をガシガシとかきそっぽを向いて言った。

「知らなかったんだからしゃあねえだろ。俺も言ってねえんだしよ。一人で勝手に萎しおれてんなよ。どーすんだこの空気」

「あ、えっと……真宮くんが歌えば、変わるんじゃないかな……？」

　瑞姫は作り笑いを浮かべ上目遣いに真宮を見る。

「俺かよ……ったく。曲どうやって入れるか教えろ」ため息を一つ吐つき身を乗り出す。

「え、カラオケ来たことはあるんでしょ？」

「あるけどこういう所は初めてだ。行ったっつっても親父に付き合って行った居酒屋のカラオケだからな」

「それはカラオケ来たことあるって言えないかな……やったことはあるで間違いはないだろうけど」瑞姫は少し元気が出た様子でそう言い引きつった笑みを浮かべる。

「……うっせえ。いいからさっさと教えろ」

「はいはい。このタッチパネルに従って検索すると下に予約送信って出るから機械に向けてそこ押して」

　瑞姫の説明に従い真宮はタッチパネルつきのリモコンをぎこちなく操作する。操作はうまくいき、画面に映像が流れ音が鳴り出す。

　そこでふと「なんでこんなことやってんだ俺は」という思いが真宮の中に湧わいた。けれども既にマイクを持っていた上に歌が始まる直前で、ここで歌わなければまた瑞姫に色々言われるだろうと思い腹を括くくって口を開いた。




「えー言いたいことは色々あるけどとりあえず――歌は下へ手たでよかったー」

　真宮の歌を聴き終えた瑞姫は、本当に心の底からほっとした様子でそう言い、ふぅと息を吐いた。

「歌まで上う手まかったらさすがに立ち直れないからね。完敗すぎて」

「なんだそりゃ。別に完敗だろうが構わねえだろ」

「よくないし。なんかこう、すごくむかつく」

　瑞みず姫きはもしそうだと納得いかない、といった具合に顔をしかめて言う。

「でさ、なんで清きよ志し郎ろうなの？」

「知ってる曲がそれくらいしかねえんだよ。自分で聴かねえから親おや父じが聴いてる曲とかしか知らねえからな」

「ふーん。あれだね。つくづく今時の高校生らしからぬ浮世離れっぷりがいいね。まあおかげで私も安心して歌えるよ。んじゃ送信っと」

　瑞姫は手て馴なれた様子でタッチパネルを操作し曲を送信する。流れてくるのは真ま宮みやが知らない曲だった。だがお構いなしに瑞姫はマイク片手に立ち上がり、ノリノリで歌い出した。




「俺おれ今の曲知らねえけどさ、お前も歌下へ手たなんじゃねえの？」

「下手じゃないし。上手くないだけ」瑞姫はムッとして言う。

「上手くない自覚はあんだな。つかお前自分が下手だから俺も下手で安心してたのか」

「ギクッ」瑞姫はそう声に出す。隠す気や否定する気はないようだったが、目はこれでもかと言わんばかりに泳いでいた。

「ギクッてお前……」

「まあ確かに？　私は歌上手くないけど？　カラオケに上手い下手なんて関係ないし。自分が楽しければそれでいいの！　つーわけで次の曲行きます！」

　瑞姫はヤケクソ気味にまくしたてるとリモコンをひっつかみ曲を送信する。

「え、次俺の番じゃねえか普通？」

「歌いたかったら自分でどんどん曲入れる！　一時間しかないんだから！」

　瑞姫はマイク越しにそうがなり、再びノリノリで歌いだすのだった。




「いやー楽しかったねカラオケ！」

　カラオケを終え外に出た瑞姫はすっきりしたといった具合に満面の笑みを浮かべていた。

「お前俺の倍は歌ってただろうが。一人で楽しんでんじゃねえよ」

　そう文句を言いながらも真宮の表情は普段よりいくらか柔らかかった。

「真宮くんには貪どん欲よくさが足りないんだって。まあ他で一度に三曲も入れたら顰ひん蹙しゆくなんてもんじゃないだろうけど」

「俺相手なら許されるっつうのかよ」

「いいじゃんそっちはバッティングもボウリングも散々楽しんだんだし」

「やらせたのはお前だろうが……んで次はどうすんだ？　まだ暴れ足りない感じか」

「暴れって、別に暴れてないし。でももう運動はいいかな。せっかくだしちょっと買い物でもしてこっか。多分真ま宮みやくんああいう所行ったことないだろうからさ、一度くらいは体験しといた方がいいだろうし」

　瑞みず姫きは一人でそう言い、なにやら不敵にニヤッとする。




　瑞姫が向かった先は女物の洋服売り場だった。フロア全体婦人服売り場。右を見ても女左を見ても女。男がいたとしても必ずカップル。そんなあまりにも真宮の日常とはかけ離れた異空間。無論真宮が婦人服売り場に入ったのはこれが初めてだった。

「ここ綾りよう姉ねえが良く着るブランドのお店。だからもしデートとかしたらここにも来るかもね、って真宮くん大丈夫？　なんか汗かいてるけど」

　瑞姫は目を見開いて真宮を見る。彼の額ひたいにはじんわりと汗が滲にじんでいた。

「いや、大丈夫じゃねえ……なんっつうかこう、すげえ気持ちわりぃ……」

「トイレでも行ってきたら？」

「そういうんじゃねえんだけどな……ここすげえ居心地わりぃんだよ。なんか場違いっつうか、俺おれみたいな奴やつはお呼びじゃない感じで……」

　すっかり弱々しい声でそう答える真宮。顔色は心なしか青く眼めの焦点は定まっていない。

「……つまりこの女子ゾーンおしゃれゾーンの雰囲気にあてられて参ってるってこと？」

　瑞姫の問いかけに真宮は黙って、これまた弱々しげにこくんと肯うなずく。

「あ、そう……確かに眉み間けんのシワがいつもより深いね。不機嫌オーラもダダ漏もれだし」

「顔にまで出てんのか……とにかく俺は今すぐどっか行きてえんだけど」

「でも慣れとかないと本番でみっともないことになるだろうし……我慢出来ない？」

「……無理」

「……じゃあ外出よっか」

　瑞姫は子供の駄だ々だを聞く心境で、呆あきれたふうに一つため息を吐ついた。




　建物の外に出て外気に当たる。真宮は大きく深呼吸をし、外の空気をたらふく吸い込んだ。気分がいくらかマシになる。

「あそこにいるだけで気分悪くなるとか、メンタル弱すぎ。ほんとに不良だったの？」

「それとこれとは話が別だっつうの。人には得意不得意があんだろ」

「買い物するのに得意も不得意もない気がするけどね……」

「あんだよ。現に俺がそうだろ。あんなとこにいたら胃に穴あくっつうの」

　真宮はそう言って大きく息を吐いた。

　つくづく自分が「普通」と縁がないことを思い知る。沢山の人が当たり前に、普通の顔をして立ち歩く場所に自分はまともにいられない。世界が違うことを痛感する。そこは自分の世界ではないのだと、そこに自分の居場所はないのだと。

　少しはマシになれた気でいたが、そんな些さ細さいなことで再び自分が元いた場所に押し戻された気がした。

「ともかくそういう人種なんだよ俺おれは」自じ嘲ちようを込めて真ま宮みやは言う。

「別に真宮くんはそんなんじゃないと思うけどなぁ。ていうかそんな人種とかないと思うし。そりゃ得意不得意はあるだろうけどさ、やるかやらないかじゃん」

　瑞みず姫きは少しむっとした様子で言った。

「……そうかもしんねえけどよ……」

「真宮くんさっきまでは普通に楽しく遊んでたじゃん。あれと同じだよ」

「いや、全然違うだろ」

「同じだよ。そりゃ環境とか少し違うかもしれないけどその延長でしょ。だったらちょっと慣れれば大丈夫だよ」

　その大丈夫は、何な故ぜか本当に大丈夫と思えるものだった。

「――何根拠に言ってるかわかんねえけどほんと楽らく天てん家かだなお前……」

　真宮は呆あきれたように苦笑し呟つぶやく。けれどもそれが羨うらやましくてしかたなくもあった。

「別に楽天家じゃないし。そう思うからそう言ってるだけだよ。そっちが無駄にネガティブすぎんの。図ずう体たいでかいくせにさ。確かに顔怖いし不良だったかもしれないけど、別に他の高校生と大して変わんないじゃん」

「俺が？　――んなこと言われたの初めてだ……」

「初めてだろうが私からすれば同じなの。だからみんなと同じように何したって大丈夫だしなんだってできるよ。スタートがちょっと他より遅かっただけでさ。これからだよこれから」

　瑞姫は励ますように声を弾ませて言った。けれどもそれがただ励ますためだけの上うわっ面つらな言葉でないことが真宮にはわかった。本当にそう思っているから、思ったままに言っているだけの言葉であると、そう感じた。

「――ハッ。確かにまだ高校始まったばっかだし、これからだな」

　短く笑い、顔を上げ、そう言い切った。

「そうそう。これからだよ。じゃあもういっちょ行っとく？」

　瑞姫はいたずらっぽくニヤッと笑う。

「あ？　行っとくって……今のか？」

「そ。今の真宮くんにはハードル高いかもしんないけどさ、最初に高いの跳んどけばこの先だいぶ楽でしょ。どうする？」

「――おう、やってやるよ。んじゃセコンドよろしく頼むぜ」

「オッケー、ってセコンド？」

「あ、知らねえのか。ボクシングでのパートナーみたいなやつだよ。試合の時コーナーのとこにいてアドバイスしたり汗拭ふいたり水飲ませたりするやつ」

「あーあれね。んじゃタオル投げるのは任せといて」そう言って瑞みず姫きは腕を振る。

「それはわかってんのかよ。つかお前最後までタオル投げなさそうなんだけど」

「ギクッ」

「ギクッてお前また……」

　真ま宮みやは思わず笑っていた。

「まあいいや、んじゃ行くか」

　真宮は回れ右し、自分からその一歩を踏み出した。





六章　大丈夫だ、って




「なーお前って真宮と付き合ってんの？」

　その夜、突然自分の部屋にやってきた綾りようがそう訊たずねてきた時、瑞姫は初め何かの聞き間違いかと思った。

「ごめん。もっかい言って」

「お前真宮と付き合ってんの？」

　宿題をしていた瑞姫はシャーペンを置き、ベッドに腰を下ろしている綾の方にデスクチェアに座ったまま向き直る。

「念のため聞くけどそれってつまり彼氏彼女の関係、ってことですかね……？」

「今時それ以外で使う人なんて少ねえだろ多分」

「ですよねー。ははは――なんで？」瑞姫は引きつらせた笑みを浮かべたまま訊ねる。

「友達が言ってたんだよ。お前と真宮がデートしてるの見たって。よく一緒にいるし仲良さそうだから付き合ってんのかーって聞かれてさ」

「はあ？　なにそれ。てかデートなんてしてな……」

　瑞姫はそこまで言い、はっと先日のことを思い出した。

　あれはなるほど、二人きりだったしやってることがまんまデートのようなもんだったし、端から見ればデートに見えなくもないかもしれない。元々綾りようもいる予定であったため遊びという感覚が大きく、そういったことを失念していた。

「いやあれはそもそもデートじゃないから。ほら、綾姉ねえ前遊ぶ約束ドタキャンしたことあったじゃん。多分そん時のことだよ」

「あーあれか。いやあれドタキャンっつうかあたし邪魔かなーって思って行かなかったんだけどね」綾はなんでもないことのようにサラッと言った。

「――なんですと……？」

　綾の口から告げられた思いもしなかった事実に、瑞みず姫きの開いた口はふさがらなかった。

「いや普通にあんたら二人で行ったほうがいいだろうと思って。それをきっかけに仲良くなってくれればなあって」

「あーそうだったんだ……えっと、なんでそんなことしてくれちゃったのかな」

　怒りと呆あきれで顔を複雑にひきつらせながら瑞姫は訊たずねる。

「そりゃお前らお似合いだし仲いいからここは一つお姉ちゃんが一肌脱いでくっつけてやろうと思って」

「やっぱそうか……いやね？　確かに仲悪くはないかもしれないけどさ、別にただバイト先が同じってだけだし全然そういうんじゃないから」ぶんぶんと手を振って否定する。

「そうなの？　でもお前らがしょっちゅう一緒にいるって話も聞いてんだけど。よく一緒に帰ってるし喫茶店とかに二人でいるって」

「そ、それはさ、ちょっと相談に乗ってるだけっていうか……」

「相談？　あいつがお前に？　へー……あいつも人に相談とかすんだな」

「うん、まあちょっとね……とにかくそういうことだから。それにお似合いなんてこともあり得ないし」瑞姫は「あり得ない」に力を込め真顔で告げた。

「そう？　結構合ってると思うんだけどなあたしは……それにあっちもまんざらじゃねーと思うんだけど。相談するくらいは信用してるってことだろ？」

「いや、でもほんとそれはありえないから。まんざらじゃないとか、それだけは絶対に、全く、これっぽっちも」瑞姫は精一杯に熱を込めて否定をする。

「……お前はあいつのこと嫌いなの？」

「……いや、別に嫌いじゃないけどさ、」

「じゃあいいじゃん。優良物件だと思うけどなー。背高いし強いしかっこいいし女慣れしてないから浮気の心配もない。おまけに料理もできるし甲か斐い性しようもある。改めて考えるとなにげすげえなあいつ」

「だからそういう問題じゃなくてさ……」

　ていうかそんだけ褒ほめちぎる優良物件に自分で行かないのは何な故ぜなんですか？　と瑞姫は思う。思えば昔から綾りよう姉ねえはそうであった。自分がいいと思うものはまず妹二人にあげようとする。姉であるからか、人柄なのか。そこまでは瑞みず姫きにはわからなかった。

　おそらくどちらでもあったが、綾は昔から常にそのように妹たちを優先してきた。物にしても事にしても、悪いものは自分が、いいものは妹たちに、と。それは瑞姫や雲雀ひばりがどれだけ指摘しても決して折れない揺らがない、彼女の信念のようなものだった。

「嫌いじゃないんだろ？　だったらいいじゃん。仲いいのは事実なんだしさ。それとも他に誰だれかいんの？」綾は続ける。

「それもないけど……ていうかなんでそんな推おしてんの？」

「姉としてお前には幸せになってほしいからですよ。失恋引きずって高校三年間、青春の日々をどぶに捨てて欲しくないからさー。ほら、失恋に一番効く薬は新しい恋っていうじゃん。お前には新しい恋をしてちゃんと高校生活を始めて欲しくてな」

「……それはすごく嬉うれしいしありがたいけど、若じやつ干かん余計なお世話っていうか……」

「あ、そうだった……？」

　綾は少し顔を曇らせ声を落とし、どこか申し訳なさそうに言った。その顔を見、声を聞き、瑞姫は慌あわてて否定する。

「あ、いや別に余計なお世話なんかじゃないよ？　そういう気持ちはもうすごくめちゃくちゃ嬉しいから！　でもやっぱ一応言って欲しかったし、今回はやり方、っていうか相手とかまあそういうのがこう、ね……」

「……でもお前に言ってもどうせ別にいいって遠えん慮りよすんだろ？　思ってなくても」

「……まあ多分ね」

「そう思ったから自発的にやったんだけど、やっぱあたしじゃダメだなー。そういうの上う手まくねえし。ごめんな」綾はそう言って申し訳なさげに、どこか自じ嘲ちよう的に笑った。

「謝んないでよ。気持ちはほんとうれしいから。私だって悪いんだし。次からはもっとちゃんと綾姉も頼るからさ」

「ほんとかなー？　お前そういうとこ強情っていうか結構頑固だからなー」

「大丈夫ほんとだって！　ちゃんと好きな人とかできたら言うからさ。だからその、そこまではできれば私に任せてよ。私のことなんだし。そこまでいったらちゃんと、綾姉のこと頼るから」

「……ほんとに？」瑞姫の顔を覗のぞき込むようにして言う。

「もちろん！　絶対ほんとにほんと」力を込めて、そう答える。

「……んじゃ指きりだ」

　ニッと微笑ほほえみ小指を立て、綾は右手を差し出す。それを見て瑞姫もニッと笑い右手を出す。

「いいよ。んじゃ、」

『ゆーびきりげんまん嘘うそついたら針千本のーます。指きった！』

　二人は絡めた小指を勢い良く切り離した。

「はは、なんか指きりなんてすごい久し振りだね」

「そうだな。もしかすっと小学校以来かもな。ちゃんと守れよー」

　そう言って綾りようはいきなり瑞みず姫きの脇わきにガバッと手を突っ込みくすぐりだす。

「ちょ、綾姉ねえ！」驚き、声を上げ、笑って瑞姫は身を捩よじる。綾はそのまま瑞姫に後ろから抱きつきベッドの上に引っ張り込む。

「守るに決まってんじゃん。三つ子の指切りだもん。そんじょそこらの指切りとは違うからね。なんていうかこう、血の力でより強力に！　って感じでさ」

　瑞姫は後ろを振り返り、笑って答える。

「はは、確かに。んじゃどんなことでも遠えん慮りよしないで言えよー。応援するし協力するからさ」

「わかってるって。そっちこそちゃんと私に言ってよ。応援するし協力するから」

　後者はある意味ではもうしてるっちゃしてるけど、などと思いながら瑞姫は返す。

「あっ。一応聞いとくけど私がもし真ま宮みやくんのこと好きだって言ってたら協力してた？」

「そりゃもちろん。なに、やっぱりほんとは好きとか？」綾は食いつくように聞き返す。

「いやそうじゃないけど念のためにね……もう一つだけ確認しときたいんだけどさ、まだ私と真宮くんがお似合いだとか思ってるのは変わんない？」

「まーね。なんだかんだで上う手まくいきそうだと思うよお前ら。ほとんど勘だけどさ。お前が他に好きな人いるってんなら別だけど」

「……じゃあ私と真宮くんがその、もっと仲良くなったりしたらまたくっつけようとしたりする？」

「んー、場合によるけど多分ね。あたしがそうしたほうがいいと思ったらとかさ。てか一つじゃねえじゃん」

「はは、そうだね……」

　びっくりするくらい脈なしだなあ、と瑞姫は思い苦笑を浮かべる。

　けれども話を聞いている限り、その原因の大部分は自分自身にあった。瑞姫が真宮と仲良く――綾が見る限りであったが――しているせいでどうにも綾は二人はお似合いであり付き合ったほうがよさそうだと思っているようだ。そうであるかぎり綾が真宮を恋愛対象として見ることなど、万が一にもあり得なかった。

　それに気づいた瑞姫は、ある一つのことを考えていた。

　自分がこれからすべきだと思うことについて。





　　　　＊






「おう」

「あ……」

　翌日の放課後、下げ駄た箱ばこの前で真ま宮みやとバッタリ遭そう遇ぐうした瑞みず姫きは思わずそんな反応をしてしまっていた。

「お前今から帰んのか？　今日お前もバイトだよな」

「あー、そうだけど……ちょっと忘れ物思い出した。真宮くん先行っててよ」

　瑞姫はそう言い、わざわざ履いたばかりの外履きを内履きに履き替える。

「忘れもんくらいなら待つぞ別に」

「あ、いや、忘れ物っていうか先生に呼ばれてたの忘れてたってことだからその、いつ終わるかわからないし、先行ってて」

「おう。わかった」真宮はそう答え自分の下駄箱から靴を取り出す。

「――それと後で話あるから。バイトの前か後」

「話？」

　真宮が振り返って聞き返したときには、既に瑞姫は背を向けて足早に職員室の方へ向かっていた。




　仕事中は、特に何もなかった。至いたって普通。いつも通り。外面上は、そうであった。

　ただ真宮は少しだけ違和感を感じていた。

　瑞姫はいつも、向かい合う時はちゃんと目を見てきた。けれども今日は何な故ぜか一度も目が合わない。自分から見ても、絶対に合わない。一度だけ一瞬合ったが、すぐに瑞姫の方からそらした。それと会話。話しかけても素っ気ない点。あちらから一度も話しかけてこない点。

　明確にそれらに気づいたわけではなかったが、真宮の中では「なにかいつもと違う」という些さ細さいな違和感としてそれがあった。けれども真宮はそれを特に気にすることはなかった。




　仕事を終え、着替えも終えた真宮は更衣室を出た。既に着替えを終えていた瑞姫は事務室の椅い子すに座って待っていた。いつもの光景。瑞姫を駅まで送らなければならないから一緒に帰らなければならない。送ってもらうから、一緒に帰るから待っている瑞姫。

　けれども真宮はほんの少しだけ違和感を感じた。何かがいつもと違う、と。それは瑞姫の座り方、正確には待ち方であったが、それに気づくことはなかった。

「行くか」

「うん」

　その返事も声もまた、いつもの軽くどこか弾むように明るいものとはいくらか違った。いつもは真ま宮みやに「行くか」などと言われなくとも更衣室の扉の鍵かぎが開くガチャリという音で立ち上がっていた瑞みず姫きであったが、その日は真宮に声をかけられてから初めて腰を上げていた。

　もちろん真宮はその事実に気づいていなかった。




　挨あい拶さつをし、そろって裏口から外に出る。そのまますぐに表に回りまっすぐ駅まで向かうのが常だったが――瑞姫がすぐに足を止めた。

「真宮くん。話、あるんだけど」抑揚のない声でそう告げる。

「話？　――ああ、そういや言ってたな。なんだよ。てか歩きながらでいいんじゃねえのか？」真宮はまだそれに気づかない。

「いや、それだとちょっと。まあそれにも関かかわることだしね」

　その意味ありげな声色、話し方、表情に真宮は思わず眉まゆをひそめる。

「……よくわかんねえけど今ここでじゃねえとダメってことか？」

「まあそうしたほうがいいかな。えっとさ、とりあえずだけど今日は一緒に帰らないから。今日だけじゃなくてこれからずっとだけど」

「――まあ、お前がそう言うなら俺おれは別に構わねえけど……なんでだよ」

「二人きりでいんのがあんま良くないからさ。バイト帰りだけじゃなくて学校からここまで来る時も、学校でも、その他でもとにかく全部。まあバイト中はしょうがないけどね。辞めるわけにもいかないし。難しいけどなるべくシフト同じになるのを減らすとかしてさ」

「あー……もしかしてやっぱ俺といたせいで色々あったか？」

「えっ、わかるの？」

　瑞姫は驚いて目を見開く。そこにはいくらかの感心も混じっていた。

　真宮はそっぽを向いたまま頭をかく。

「まあなんとなくはな……」

「へぇ……真宮くんなんか成長したね」

「なんだよそれ。いや、でもちょっと考えればわかることだしな。ずっといつかそうなんじゃねえかとは思ってたし」真宮はどこか物寂しそうな顔でそう言った。

「え、マジで？　真宮くんのくせにそんなこと思ってたの？　うそっ、意外……」

「だからなんなんだよそれ。ちょっと今までの自分考えりゃこんくらいわかるっつうの。なかったことにはできねえんだしよ」

「ん？　……なんかちょっとズレてきたような……一応聞いとくけどなんで私がこういうこと言ってるかわかってる？」

「俺とつるんでたせいでお前も不良みたいに見られたからとかだろ？　まさか不良とかに絡まれたりはしてねえよな」真ま宮みやの顔が少し曇る。が、

「……ごめん私の勘違いだった。別に成長してないや真宮くん」

　瑞みず姫きは呆あきれた様子で肩を落とした。

「は？　……よくわかんねえけど少しくらいは成長してんじゃねえのか？」

「いやまー私が言ってる点については全然でしたねー。まあ真宮くんと一緒にいたせいで色々あったっていうのは事実だけどさ、別に私が不良扱いされたとかそういうんじゃないから、全然。そこは大丈夫」真宮を安心させるように瑞姫は否定を重ねる。

「そうなのか？　んじゃなんだよ色々って」

「あー実を言いいますとねぇ……ほら、この前二人でこう、ちょろっと遊んだじゃん」

　瑞姫は視線を逸そらし言いい淀よどむ。

「……ボウリングとかか？」

「そうそれ。それを見たうちの学校の女子がね、私達がデートしてるって思ったみたいなんスよね……」

　瑞姫は自分で言って自分で恥ずかしくなり、少し頬ほおを赤く染める。けれどもそれは暗くて真宮には見えない。瑞姫は照れを隠すため無理に、大げさに顔をひきつらせ苦笑を浮かべる。本当に、なんてくだらない、と。

「ああ……いやデートじゃねえだろあれ」

「そうなんだけど、まあ二人きりだったし？　その人達はデートだって思ったわけなのよ。んでデートしてるってことは付き合ってるのかしらんって思ったみたいで、まあそれを綾りよう姉ねえに聞いてきたんだってさ」

「付き合ってるって、俺おれとお前がか？」

　真宮は眉まゆをひそめて自分と瑞姫を交互に指さす。瑞姫は黙ってこくんと肯うなずいた。

「なんだそりゃ。で、綾がそれ聞かれたからなんなんだよ。違うっつって終わりじゃねえか」

「あーっと、まあそこで綾姉は違うって答えないで私に聞いてきたわけよ。私と真宮くんが付き合ってるかどうかをね」

「それでも違うっつって終わりじゃねえか」

「そうなりゃいいんだけどさー、それがそうもいかないんすよ色々と」

　瑞姫は肩を落とし、はぁーと大きく息を吐いてうなだれる。

「もちろん違うって言ったよ？　でもまあなんて言いますか、綾姉も私たちが付き合ったほうが良いいとか思ってたわけ」

「……あ？」真宮はバカみたいに口を開けてそう言った。

「あーっと――要するに一言で言うとあんた完全に脈なし！」

「……いや俺普通に脈あっけど」

　左手の手首を掴つかみ自分の脈を確認して答える真ま宮みや。

「いいからボケなくて、って思ったけどあんたの場合は素すかそれ……つまり、なんていうかなー……綾りよう姉ねえは真宮くんのことなんとも思っちゃいなかったってこと」

「……えっと、」

「要するにまったく恋愛対象として見てなかったってこと！　その上私とあんたがお似合いだとか思っててできればくっつけたいとかまで思ってたってこと！」

「……つまりあれか。俺おれがあいつと付き合える可能性は少しもねえってことか」

「そう。今まではね」

「……マジかよ……」

　かろうじてそう呟つぶやき、だらしなく口を開け無表情に一点を見つめる。

「落ち込まない諦あきらめない！　とりあえず私とあんたは付き合ってないし付き合うつもりもないってことはしっかり言っといたから。でもそれだけじゃ足りないからもうなるべく関かかわらないようにしようって言ってるわけ」

「……それで何が変わんだよ」真宮は力なくそう返す。

「今まで何聞いてたんすか。あの人は私と真宮くんがよく一緒にいて仲いいから付き合ったほうがいいって思ってくっつけようとしてたの。だから私たちはなるべく仲良くしちゃダメってわけ。バイトで会うのはもうしょうがないからさ、それ以外ではなるべく会わないようにしようってこと。幸いクラス違うしね。注意すれば大丈夫だよ」

「……大体わかった。けどそれじゃお前の助力もらえねえじゃねえか」

「まあバイトの時ちょっとぐらいは話せるでしょ。てか普通は助力なんてなく一人でやるもんだしね。今まではボーナスタイムみたいなもんでさ、当たり前に戻っただけだよ」

「……一人か」真宮はそう言って顔をしかめる。

「大丈夫だって！　どのみち誰だれでも最後は一人なの。みんなやってることだから真宮くんにもできるって。ボクシングもリングの上で戦う時は一人でしょ？　それと同じだよ」

「まあそうだけどよ……てかほんとにそれしかねえのか？」

　真宮のその問いに、瑞みず姫きは一息ついてから答える。

「あのさ、真宮くんは綾姉と付き合いたいんでしょ？　だったらそのための最善の策を取りなよ。とりあえず私はこれが最善で最短だと思ってるから。これ以外ないって。大丈夫だって。真宮くんなら一人でも大丈夫だからさ」

　瑞姫は真宮の目を真まっ直すぐ見つめ、はっきりとした声でそう言った。

　真宮は口を閉じ、真ま一いち文もん字じに結ぶ。視線を落とし、黙りこむ。そして悩む。

　瑞姫はそれを最善と言う。彼女が言うのだからそうなのかもしれない、と真宮は思う。けれども同時に「本当にそうなのだろうか」という疑問もあった。

　考える。けれども答えが出なかった。というより、出せなかった。自分の中にあるものを今ひとつ把握しきれない。なにより信じることができない。自分の考えを正しいと思えなかった。

　どうすればいい。それを考える。

　けれども、どれだけ考えたとえ想おもいを見み出いだしても、それをしていいと確信できなかった。




「――わかった、お前が言うならそれが一番なんだろうしな。自分じゃわかんねえし、信じるよ」

　結局彼はそう答えた。

「そうそう。まあアドバイスとかはケータイあればメールでできるんだけどね。こればっかりはもうしょうがないか。いざとなったら手紙もあるし。んじゃ真ま宮みやくん、そういうことだから学校とかでも基本無視ね。街中でも無視。食堂でも基本客気にしながらで場合によっては無視ってことで。じゃあね」

　瑞みず姫きはどこかおどけたふうにそう言い微笑ほほえむ。そうして軽く手を振り回れ右した後「あっ」と呟つぶやき振り返る。

「少し時間置いて来なよ。一応いつもとは違う道使うけどさ」

　瑞姫はあくまで陽気にそう言い、夜の街へ消えていった。

　真宮は待った。どれくらい待てばいいのかわからなかったが、とりあえず足が動きたいと思うまで空を仰いで待った。

　夜空にはいくつものはっきりと光る星が踊っていた。なんだか真宮も無性に踊りたくなってきた。こういう夜は無性に踊りたい。別にきちんとしたダンスをする必要はない。ただ、思うままに体を動かす。そういうことで、踊りたい。

　何かを掻かき分けるかのように腕をぶんと振る。何か見たくないものを見ないようにするかのように、何かから逃れるかのように首を振り、回る。

　なんでこう、上う手まくいかないのだろう。




　真宮は少し息を切らしながら仕方なしに歩き出した。駅に向かうため。電車に乗るため。街へ帰るため。自分の家に帰るため。そうして明日のために今日も寝て、夜を越えて夜明けに起きる。




　彼女との別れの言葉に「また」はなかった。





　　　　＊






　大したことではない、と真宮は思う。そんな大げさなことではない。戻っただけだ。だからなにも変わらず当たり前に朝が来てもなんの不思議もない。

　真ま宮みやはいつもの時間に起床し、いつも通り朝の街を走った。

　空は地平線の果ての果てまで灰色の雲で覆おおわれていた。




　雨は振らないらしい。けれども今日は一日中厚い雲が空を覆うそうだ。真宮は空を見上げ、どこまでも中途半端だと思った。そうして視線を戻し学校へ向かって歩く。




　教室に向かうため階段を上っている最中に、偶然下りてくる瑞みず姫きとすれ違う。一瞬目が合ったが、瑞姫はすぐにその事実すら否定するかのように視線を逸そらした。そうして風のように真宮の横を通り過ぎ、リズミカルに階段を駆け下りていった。

　真宮は狂った歩調を元に戻して階段を上った。




　その日はいつもより瑞姫の姿が目に付く気がした。昨日の今日なので普段より意識しているから、ということだけではなかった。

　その日は体育があったので普段は教室の自分の席に落ち着いている真宮も学校内をいくらか歩き回る。その際に遭そう遇ぐうする。相手も同様に体育があったので行きと帰りに二度。それ以外も体育の最中にふと女子の方を見ると視界に彼女の姿が入る。その度に喉のどの奥が詰まるような思いがした。いたたまれない。気まずい。なにか喉に小骨が引っかかっているような、そんな感覚。

　ずっと胸にモヤモヤとしたものがあった。しかしその正体を掴つかめない。ただずっと何かが気にかかっていた。そのせいでどこにいても何をしていてもずっと全すべてがぎこちない。自分の体が自分のものでないような、目に映るものが真実でないような、そんな感覚。

　怒り。焦り。陰り。

　不快。不信。不満。

　混乱。困惑。混こん沌とんと、区別がつかぬほど混ざり合い整理がつかない。けれどもただ一つだけ確かなことがあった。

　真宮はそれが嫌だった。




　席にどかっと座り、背もたれに腰を預け、真宮は思い切り深く息を吐いた。

「すげえため息だなおい。どうしたよ」

　思わず綾りようは振り返り、眉まゆをひそめて声をかける。

「あ？　ため息吐ついてたのか俺おれ？」

「今ので無意識とか……あんまため息ばっか吐いてっと幸せ逃げっぞ」綾は苦笑して言う。

「なんだそれ」

「さあ。でもよく言うじゃん」

「ふーん……でもなんかこう、どうしようもなく思いきり息吐きてえんだよ。やたら息苦しいっていうか、出さねえとどうしようもないっていうか……」

　なにかどうしようもない重たいものが自分の中に溜たまっていて気分が悪い。吐き気に似ていて、それを吐き出さないと気が済まない。そんな状態だった。

「あーわかるよそれ。たまーにあるな。あたしは普段からなるべく出すようにしてるけどねそういうのは。小分けにしてさ」

「ため息をか？」真ま宮みやは思わず訊たずねる。

「いや、そうじゃないよ。なんっていうかため息ってさ、息で出すしかないから仕方なく息で出してんだと思うんだよね。息ってまあ呼吸だから当たり前のことじゃん？　あんま音もないし形もないから見えないし。だから多分出しやすいし出しても構わないっていうか、許されやすいもんだと思うんだよ」

「……あんまよくわかんねえんだけど、要するにため息はほんとは息じゃねえってことか？」

「まあそんな感じかな。ほんとは言いたいこととかやりたいこととかもっとでかいものだったりとかすんのかもしれないけど、それが色んな理由でできなくて我慢するしかないから仕方なくため息って形で出してんじゃないかな」

「……そういうもんか」

「いや、あたしはそう思ってるってだけの話だよ。半分位はその通りだとは思うけど」

「んじゃお前が普段から出してるってのはなるべく我慢しないようにしてるってことか？」

「そうだね。余程のことじゃない限りは。もしくは他の形で出したりさ。まあどうしても我慢しなきゃいけないこととかもあるけど、そういう時はもう他のことで出して騙だまし騙だましやるしかないでしょ」綾りようはそう言って苦笑いを浮かべる。

「騙し騙しね……お前はどうやってそういうの出してたりすんだよ」

「あたしは大抵空手かな。大声出せるし動いて発散もできるし。あとはまあカラオケとか遊んだりとかそんなとこだな。お前ならボクシングあんじゃん」

「ボクシングか……そうだな、ボクシングがあるか」

「そーそー。まあでもぶっちゃけると我慢しないで思い通りやんのが一番なんだろうけどね。自分に正直にっていうかさ。話ちょっと変わるけどさ、若いうちって我慢しないで思い通りやってもかなり広範囲で許されるんだよね、多分。許されるし全然次もあるし。大人になったらこうはいかないんだろうなあとか、子供ながらに思うんだ。だから若い、っていうか子供のうちになるべく思い通りやっといたほうが絶対いいなって」

　綾はどこか楽しそうにそう話す。その内容に真宮は思わず聞き入っていた。

「……お前ってなんか思ってたよりずっと大人なんだな」

「なにそれ。別に大人じゃないよこんくらいじゃ。てか思ってたよりってなんだよ」

　綾りようはそう言って笑い飛ばす。

「いや、もっと脳天気っつうか、あんま考えてねえっつうかさ」

「そんなふうに思ってたのかよ。まだまだだねー。能ある鷹たかは爪つめを隠すんだぞ」

「みたいだな。悪い」真ま宮みやは気まずそうにそう言い、後頭部を掻かく。

「別に悪くねえよ。でもこんなこと話したの多分お前が初めてだな」

「そうなのか？」

「うん。いや、お前ってちゃんと話聞いてくれっからさ、どんどん色々話したくなっちゃうんだよね。あんま口も挟まないから話しやすいし」

「んなこと言われたの初めてだわ……俺おれあんま人の話とか聞かねえし興味持たねえ人間じゃねえか？　俺はそう思ってんだけど」

「そりゃちょっと勘違いだよ。まあ興味ない話は聞く気ねえ感じだけどな。お前顔に出やすいって前に言ったじゃん？　ちゃんと聞いてるかとかその話に興味あるかとかも結構顔に出てると思うんだよね。だから話聞いてくれてるとかもわかるし。多分興味ある話とない話での態度の差がかなり違うんだと思うよ。てか今のあたしの話にそんなに興味あったの？　かなりちゃんと聞いてた感じだったけど」

　綾は少し嬉うれしそうに、期待するようにそう訊たずねる。真宮は少し考え込み、首を傾かしげた。

「どうなんだろうな……自分ではよくわかんねえけど」

「ははは、それすら無意識かよ。お前ほんと直感だけで生きてんじゃねえの？」

「……かもな。お前の話が面白いからってのもあると思うけど」

「えっ、そう？」綾は顔を明るくして聞き返す。

「あ、いや……俺にとってはな。聞いてて結構楽しいし」照れくさそうにそう答える。

「別に笑える話でもないのに？」

「笑えなくても面白いもんなんていっぱいあんだろ」

「それもそうだな。あんがと。あんまそういうこと言われたことないから嬉しいよ」

「……おう。いや、こっちも話しやすいとか言ってくれて、あんがとな」

「どーいたしまして。とにかくため息ばっか吐ついてないでもう少ししたいことしなよ。自分の気持ちに正直に、我慢しないで思った通りにさ。大方のことは許されるだろうからな」

「……若いからか」

「そ。若いからね。大丈夫だって」

　綾はにっこりと笑ってそう言い、親指をぐっと突き立てた。

　自分の気持ちに正直に。真宮はその言葉を頭の中で反復する。

　自分の気持ち。それがまだわからなかった。何な故ぜこう嫌な気分になっているのか。俺は自分の気持ちに正直にならず何かを我慢しているらしいのだが、一体何を我慢しているのか。自分の気持ち。その正体。

　これまで自分の気持ちというものを見ようと知ろうとしてこなかった。しようと思ったことも、ほとんどなかった。理由はわからない。ただこれまではそうであった。

　けれども、これから。これからは違う。

　自分の気持ち。それを見て、知ろうと真ま宮みやは思った。

　どこにどうあるのかわからないが、それを探そうと。





　　　　＊






　ボクシングジムに行った。動き、汗をかき、パンチを打ち、サンドバッグを力強く殴りつけた。スパーリングもし、筋力トレーニングで思い切り体も痛めつけた。

　汗という形で、運動という形で、暴力という形で真宮はそれを外に出す。徐々に頭の中が白く、それでいてはっきりとしてくる。胸のど真ん中あたりにあったもやもやとした重いものもいくらか軽く、気にならない程度にはなった。

　その日の夕飯は昨夜のものよりはいくらも美お味いしく感じられた。味がはっきりわかる。喉のどを通り胃に入り、消化され栄養となり体の隅々に染み渡っていくのがわかる。












　食後に風ふ呂ろに入る。体を洗い汗を流し湯船に浸つかる。思い切り運動をしたからか、それもまた普段よりいくらか心地のよいものだった。疲れが湯の温かさに揉もみほぐされ、溶け出していく。湯船はさほど大きくなく、大柄な真ま宮みやにはむしろ小さすぎるぐらいであったが彼は十分に体を伸ばし脱力しきった。

　汗を出す。疲労を出す。真宮は眠気に襲われる。深く、ゆっくりと息を吐き、その眠気に全すべてを預けた。意識はぼんやりと湯気の中霞かすむように消えていった。




　湯船の中で寝ていたのはせいぜい十数分程度であった。風ふ呂ろから上がり、為なすことを為し、真宮は布団の中に入った。いつも通りの時間に目覚まし時計のアラームをセットし、電気を消して暗くら闇やみの中に体と意識を預ける。

　助かるな、と真宮は思った。ボクシングをすることも、食事をすることも、風呂にはいることも、寝ることも。そして誰だれかと話すことも。昼の会話を思い出し、真宮はそう思った。

　助かる。そう言う他なかった。それは彼の中から自然に出てきた言葉だった。助かる。だからありがたい。

　真宮は見慣れた天てん井じようと照明の影を眺めたあと、目を閉じた。

　意識が途絶えるのにそれほど時間はかからなかった。







「おはよう」登校してきた真宮に、綾りようが声をかける。

「おう。おはよう」真宮がそう返事をすると綾は「おっ」と目を大きくした。

「少し元気でたみたいだな」

「まあな。ボクシングやって飯ちゃんと食って風呂入ってしっかり寝たから」

「そりゃいい。んじゃ今日も一日がんばろうぜ」

「はっ。特になんもねえけどな。まあがんばろうぜ」

　短く笑ってそう答え、真宮はカバンから荷物を取り出す。綾はポニーテールを翻ひるがえして前に向き直る。いつもの――真宮にとっての――場所に落ち着いたそのポニーテールを見て、真宮は思う。

　がんばろうぜ、か。助かるな、これも。ありがてえ。

　そこにはちゃんと「自分」も「相手」もいる気がした。自分が「がんばる」でもなく、相手に「がんばれ」でもなく、一緒に「がんばろうぜ」。そういうものだと真宮は感じた。本当のところはどうかなんて知らない。聞こうとも思わない。自分がそう感じ、そう受け取ったのだから、そうなのだ。

　真宮はがんばろうと思った。具体的に何をかはわからなかったが、おそらくなにもかもを。とりあえず今日を、がんばろうと。




　全すべての授業が終わり放課後になる。今日は和泉いずみ食堂でのアルバイトがあった。

　下げ駄た箱ばこの前に瑞みず姫きがいた。外履きに履き替えた瑞姫はチラッと真ま宮みやの方を見――目が合う。彼女も今日はバイトだった。いつもならここでそのまま一緒に食堂まで行こうということになる。けれども、すぐにぷいと視線を外し、瑞姫は早足でその場から逃げるように去っていった。

　真宮はのろのろと靴を履き替える。のろのろと。同時に、イライラと。

　真宮はいらついていた。瑞姫に対して。自分に対して。周囲に対して。今に対して。その他正体の知れない様々なものに対して。一気にそれらが沸き上がってくる。

　むかつく。気に入らない。面めん倒どうだ。とにかく、普通ではない。穏やかではない。ボクシングなどでいくらか外に出せていたそれらが爆発的に再び内に生じてくる。

　原因はわかった。これだ。これが今の嫌な気分の原因だ。

　足りないと同時に多すぎる。あるべきものがなく、なくていいものがありすぎた。

　だからといって真宮にはどうすることもできなかった。どうすればいいのか、まだわからなかった。対象は見えた気がしたが、それに対してどうすればよいのかが。

　真宮はため息を吐ついた。やっぱり、無意識のうちに出てしまう。幸せが逃げる、と綾りようは言っていた。けれども、幸せとはなんだろう。幸せなんてものは、一度だって考えたことがなかった。世の中にはあるというそれ。けれども自分にはあるとは思えなかった。自分には関係ないものだと。そんな言葉すら。

　真宮はいつもよりゆっくりと歩いていた。空はやはり灰色一色に染め上げられている。

　こんなことは初めてだった。こんな気分になるのも、こんなことを考えるのも、こんなふうに悩むのも。なにもかもが初めてだった。

　何な故ぜだろう、と真宮は思う。今までなかったそういったものが出てきた理由。そのきっかけ。高校生になってから、あまりにも劇的に様々なものが変化した。初めてで溢あふれていた。ならばきっかけは高校生になったということなのだろうか？

　違うだろうな、と真宮は思う。あいつらに逢あったから。あいつらと関かかわるようになったから。あいつらと話し、知ったことがいくつもあるから。

　人を好きになったから。




　俺おれは変わったのだろうか。俺が今いるここは、今までいた場所とは違うのだろうか。

　本当に変わることなどできるのだろうか。




「やあ、真宮ではないか！」

　後ろからよく通る豪ごう快かいな声が聞こえてきた。振り返ると、風ふう太た郎ろうと雲雀ひばりが並んで歩いていた。

「お前か……どうでもいいけどお前いい声してんな」真ま宮みやは思ったままにそう言った。

「む。君に褒ほめられるとなんだか気持ち悪いな……まあ普段からいい声を意識しているからな。はっきりと言いたいことを言っているし。要するに体重が乗った言葉を発しているから自おのずと声も良くなるのだ！」そう言って風ふう太た郎ろうは豪ごう快かいに笑う。

「それで君は今から帰るところか？」

「いや、これからバイトだよ」真宮は答える。

「アルバイトか。ん、瑞みず姫きは一緒ではないのか？」

「あ、いや……あいつも今日シフト入ってはいるけど。先に行ったんじゃねえのか？」

　真宮はぎこちなくそう答えた。別に嘘うそではない。ただ自分が知っている本当のことを言わなかっただけだ。けれども真宮はなにか自分がとても醜いことをしているように感じた。

「そうか。まあ丁ちよう度どいい。雲雀ひばりくんと食べに行くことにしよう」

「うちに？　別にいいけど早くねえか？　まだ四時だぞ」

「もちろん時間を潰つぶしてから行くさ。雲雀くんも一度瑞姫が働いているところを見たいと言っていたからな。なあ雲雀くん」そう言って風太郎は雲雀の方を見る。

「あ、うん……がんばってるとこ、応援してあげたいし」

「そうか……まあお前が応援しに来てくれたらあいつも喜ぶんじゃねえの？」

「そうですかね……嫌がるかなあっても思うんですけど」雲雀は自信なさげにそう言う。

「大丈夫だろお前らなら。つかよ、お前マジでなんも気にしてねえのか？」

　真宮は風太郎の方に向き直って聞く。

「気にしてないとはなんのことだ？」

「いや、俺おれとこう色々あったじゃねえか……なのになんかマジで友達みたいっつうかよ」

「なにを言っている。僕らはもう友達ではないか」風太郎はそう言い切った。

「色々あったと君は言うがそんなもの一々気にしてられん。面めん倒どうだしな。僕は僕が思うままに行動するだけだ。だからたとえ君と殴り合いのケンカをしたとしても僕は君と友達になろうと思った僕の気持ちに従い行動するまでだ。他は全すべて一いつ切さい合がつ切さい無視！　誰だれがなんと言おうと思おうと、それがたとえその相手本人だろうがな」

「おま、そんな自分勝手でいいのかよ」

「別にいいだろう。といってもしていいこと悪いことの分別ぐらいはつくぞ。ただ余程のことでない限りは僕は僕が思うままにやるさ。たとえそれが上う手まくいかなくとも次があるし、大抵のことは許されるからな。ともかく大丈夫ということだ」

「……大丈夫、か」

「もちろん自分でそう思っていてもできないことなど山ほどあるからな。それでもそれがしたいからできるまで努力し続ける！　ハッハッハ！」

　風ふう太た郎ろうは高らかに笑い上げた。そんな風太郎の姿に真ま宮みやは思わず、

「なんかお前はマジで飛べそうだな」呟つぶやくようにぼそりと言っていた。

「ん？　なんだいきなり。流石さすがに僕でも飛ぶのは無理だぞ」

「あ、いや――瑞みず姫きの奴やつが前にお前のこと飛べる豚って言ってたんだよ。努力で飛べるようになった豚だって。まあそれでもただの豚だろっては思うけどな」

「なるほど確かに、端から見れば豚は飛んでもただの豚かもしれんな。しかし今までと違うことは間違いないだろう。たとえ飛べなくとも飛ぼうとした時点でその豚はもうただの豚ではないだろうからな」

「なんだそりゃ」真宮は顔をしかめる。

「飛ぼうと思えた時点で十分変われているのだろうということだ。あとは本当に飛べるようになるまでその飛びたいという炎を消さずに努力を続けるだけだ。その結果たとえ飛べずに終わったとしても、着地した場所は今までいた場所とは違うだろうしな」

「……んじゃお前は、自分は変わったとか、飛べたとか、そういうふうに思ってんのか？」

「ふっ、残念ながら僕はまだまだ遠く高くまで飛び続けるつもりだからな。その途中だとでも答えておこう」風太郎はしたり顔をし、眼鏡めがねをキラリと光らせる。

「――ハッ、かっこつけやがって」

「なにを言う。男はかっこつけるものだぞ。それこそたとえ豚だろうがな。豚だろうが折せつ角かく生まれたんだ。精一杯かっこつけて飛ぼうとしなければつまらないだろ」

「確かに、お前は豚のくせにそれなりにかっこいいからな」真宮は笑ってそう言った。

「君に褒ほめられるとやはり気持ち悪いが、そうだろう」

「ああ。猪いのししくらいにはな。――んじゃ、俺おれはバイト行くから。店来んならまた後でな」

　真宮はそう言って軽く手を上げ、和泉いずみ食堂に向けて足を進めた。

　いつもの歩幅で、いつもの速さで。





　　　　＊






　瑞姫と「また」のない別れを交わしてから一週間が経過したある日、

「お前瑞姫となんかあった？」

　綾りようのその言葉に真宮はギクリと体を強こわ張ばらせる。

「いや、別になにも……」

　真宮は答える。それはある意味で事実であった。

　一週間前のあの日以降、本当に「なにも」なかった。学校内でばったり遭そう遇ぐうすることはあったが、瑞姫は完全に真宮のことを無視していた。真宮もそれに倣ならい無視をしていた。他のどこででも同じであり、もちろん自発的に会うことなどなく、バイト先のバイト中しかまともに顔を合わせる時間もなかったのだがその時も忙しいということがありろくに話していなかった。

　たしかになにかあった。しかしそれは一週間も前のことであり、この一週間はなにもなかった。

「……嘘うそだろ」綾りようはジトッと真ま宮みやを睨にらむ。真宮は思わず視線をそらした。

「……嘘じゃねえよ」

「いーや嘘だね。顔に書いてある。お前嘘つく時あからさまに視線逸そらすからわかんだよ」

「えっ、それマジでか？」真宮はまたも思わず、今度は逸らした視線を戻して訊たずねる。

「マジ。てか食いついたってことは図星だな」

「……なんもねえって」再び視線を逸らし、気まずそうにそう答える。

「じゃあなんであんなあからさまにどっちも無視してんだよ。何回か見たぞ」

「き、気のせいだろ。見間違いとか」逸らした先で目が泳ぐ。

「……マジで何あったんだよ。瑞みず姫きに聞いたら縁切ったとか言ってたぞ」

　綾は顔を険しくして言う。それはどこか泣くのを精一杯我慢しているようでもあった。

「んなこと言ってたのかあいつ？」

「ああ。なんでって聞いてもろくに教えてくれねえし。もうお前に聞くしかねえだろ」

「……あいつがそう言ってんだからそういうことだよ」逃げるようにそう返した。

「だから理由訊きいてんだよ理由。折せつ角かく仲良かったのに縁切ったとか嫌だしよ。妹と友達がケンカしてんのも嫌だし……」

「別にケンカとかはしてねえけどな……」

　どこか言い訳をするようにそう告げる。しかしそこには綾を安心させたいという思いも確かにあった。

　真宮の言葉を聞いた綾はしばらく黙りこみ、

「――もしかしてあたしのせいか？」

　真剣な眼まな差ざしで射ぬくように真宮の目をまっすぐ見る。

「――い、いや、お前のせいとか、ねーよんなの、それこそ、ねーよ」

　真宮は心臓が止まるかと思った。なんとか口を開き喉のどを舌を動かしてそう返した。

「ほんとに？　なんか嘘っぽいなぁ……」綾は訝いぶかしむような目で真宮を見る。

「う、嘘じゃねえよ。ほんとにお前のせいとか、全然ねえから」

「ふーん……でもそう言うってことはなんかあったのは事実みてえだな」

「あ……いや、なんもねえよ！　なんもねえからお前のせいとかもねえってだけの話で」

　真宮は慌あわてて否定する。それを見て綾は一つ息を吐き、どこか悟さとったように言った。

「いいよ別に。あいつも違うって言ってたし。でも大体想像ついてるからさ」

「えっ――」真宮の時間が止まり、

「お前――別に好きな奴やついんだろ？」

「――は？」割とすぐに動き出した。

「そうじゃねえのか？　お前らがおかしくなったのってあたしがあいつにお前ら付き合ってんのかって聞いてからだからさ。別に好きな奴いんのにそんな噂うわさ立てられちゃお前が困るからな。だから無視したりしてるってとこだろ？」

「……あーっと、違う、ぞ」その通りであったが、そう答えることはできなかった。

「いいよ別に、あたしに気使わなくてさ。あたしのせいでもあるってことはわかってっから。でも折せつ角かく仲良かったのに縁切るだとかやってんのやっぱ嫌なんだ。友達なんだし普通に仲良くしてたって別にいいじゃんって思うしさ。お前の気持ちもよくわかるけど、あいつと仲直りしてくんねえかな。あいつも多分そっちの方がいいだろうし」

「――そうかもしんねえけどよ……」

　そうかも、というよりそうであろうと、真ま宮みやの想おもいは傾いていた。それでも「けれども」という言い訳めいた思いは拭ぬぐいきれなかった。

「煮えきんねえなぁ。ていうかお前はどう思ってんだよ」

　その言葉に、真宮の真ん中が僅わずかに鼓動した。

「俺おれ……？」

「ああ。お前はこれでいいのかよ。嫌じゃねえの？　別にケンカしたとか仲悪くなったとかじゃないのに友達と縁切ったりしてさ。無理して無視しあったり、疲れねえか？」

「……そりゃまあ、嫌だな。疲れるし面めん倒どうだし……」

「だろ？　お前ここんとこずっと元気なかったし不機嫌そうだったしな。全部我慢してるせいだろ。もっと正直になれよ。せめてあいつに思ってること言わねえと」

　綾りようがいつかと同じ様にそう言った。その言葉で、真宮はここ数日の様々な言葉を思い出す。彼女の言葉。風ふう太た郎ろうの言葉。

　そして自分の気持ち、自分の考えという自分の言葉。

　そういった言葉の濁だく流りゆうの中でも一人まっすぐと立つ自分がいる事に気づき、その自分の声に耳を傾ける。

　そしてそれを口にする。




「――俺は、俺が思ったとおりにしていいのか？」

　その問いに、彼女は一切の躊ちゆう躇ちよもなく答えた。

「当たり前じゃん。大抵のことは大丈夫だって」

　わかりきっていた返答だった。彼女ならそう言うだろうと、わかっていながらそれを聞いた。自分の想いを彼女の声で言葉で肯こう定ていして欲しいがために。

　人の言葉に期待する。自分の変化に真宮はいささか驚いてもいた。けれどもそれを悪いものとは思わなかった。むしろとても好意的なものだと思った。

　何な故ぜなら自分がそう思っているから。そう感じたから。




「――そうだな。友達なんだし、俺おれが思ってんだし、別にいいか」

「そうだよ。そのお前が好きな相手にだってお前がちゃんと気持ち伝えりゃ大丈夫だろ。友達の一人ぐらいでグダグダ言うような奴やつだったら付き合う前に底測れるしな。周りの色んなもん気にして動けなくなるほど馬ば鹿かな事ねえし。無理してもなんもいいことないし」

「ああ、ほんとそうだ。お前の言う通り自分がぶれずにちゃんとしてりゃ問題ねえか。そんでその通り行動すりゃ、それで大丈夫か――あんがとな綾りよう。やっぱお前はいいやつだわ」

「当たり前だろ。伊だ達てに一五年も三つ子の長女やってないよ」

「ハッ、やっぱ下にいる奴は違うな。俺も長男だけど全然だ」

「下っていっても数分の差だけどな」

　綾はそう言い、八や重え歯ばを見せてにっこり笑った。

　その笑顔が見れるだけで真ま宮みやは満足だった。

「思った通りやるよ。なるべく全部思った通り」

「それがいいよ。全部が全部なんて無理だろうけど、面白そうなもんならあたしも協力するしね」綾はそう言ってぐっと親指を突き立てた。

　確かにお前の協力がないとできねえことが一つあるな。真宮はそれを思い苦笑した。





　　　　＊






「おう瑞みず姫き。ちょっと面つら貸せよ」

　瑞姫の教室に入り彼女の前に立つやいなや、真宮は言った。

「あっ……んた何してんのバカ。話あんならバイト先にしろって」瑞姫はそう声を潜ひそめる。

「いや、わりぃけど今じゃねえとダメだ。屋上行くぞ」

　真宮はそう言ってズカズカと歩き出す。瑞姫は戸惑いながらも距離をとってその後についていった。




　屋上に人はいなかった。空はうんざりする程に青く澄み渡っていた。

「なんなの？　そんな急ぎの話？」瑞姫は困惑げにそう切り出す。

「まあな」真宮はそう答え、瑞姫の目を真まっ直すぐ見た。

「――瑞姫、仲直りすっぞ」

「――は？　え、なに言ってんの？　ていうか別にケンカとかしてないじゃん」

「似たようなもんだろ。まあ綾のやつが仲直りっつってたから使ってるだけだけど」

「え、なに綾りよう姉ねえってどういうこと？　あんたまさか話したんじゃ」

「別になんも話してねえよ。特にはな。いや、あいつに言われてよ。お前と仲直りしてくれって」

「……あんたほんと綾姉に弱いね」瑞みず姫きはすっかり染み付いてしまったため息を吐つく。

「別にそれだけじゃねえけどな。あいつ、っていうかあいつらに言われて色々気づいたっつうか……まあなんだ。別に友達なんだから一緒にいたって普通じゃねえか」

「……っと、それ私たちのこと？」瑞姫は自分と真ま宮みやを交互に指さして言う。

「おう」

「……でもそのせいで綾姉に勘違いされたり」

「いいんだよんなもん。勘違いなんて所しよ詮せん勘違いだろ。俺おれがちゃんとあいつに気持ち伝えりゃなんも問題ねえよ。他の奴やつらにどう思われたって構わねえしな。一番大事なのは俺がどう思ってるかだからよ」

「……まあそれはそうなんだけどさ。でも」

「でもとかねえよ。俺はあいつの事好きだしお前とも友達でいたい。それにこう、わざわざ無視したりすんのがすげえめんどくせえんだよ。やたらムカムカするしよ。ていうかやっぱ一人だとどんだけ時間かかっかもわかんねえしな。俺にはまだお前の協力が必要だ。だからまあ、頼む。俺と仲直りしてくれ」

　いつかのように真宮は「頼む」と、そう言った。頭は下げない。真まっ直すぐ瑞姫の目を見たまま、決して離さず。

　その目はあの日瑞姫が折れたあの目と同じ、むしろより強い光を宿したものだった。

　瑞姫はもう、折れるしかなかった。

「――まあぶっちゃけ私も結構疲れてたけどさ、わざと無視したりすんの。面めん倒どうだったし。ていうかあんた結構簡単に言ってるけどさ、てことは何がなんでも綾姉に好かれないといけないってことだよ？　その辺わかってんの？」瑞姫は強気にそう攻める。

「おう。でも別に今までとなんも変わんねえだろ」

「……なんか妙に自信つけちゃってんねあんた。綾姉に何言われたかわかんないけど」

「悪いか？」

「……いや、悪くはー、ないかな……うん、悪くないよ。多分だけどね。でもほんと、相手はあの綾姉だから茨いばらの道だよ。ただでさえ強敵なのにライバルも多いし変に勘違いもしちゃってるし、ほんとに大丈夫なのあんた？」

「望むところだ。つか最初に言ったのはお前だぞ」

「えっ？」

「大丈夫だ、って」

「――あは、それもそうだね。そっか。なんだ私のせいでもあるじゃん。しょうがないから仲直りしてあげる」瑞みず姫きはそう言い右手を差し出した。

「おう。あんがとな」真ま宮みやはその手を握り返す。

　二人は握手をした。瑞姫の小さくやわらかな白い手と、真宮の大きく固くゴツゴツとした黒ずんだ手。

「じゃあ今日からまた打倒綾りよう姉ねえのために特訓とかしないとね」

　瑞姫は急にわざとらしく真ま面じ目めな顔をして言った。

「なんだよ特訓って。つか打倒って」

　真宮は思わず苦笑をもらす。

「そういう気き概がいでやんなきゃ綾姉は攻略できないってこと。特訓だよ、ほんと。確かに大丈夫だけどそれは真宮くんが成長すればって話でさ。そのためには今まで以上にちゃんと特訓しないと」

「ああ、そりゃそうだな。んじゃ一つよろしく頼むわ」

「そうだね。じゃあ改めて、これからも友達としてバイト仲間としてよろしくね」

「それと協力関係としてな」

　二人は手を握り合ったままそう言い合い、互いに笑った。

　仲直りをしたのだから、またこれまでどおりにこれからがあるのは当たり前だった。












　空は地平線のずっと果ての果てまで澄み渡っていた。

　おそらくきっと、その先の明日まで。




　夏が近づいていた。





あとがき




　はじめまして。涼すず木きと申します。

　第七回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞で最優秀賞というものをいただきました。

　身に余りすぎてどうしようもありません。どうしようもない。

　一生分の運使い果たしたんでこの先いいこと一つもない気がします。

　ほんと運だけなんで。

　本人にはなにもないのに、何な故ぜかやたらと人には恵まれ運だけは良く、思い返せば人生ベリーイージーモードでした。一つも努力してこなかったのでイージーモードを活いかせず何一つ為なしたことはありませんが、これからは今までの分ハードモードになるでしょうねー。まあなんとかなるしなるようになる。




　ということであとがきです。書くことないです。

　ですので改行多用でいきます。




　このお話についてですが、まあ三つ子がいます。この本の売上の九割九部九厘を担になってくださっている白しろ身み魚ざかな先生のお陰でとてもめんこいお嬢さん方になりました。ほんとうにありがとうございます。その素晴らしいイラストをあまりにも活いかせていないので、次からはもう少しなんとかがんばってみます。

　あとはまあ、どうしようもない主人公が人に恵まれて少しぐらいはマシな人間になれればいいんじゃないかなあ、などと思いながら書きました。

　そんな具合です。

　あとがきというと日本のラッパーばりに感謝ばかりしているイメージがあるので、僕もそれにならって色々と謝礼を述べたいと思います。




　白しろ身み魚ざかな先生、審査員の方々、編集部の方々、担当編集者の方。ほんとうにありがとうございました。ご迷惑ばかりかけて大変申し訳ありませんでした。身を削って結果で返せるよう精進しますので、許してください。お願いします。

　その他家族友人様々な人々並びに創作物等々、これを書けたこれまでの全すべてに感謝を。

　それと読者の皆さんにはどう考えても一番お世話になっている、今後もお世話になると思います。お陰で生きていけるので。

　次はなんとか少しでも面白いものを書くべく努力しますので、今後も何なに卒とぞよろしくお願いします。尻しり上あがりの予定なので。あくまで予定ですが。

　というわけで、涼すず木きでした。


二〇一一年十一月　涼木行こう
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